
 

教え子を再び戦場に送るな 
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発
刊
に
あ
た
っ
て香

川
県
教
職
員
組
合
中
央
執
行
委
員
長

平

尾

行

敏

一
九
四
七
年
五
月
三
日
、
国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
高
ら
か
に
う
た
っ
た
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
直
後
の
五
月
一
八
日
、
香
川
県
下
の
教
職
員
が
一
同
に
結
集
し
、
香
川
県
教
員
組
合(

香
教
組)

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
香
教
組
は
不
当
な
組
織
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
（
一
九
四
七
年
）
の
理
念
に
も
と
づ
く
民
主
的
な

教
育
を
す
す
め
る
た
め
に
、
多
く
の
父
母
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
、

ま
さ
に
日
本
国
憲
法
施
行
六
十
年
の
歴
史
と
重
な
り
ま
す
。

香
教
組
は
こ
れ
ま
で
に
、
「
香
教
組
運
動
史
」(
一
九
五
一
年)

、
「
香
教
組
三
十
年
の
歩
み
」(

一
九
七
七
年)

、
「
香
教
組
四

十
年
史
」(

一
九
八
七
年)

、
「
香
教
組
五
十
年
の
あ
ゆ
み
」(

一
九
九
七
年)

を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
六
十
周
年
記
念

行
事
の
一
つ
と
し
て
、
新
た
に
「
香
教
組
六
十
年
の
あ
ゆ
み
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

結
成
五
十
年
の
一
九
九
七
年
三
月
二
二
日
、
新
し
い
運
動
の
と
り
で
と
し
て
、
私
た
ち
は
高
松
市
田
村
町
の
「
香
教
組
会
館
」

に
移
転
し
、
こ
れ
ま
で
十
年
間
の
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
十
年
間
を
ふ
り
か
え
る
と
、
県
独
自
の
給
与
カ
ッ

ト
の
強
行
を
は
じ
め
、
「
新
勤
評
」
や
「
指
導
力
不
足
教
員
」
の
認
定
の
実
施
、
「
査
定
昇
給
制
度
」
や
「
勤
務
成
績
に
よ
る
ボ
ー

ナ
ス
の
差
別
支
給
」
な
ど
、
教
職
員
の
賃
金
や
権
利
に
対
す
る
す
さ
ま
じ
い
攻
撃
と
と
も
に
、
教
育
基
本
法
改
悪
を
頂
点
と
し
た

文
科
省
「
教
育
改
革
」
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
た
十
年
間
で
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
新
た
に
全
教
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
香
川
高
教
組
な
ど
と
力
を
あ
わ
せ
、
香
川
で
の
「
少
人
数
学
級
」
実
現

や
県
独
自
給
与
カ
ッ
ト
率
の
引
下
げ
な
ど
、
貴
重
な
運
動
の
成
果
を
残
し
ま
し
た
。

教
育
基
本
法
改
悪
に
続
き
、
戦
後
民
主
主
義
の
根
幹
と
も
い
え
る
憲
法
そ
の
も
の
の
改
悪
が
具
体
的
政
治
日
程
に
の
ぼ
っ
て
い

る
今
、
日
本
国
憲
法
と
同
じ
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
香
教
組
は
、
今
後
と
も
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
、

よ
り
広
い
教
職
員
や
父
母
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
運
動
を
す
す
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
香
教
組
六
十
年
の
あ
ゆ
み
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
香
川
に
お
け
る
教
職
員
組
合
運
動
の
展
望
を
切
り
ひ
ら
く
も
の
に
な
る

こ
と
を
期
し
て
、
発
刊
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
二
月



香
教
組
結
成

一
九
四
五
年
七
月
、
高
松
は
ア
メ
リ
カ

の
Ｂ
29
に
よ
る
空
襲
を
受
け
、
市
内
の
八

割
を
消
失
し
ま
し
た
。
八
月
、
日
本
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
連
合
国
に
無
条
件

降
伏
を
し
ま
し
た
。

戦
後
の
国
民
生
活
は
、
物
価
高
騰
・
食

糧
不
足
で
困
窮
を
極
め
ま
し
た
。
全
国
の

民
主
化
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
戦
前
の

教
員
組
合
運
動
や
民
間
教
育
運
動
に
参
加

し
た
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
全
日
本
教
員

組
合
（
全
教
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
香
川
県
か
ら
北
浜
清
一
が
参
加
し
た

賀
川
豊
彦
ら
の
日
本
教
育
者
組
合
（
日
教
）

も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
教
職
不
適
格
者
の
排
除
、

修
身
・
日
本
歴
史
・
地
理
の
授
業
停
止
な

ど
軍
国
主
義
教
育
の
排
除
を
す
す
め
ま
し

た
。そ

の
年
に
、
丸
亀
市
で
「
生
活
の
擁
護
、

教
育
の
自
主
性
の
回
復
と
新
生
日
本
民
主

主
義
教
育
の
確
立
、
新
日
本
の
建
設
、
平

和
的
文
化
国
家
の
再
建
」
を
掲
げ
て
丸
亀

新
生
教
育
者
組
合
が
生
ま
れ
、
翌
年
の
一

月
か
ら
三
月
ま
で
に
、
郡
市
別
・
学
校
種

別
に
教
員
組
合
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
坂
出

市
教
員
組
合
長
が
、
県
下
十
郡
市
に
分
散

し
て
い
る
教
員
組
合
に
呼
び
掛
け
て
、
労

働
組
合
法
に
基
づ
い
た
香
川
県
教
員
組
合

連
盟
が
結
成
さ
れ
、
一
二
月
に
は
全
日
本

教
員
組
合
協
議
会
へ
加
盟
し
ま
し
た
。
そ

の
後
県
内
で
は
、
青
年
学
校
教
員
組
合
と

中
等
学
校
教
員
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
四
七
年
五
月
、
知
事
と
の
団
体
協

約
の
締
結
交
渉
を
控
え
て
、
県
下
の
教
員

組
合
が
統
一
し
て
、
香
川
県
教
員
組
合

（
香
教
組
）
を
結
成
し
ま
し
た
。
六
月
に

は
、
奈
良
県
で
教
育
の
民
主
化
、
研
究
の

自
由
の
獲
得
、
平
和
と
自
由
を
愛
す
る
民

主
国
家
の
建
設
、
六
・
三
・
三
・
四
制
の

完
全
実
施
の
要
求
を
掲
げ
て
、
全
国
五
十

万
の
教
師
を
結
集
し
て
日
本
教
職
員
組
合

の
結
成
大
全
が
開
か
れ
香
教
組
も
参
加
し

ま
し
た
。

香
教
組
は
、
八
月
に
県
知
事
と
の
間
で
、

「
労
働
組
合
法
」
の
精
神
に
則
っ
て
次
の

よ
う
な
労
働
協
約
を
結
び
ま
し
た
。

①
教
員
を
性
別
に
よ
っ
て
差
別
し
な
い

②
勤
務
時
間
は
一
週
四
二
時
間
と
す
る

③
女
子
教
員
の
生
理
休
暇
と
産
前
産
後

六
週
間
の
産
休
を
認
め
る

④
結
核
休
暇
を
認
め
る

⑤
教
員
の
退
職
や
転
任
に
つ
い
て
は
事

前
に
本
人
に
通
知
す
る

⑥
組
合
員
が
現
職
の
ま
ま
で
組
合
業
務

に
専
任
す
る
こ
と
を
認
め
る

組
合
事
務
所
は
、
「
組
合
運
動
の
た
め

の
事
務
所
と
し
て
建
物
及
び
施
設
の
使
用

を
県
が
認
め
る
」
と
の
協
定
に
従
い
、
高

松
一
中
の
事
務
室
か
ら
県
立
高
松
高
等
女

学
校
（
現
高
松
高
校
）
に
移
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
運

動
方
針
の
中
で
六
・

三
・
三
・
四
制
の

完
全
実
施
や
給
与

是
正
と
男
女
差
別

撤
廃
、
旅
費
、
僻

地
手
当
な
ど
の
改

善
を
要
求
し
ま
し

た
。
文
化
面
で
も
、

児
童
・
生
徒
や
教
師
が
参
加
し
た
教
育
文

化
祭
を
開
催
し
た
り
、
夏
休
み
ワ
ー
ク
ブ
ッ

ク
「
学
び
の
た
よ
り
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
活
動
の
拠
点
に
な
る
教
育
会

館
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
教
育
行
政
の
民
主
化
を
要

求
し
、
教
師
の
生
活
を
守
り
抜
く
香
教
組

が
誕
生
し
ま
し
た
。

香
教
組
の
運
動
が
広
が
り
、
発
展
す
る

に
つ
れ
て
、
定
期
的
に
刊
行
す
る
組
合
機

関
紙
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
一
九
四
八

年
三
月
一
〇
日
、
香
教
組
結
成
か
ら
一
〇
ヵ

月
し
て
現
在
の
「
香
川
教
育
」
の
前
身
で

あ
る
「
香
教
組
タ
イ
ム
ス
」
第
一
号
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
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勤
評
闘
争

一
九
五
六
年
に
、
国
民
が
教
育
へ
直
接

参
加
で
き
る
教
育
委
員
の
公
選
制
か
ら
任

命
制
に
よ
る
教
育
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
年
に
愛
媛
県
教
委
は
、
赤
字
財

政
対
策
と
し
て
勤
務
評
定
（
勤
評
）
を
始

め
ま
し
た
が
、
政
治
的
に
は
愛
媛
県
教
組

の
弱
体
化
と
分
断
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
し

た
。
文
部
省
は
、
全
国
的
に
勤
評
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
。
愛
媛
の
勤
評
反
対

闘
争
を
支
援
し
て
き
た
香
教
組
は
、
「
勤

務
評
定
実
施
反
対
に
関
す
る
要
求
」
を
県

教
委
へ
提
出
し
ま
し
た

文
部
省
・
県
教
委
は
「
勤
務
に
つ
い
て

評
価
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
般
の
企

業
で
は
い
つ
も
や
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と

宣
伝
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
香
教
組
は

「
教
員
を
一
定
の
考
え
方
に
従
わ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
教
育
の
自
主
性

を
奪
い
、
戦
前
の
教
育
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
勤
評
は

戦
争
へ
の
一
里
塚
で
あ
る
」

と
強
く
反
対
し
、
高
松
附
属

小
学
校
で
、
四
五
〇
〇
名
の

組
合
員
を
集
め
て
勤
評
阻
止

の
「
教
育
を
守
る
総
決
起
集

合
」
を
開
き
ま
し
た
。

三
月
に
は
、
郡
市
ご
と
に

勤
評
断
固
粉
砕
・
不
当
な
退

職
勧
奨
に
反
対
す
る
教
育
危

機
突
破
大
会
を
開
い
て
勤
評

反
対
の
体
制
を
強
め
ま
し
た
。

県
教
委
は
、
四
月
に
五
八
年

度
よ
り
教
員
に
勤
評
を
実
施
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
香
教
組

は
、
直
ち
に
勤
評
反
対
声
明
を

出
し
、
教
育
会
館
前
で
抗
議
の

ハ
ン
ス
ト
と
郡
市
ご
と
に
勤
評

反
対
要
求
貫
徹
集
会
な
ど
を
開

い
て
県
教
委
に
抗
議
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
全
県
的
な
勤
評

反
対
の
運
動
を
押
し
切
っ
て
、

勤
評
は
教
育
委
員
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

以
後
、
勤
評
体
制
が
続
き
教

師
の
自
由
な
教
育
活
動
や
組
合

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
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勤評反対総決起集会（高松附属小）

勤評反対を訴えるデモ行進に出発



香
教
組
へ
の

組
織
攻
撃

文
部
省
の
天
領
を
自
認
す
る
県
教
委
は
、

自
民
党
の
「
日
教
組
対
策
の
具
体
的
方
針
」

に
従
っ
て
校
長
・
教
頭
の
非
組
合
員
化
を

す
す
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
管
理
主
事
・
指

導
主
事
・
校
長
・
教
頭
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な

ど
が
日
教
組
・
香
教
組
へ
の
非
難
や
中
傷

を
行
い
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
脱
退
を
強

要
し
た
り
、
利
益
誘
導
を
し
な
が
ら
「
教

育
正
常
化
」
を
う
た
い
文
句
に
し
て
香
教

組
組
合
員
を
脱
退
さ
せ
ま
し
た

一
九
五
九
年
に
高
松
市
の
教
頭
ら
が

「
高
松
市
教
職
員
協
議
会
」
（
第
二
組
合
）

を
結
成
し
、
他
郡
市
で
も
、
校
長
・
教
頭

や
か
つ
て
の
組
合
役
員
で
あ
っ
た
者
が
、

競
っ
て
脱
退
工
作
を
行
い
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
県
下
の
教
職
員
に
団
結
を

訴
え
ま
し
た
が
、
執
拗
な
個
人

攻
撃
の
中
で
多
く
の
脱
退
者
を

出
し
ま
し
た
。
脱
退
さ
せ
ら
れ

た
教
職
員
は
香
川
県
教
職
員
協

議
会
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
、
石
油
資
本
の
出

光
興
産
か
ら
資
金
援
助
を
受
け

て
い
た
右
翼
的
な
日
本
教
師
会

に
加
入
し
、
香
川
県
教
師
会
と

な
り
ま
し
た
。

教
師
会
は
現
在
の
香
教
連
と

な
り
、
全
日
教
連

（
約
三
万
人
）

に
加
盟
、
文
部
省
の
援
護
部
隊

の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
裂
後
香
川
の
教
職
員
の
団
結
や
連

帯
感
は
薄
ら
ぎ
、
香
川
の
教
職
員
の
勤
務

条
件
や
給
与
は
、
全
国
の
最
低
水
準
を
低

迷
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
香
教
組
は
、
昇

給
短
縮
や
宿
日
直
廃
止
の
た
た
か
い
、
多

忙
化
解
消
な
ど
要
求
実
現
に
努
力
し
、
地

域
の
父
母
と
と
も
に
「
香
川
の
教
育
を
よ

く
す
る
県
民
会
議
」
を
結
成
し
、
教
育
懇

談
会
を
開
く
な
ど
、
民
主
的
な
職
場
づ
く

り
と
教
育
を
よ
く
す
る
運
動
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

香
教
組
は
そ
の
後
、
活
動
の
拠
点
を
県

庁
南
隣
の
教
育
会
館
か
ら
、
一
九
八
七
年

に
西
宝
町
の
香
川
県
教
育
会
館
に
、
一
九

九
七
年
に
は
現
在
の
田
村
町
の
香
教
組
会

館
へ
と
移
し
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
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組織攻撃の中 連帯を深め学び合う仲間たち

新しい組合員を迎えて

民主教育のとりでとして1997年に新築された香教組会館



学
テ
日
本
一
と

学
テ
体
制

文
部
省
は
、
学
習
指
導
の
改
善
の
資
料

に
す
る
名
目
で
、
一
九
六
一
年
か
ら
中
学

校
の
二
、
三
年
生
を
対
象
に
全
国
一
斉
学

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
翌
年
に
小

学
校
と
高
校
で
は
抽
出
学
力
調
査
を
は
じ

め
ま
し
た
。

日
教
組
・
香
教
組
は
、
全
国
一
斉
学
カ

テ
ス
ト
は
行
政
が
教
育
内
容
を
支
配
す
る

も
の
で
、
「
人
材
開
発
」
と
い
う
名
の
政

策
テ
ス
ト
で
あ
る
と
反
対
し
ま
し
た
。

文
部
省
は
、
「
全
国

一
斉
学
カ
テ
ス
ト
は
基

本
的
な
事
項
に
つ
い
て

出
題
す
る
の
で
テ
ス
ト

対
策
の
ド
リ
ル
や
補
習

授
業
は
必
要
な
い
」
と

言
明
し
て
い
ま
し
た
。

勤
評
の
実
施
や
「
教

育
正
常
化
」
が
す
す
ん

で
い
た
香
川
で
は
、
生

徒
に
多
く
の
宿
題
プ
リ

ン
ト
や
ド
リ
ル
と
問
題

集
が
お
し
つ
け
ら
れ
、

異
常
な
課
外
授
業
を
組

ん
で
準
備
教
育
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
教
育
委
員

会
も
教
科
研
究
会
も
総

力
を
あ
げ
て
学
カ
テ
ス
ト
対
策
に
あ
け
く

れ
ま
し
た
。
平
均
点
が
教
師
の
勤
評
や
競

争
に
つ
な
が
っ
た
た
め
に
、
教
師
に
よ
る

不
正
、
学
カ
テ
ス
ト
を
意
識
し
た
進
度
を

急
ぐ
授
業
、
学
習
の
遅
れ
た
生
徒
の
「
特

殊
学
級
」
入
級
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
年
連
続
「
学
力
テ
ス
ト
日

本
一
」
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
香
川

に
は
、
「
テ
ス
ト
あ
っ

て
教
育
な
し
」
と
い

わ
れ
「
学
テ
体
制
」

が
す
す
み
、
全
人
的

な
教
育
に
か
わ
っ
て

差
別
と
選
別
の
教
育
が
広
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。

日
教
組
は
、
一
九
六
四
年
に
学
カ
テ
ス

ト
日
本
一
を
め
ざ
し
た
香
川
県
内
の
異
常

な
実
態
や
、
「
香
川
に
追
い
付
き
追
い
越

せ
」
を
目
標
に
し
た
「
涙
の
愛
媛
」
の
実

態
を
重
視
し
て
「
宗
像
・
梅
根
学
術
調
査

団
」
を
派
遣
し
「
香
川
・
愛
媛
学
力
調
査

問
題
学
術
調
査
団
報
告
」
を
発
表
し
ま
し

た
。
香
教
組
の
教
師
集
団
も
「
学
テ
日
本

一
物
語
」
を
著
し
学
テ
の
問
題
点
を
ま
と

め
ま
し
た
。
全
国
的
な
反
対
運
動
の
高
ま

り
の
中
で
文
部
省
学
力
テ
ス
ト
は
、
一
九

六
六
年
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
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県民に訴える香教組のちらし

学力日本一報告感謝大会の舞台

全国に大きな反響をよんだ
「学テ日本一物語」



宿
日
直
廃
止
と
給
与

改
善
の
た
た
か
い

戦
前
は
「
天
皇
の
官
吏
」
で
あ
っ
た
教

員
に
は
、
各
学
校
の
「
奉
安
殿
」
の
中
に

お
か
れ
た
天
皇
・
皇
后
の
写
真
と
教
育
勅

語
を
守
る
た
め
に
宿
日
直
が
命
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
教
員
は
順
番
に
夜
は
学
校

で
宿
直
し
、
日
曜
・
祭
日
は
日
直
と
し
て

勤
務
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
六
五
年
頃
か
ら
、
「
宿
日
直
」
は

教
員
の
本
務
で
は
な
い
と
し
て
全
国
的
な

宿
日
直
拒
否
の
運
動
が
す
す
み
ま
し
た
。

香
川
で
も
宿
日
直
を
廃
止
し
て
警
備
員
を

お
く
た
め
の
請
願
が
各
支
部
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
、
一
九
六
五
〜
六
六
年
に
高
松
、

坂
出
、
丸
亀
の
各
市
議
会
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
香
教
組
は
引
き
つ
づ
き
、
全
教
職

員
に
よ
び
か
け
署
名
運
動
を
展
開
し
、
教

委
交
渉
を
重
ね
る
中
で
、
一
九
七
一
年
〜

七
三
年
に
高
松
、
坂
出
の
両
市
で
明
治
以

来
長
い
間
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
た
宿
日
直

を
廃
止
さ
せ
、
そ
の
後
善
通
寺
市
、

観
音
寺
市
で
、
さ
ら
に
郡
部
の
地

域
で
全
廃
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
仲
間
と
の
粘
り
強
い
運

動
が
実
り
、
教
員
の
本
来
の
仕
事

と
は
無
縁
な
宿
日
直
と
い
う
労
働

か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
た
、
戦
後
間
も
な
く
行
な
わ

れ
た
初
任
給
引
き
下
げ
措
置
に
よ

り
、
昭
和
二
五
年
卒
の
教
員
の
給

料
は
不
当
に
低
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。

香
教
組
は
県
下
の
教
職
員
へ
呼
び
か
け
、

こ
の
不
合
理
を
改
め
る
よ
う
強
く
県
教
委

と
交
渉
し
ま
し
た
。
一

九
七
〇
年
、
県
教
委
は

こ
の
不
合
理
を
認
め
、

是
正
措
置
を
と
り
ま
し

た
。組

織
が
分
断
さ
せ
ら

れ
た
香
川
の
教
職
員
の

給
与
水
準
は
全
国
最
下

位
に
あ
り
ま
し
た
が
、

香
教
組
は
、
要
求
署
名

に
基
づ
く
給
与
改
善
の
運
動
を
粘

り
強
く
す
す
め
、
昇
給
短
縮
を
実

施
さ
せ
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
ま

し
た
。
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県教委と交渉する香教組

宿日直廃止にむけて討議する中央委員会

粘り強い要求活動が実り宿日直が廃止に



不
当
な
退
職
勧
奨
と

の
た
た
か
い

六
〇
歳
定
年
制
が
施
行
さ
れ
る
前
は
、

県
教
委
は
勧
奨
に
よ
る
退
職
人
事
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
分
裂
支
配
の
道

具
と
し
て
巧
妙
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

退
職
勧
奨
年
齢
に
よ
っ
て
年
齢
構
成
を

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
し
て
、
そ
の
頂
点
に
校

長
を
お
き
、
そ
の
つ
ぎ
に
教
頭
、

男
子
教
諭
、
女
子
教
諭
と
い
う

順
に
差
を
つ
け
ま
し
た
。
女
子

教
諭
に
は
夫
の
管
理
職
任
用
を

条
件
に
四
〇
歳
台
で
勧
奨
す
る

な
ど
、
徹
底
し
た
差
別
人
事
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

多
く
の
教
師
が
五
〇
歳
を
過
ぎ

る
と
辞
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

香
教
組
は
公
正
で
民
主
的

な
人
事
を
要
求
し
、

組
合
員
の
被
勧
奨

者
一
人
ひ
と
り
か

ら
委
任
状
を
と
り
、

退
職
勧
奨
を
受
け
た
と
き
に

は
、
本
部
、
支
部
の
執
行
部

が
本
人
と
同
席
し
て
交
渉
す

る
な
ど
不
当
な
勧
奨
と
徹
底

的
に
た
た
か
い
ま
し
た
。

県
教
委
は
勧
奨
に
応
じ
な

か
っ
た
組
合
員
に
対
し
て
、

通
勤
不
可
能
な
学
校
や
遠
隔

地
の
学
校
に
転
勤
さ
せ
る
な

ど
の
報
復
人
事
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
香
教
組
は
そ
の
つ
ど
県
人
事
委

員
会
に
不
服
の
申
し
立
て
を
お
こ
な
い
、

公
開
口
頭
審
理
を
開
か
せ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
た
た
か
い
を
と
お
し
て
県
教
委
の

お
こ
な
っ
た
報
復
人
事
の
実
態
と
不
当
性

が
県
下
に
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
後
こ
の

よ
う
な
人
事
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
時
の
待
遇
に
も
職
種
や
性

別
に
よ
る
差
別
が
な
く
な
っ
た
結
果
、
組

合
員
の
退
職
年
齢
は
し
だ
い
に
高
く
な
り
、

一
九
七
三
年
に
は
つ
い
に
校
長
と
同
じ
に

な
り
、
さ
ら
に
六
〇
歳
を
越
え
る
組
合
員

も
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
、
一
九
八
五
年
度
に

六
〇
歳
定
年
制
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
続
き

ま
し
た
。
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前
川
革
新

知
事
の
誕
生

戦
後
六
期
二
十
四
年
間
続
い
た
金
子
自

民
党
県
政
の
も
と
で
番
ノ
州
工
業
地
域
の

開
発
な
ど
大
企
業
優
先
の
し
わ
よ
せ
が
福

祉
や
教
育
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
高

校
入
試
の
過
熱
化
と
普
通
科
高

校
不
足
、
学
テ
体
制
に
よ
る
詰

め
込
み
教
育
、
上
意
下
達
の
管

理
体
制
、
全
国
最
下
位
ク
ラ
ス

の
賃
金
な
ど
官
僚
的
で
非
民
主

的
な
教
育
行
政
に
対
し
て
父
母

や
教
職
員
の
な
か
に
批
判
と
不

満
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
七
四
年

の
知
事
選
挙
で

民
主
陣
営
か
ら

推
さ
れ
た
元
香

川
大
学
長
前
川

忠

夫

候

補

は

「
教
職
員
の
み
な
さ
ん
へ

の
約
束
」
と
し
て
、
①
民

主
的
な
教
育
行
政
の
確
立
、

②
教
職
員
の
待
遇
改
善
、

③
教
職
員
定
数
増
に
よ
る

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
の
実

現
の
三
項
目
を
発
表
し
ま

し
た
。

香
教
組
は
前
川
候
補
を

推
し
、
香
川
高
教
組
、
香

川
私
教
連
、
香
川
大
学
教
組
や
退
職
教
職

員
と
と
も
に
「
前
川
忠
夫
先
生
を
は
げ
ま

す
教
職
員
の
会
」
を
つ
く
り
、
県
下
す
べ

て
の
教
職
員
に
前
川
支
持
と
香
川
の
教
育

行
政
の
民
主
化
を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

結
果
は
前
川
候
補
が
二
八
〇
、
七
三
三

票
を
と
り
、
金
子
知
事
に
八
万
八
千
票
の

大
差
を
つ
け
て
圧
勝
し
ま
し
た
。

前
川
知
事
は
公
約
ど
お
り
、
普
通
科
高

校
や
養
護
学
校
を
次
々
に
増
設
し
、
退
職

勧
奨
の
年
齢
差
別
や
表
彰
特
昇
を
廃
止
し
、

県
立
学
校
へ
の
地
元
寄
付
金
を
全
廃
す
る

な
ど
教
育
行
政
の
民
主
化
に
努
力
し
ま
し

た
。前

川
知
事
の
福
祉
・
教
育
優
先
の
政
策

と
政
治
姿
勢
は
そ
の
後
も
県
民
の
強
い
支

持
を
受
け
、
革
新
県
政
は
三
期
十
二
年
間

続
き
ま
し
た
。
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中央委員会で決意表明する前川知事

父母・県民の要求を聞く前川知事

県民集会であいさつする前川知事



教
育
行
政
民
主
化
の

た
た
か
い

前
川
革
新
県
政
の
実
現
を
機
に
、
香
教

組
は
教
育
行
政
民
主
化
の
た
た
か
い
を
い
っ

そ
う
強
力
に
す
す
め
ま
し
た
。
と
く
に
、

表
彰
特
昇
の
廃
止
、
五
色
台
教
育
の
自
由

参
加
、
年
休
届
の
理
由
欄
の
廃
止
を
重
点

に
、
全
教
職
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
を
も
と
に
県
教
委
交
渉
を
重
ね
た
結

果
、
一
九
七
五
年
か
ら
年
休
届
の
理
由
欄

を
廃
止
さ
せ
る
と
と
も
に
、
表
彰
六
短
の

廃
止
、
五
色
台
教
育
の
四
泊
五
日
を
三
泊

四
日
と
し
、
試
験
や
試
合
の
直
前
は
さ
け

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
回
答
も
得
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
勧
奨
年
齢
の
男
女
差
別
撤

廃
、
結
婚
特
休
と
産
休
期
間
の
延
長
、
つ

わ
り
休
暇
、
家
族
看
護
休
務
制
度
、
配
偶

者
出
産
休
暇
の
新
設
な
ど
を
実
現
さ
せ
ま

し
た
。

し
か
し
、
前
川
知
事
が
民
主
的
な
教
育

行
政
の
推
進
を
公
約
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
県
教
委
は
「
教
育
行
政
は
知
事
部
局

か
ら
独
立
し

て
い
る
」
と

し
て
官
僚
的

な
教
育
行
政

を
根
本
か
ら

改
め
よ
う
と

は
し
ま
せ
ん

で
し

た
。

香
教
組
は

教
育
行
政
民
主
化
の
た
め
高
教
組
、
県
職

労
と
と
も
に
「
職
場
の
民
主
化
等
に
関
す

る
要
求
書
」
を
県
教
委
に
提
出
し
、
一
九

七
八
年
、
三
組
合
合
同
で
教
育
長
交
渉
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
香
教
組
組
合
員
も
多

数
参
加
し
、
職
場
で
の
組
合
員
に
た
い
す

る
差
別
の
実
態
を
示
し
て
改
め
る
よ
う
追

及
し
ま
し
た
。
約
一
年
一
〇
ヶ
月
に
わ
た

る
交
渉
の
結
果
、
一
九
七
九
年
に
三
組
合

代
表
と
吉
岡
教
育
長
の
間
で
「
確
認
書
」

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
確
認
書
」

は
そ
の
後
、
管
理
職
に
よ
る
組
合
加
入
へ

の
妨
害
や
組
合
員
へ
の
脱
退
工
作
な
ど
不

当
労
働
行
為
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。
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確認書に押印する吉岡教育長



香
教
組
署
名
・
カ
ン
パ

香
教
組
は
、
そ
の
運
動
や
活
動
を
県
下

教
職
員
に
広
め
る
た
め
に
、
一
九
八
四
年

か
ら
「
香
川
教
育
」
を
県
下
教
職
員
に
無

料
配
布
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
香
教
組
の
運
動
や
活
動
・
教
育

情
勢
を
分
か
り
や
す
く
情
宣
す
る
こ
と
と

合
わ
せ
て
、
県
下
教
職
員
の
要
求
を
く
み

取
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
秋
の
署
名
・

カ
ン
パ
」
に
取
り
組
み
、
毎
年
多
く
の
教

職
員
の
署
名
を
集
め
、
「
署
名
提
出
行
動
」

と
し
て
県
教
委
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

県
下
教
職
員
の
署
名
の
重

さ
が
、
〇
五
、
〇
六
年
に
わ

た
り
実
施
さ
れ
た
独
自
給
与

カ
ッ
ト
率
を
毎
年
一
％
ず
つ

引
き
下
げ
さ
た
と
も
い
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
す
ま

す
こ
の
活
動
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
教
職
員
の

多
忙
化
は
ま
す
ま
す
激
化
し

て
い
る
た
め
、
署
名
・
カ
ン

パ
活
動
の
創
意
工
夫
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
丸

亀
・
仲
多
度
・
三
豊
支
部
な
ど
多
く
の
支

部
で
は
未
分
会
訪
問
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
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賃金改善や多忙化解消等のための要求署名

教職員の賃金の改善や多忙化解消等のため下記のことを要求し

ます。

記

１ 県独自の給与カットの継続をやめ、県下教職員の給与水準の

向上に努めてください。

２ 成績主義賃金は実施しないでください。

３ 早期に三〇人以下学級を実現してください。

４ 長時間勤務・多忙化解消のため、抜本的措置を講じてくださ

い。

５ 臨時教職員の待遇改善をすすめるとともに講師経験も考慮し

た採用制度にしてください。

６ 教職員のいのちと健康を守るため、職場環境を整備してくだ

さい。

７ 広域人事をやめ、人事異動についての内示制度を確立してく

ださい。

2007年度香教組署名の要求項目

二
〇
〇
三
年
度
の
署
名
提
出
行



全
教
と
と
も
に

労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編
が
す
す
む
中

で
日
教
組
は
一
九
八
九
年
の
第
六
八
回
定

期
大
会
で
、
「
連
合
」
参
加
を
決
定
し
ま

し
た
。
多
く
の
日
教
組
傘
下
の
組
合
員
か

ら
民
主
教
育
を
投
げ
捨
て
よ
う
と
す
る
日

教
組
の
方
針
に
対
す
る
反
対
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
二

日
、
香
川
県
青
年
セ
ン
タ
ー
で
第
六
五
回

臨
時
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日

教
組
の
新
「
連
合
」
参
加
の
方
針
を
拒
否

し
、
全
国
の
仲
間
と
共
に
「
子
ど
も
と
教

育
・
く
ら
し
を
守
る
教
職
員
組
合
全
国
組

織
」
を
つ
く
り
、
全
労
連
へ
参
加
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
九
八
九
年
一
一
月
一
七
日
、
東
京
・

山
手
教
会
で
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
香
川

な
ど
二
七
都
道
府
県
教
組
・
高
教
組
と
、

全
国
私
教
連
、
東
京
都
障
教
組
の
二
九
組

合
が
正
式
参
加
、
五
教
組
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
し
て
、
一
八
万
人
の
組
合
員
を
結
集

す
る
全
日
本
教
職
員
組
合
協
議
会
（
旧
全

教
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
一
年
三
月
六
日
、
こ

の
旧
全
教
と
日
高
教
が
組
織
統
一
し
全
日

本
教
職
員
組
合
（
全
教
）
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
全
教
の
結
成
は
、
た
た
か
う
教
職

員
組
合
運
動
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ

発
展
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
「
連
合
」
傘
下
と
な
っ

た
日
教
組
は
、
文
部
省
に
限
り
な
く
す
り

寄
り
、
屈
服
と
も
い
う
べ
き
姿
勢
を
と
り

続
け
ま
し
た
。

香
川
で
は
一
九
九
一
年
一
月
、
一
〇
数
名

が
香
教
組
を
脱
退
し
「
日
教
組
香
川
」
を

つ
く
り
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
八
月
一
〇
日
か
ら
一
二
日

の
三
日
間
、
「
全
国
教
職
員
学
習
交
流
集

会
」(

教
組
共
闘
主
催)

が
香
川
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か
ら
千
名
を
こ
す

教
職
員
が
集
ま
り
、
五
分
科
会
・
四
分
散

会
・
基
礎
講
座
に
分
か
れ
学
習
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

こ
の
集
会
で
は
、
香
教
組
・
香
川
高
教

組
・
香
川
私
教
連
の
組
合
員
が
合
同
で
練

習
を
続
け
、
開
会
集
会
で
構
成
劇
「
お
か

え
り
な
さ
い
ミ
ス
香
川
」
を
披
露
す
る
な

ど
、
三
教
組
の
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
教
に
結
集
す
る
香
教
組
・

香
川
私
教
連
と
香
川
高
教
組
は
積
極
的
に

連
携
を
深
め
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
二
月
二
一
日
、
香
川
高
教

組
は
第
四
八
回
特
別
大
会
を
開
き
、
不
当

な
攻
撃
を
は
ね
か
え
し
て
、
圧
倒
的
多
数

の
組
合
員
の
賛
成
で
全
教
・
日
高
教
へ
の

加
盟
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
香
川
高
教

組
の
全
教
・
日
高
教
加
盟
は
、
香
川
で
全

教
の
風
を
さ
ら
に
大
き
く
吹
か
す
歴
史
的

決
定
で
し
た
。
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国分寺青年センターでの第65回臨時大会

全教結成大会

全国教職員学習交流集会での開会集会



香
教
組
結
成
五
十
五
周
年

「
中
国
平
和
の
旅
」

香
教
組
は
二
〇
〇
二
年
に
、
結
成
五
十

五
周
年
を
記
念
し
て
、
八
月
五
日
か
ら
十

一
日
ま
で
南
京
・
ハ
ル
ピ
ン
・
ペ
キ
ン
へ

の
「
中
国
平
和
の
旅
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

香
教
組
組
合
員
や
そ
の
家
族
、
退
教
協
、

高
教
組
組
合
員
な
ど
二
六
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

「
日
本
軍
国
主
義
の
侵
略
の
事
実
を
深

く
学
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
、
悠
久

の
歴
史
を
持
つ
中
国
の
雄
大
さ
や
文
化
に

ふ
れ
る
こ
と
」
が
目
的
の
旅
で
し
た
。

南
京
大
屠
殺
（
大
虐
殺
）
同
胞
記
念
館

見
学
と
副
館
長
や
生
存
者
の
方
と
の
交
流
、

ハ
ル
ピ
ン
の
七
三
一
部
隊
罪
証
陳
列
館
見

学
と
館
長
と
の
懇
談
を
は
じ
め
、
廬
溝
橋

事
件
の
現
場
、
抗
日
記
念
館
な
ど
観
光
旅

行
で
は
行
け
な
い
場
所
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
平
和
の
大
切
さ
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
、
参
加
者
か
ら
は
好
評
で
し

た
。

南
京
で
は
三
〇
万
人
の
罪
な
き
人
々
を

虐
殺
・
放
火
・
強
姦
・
略
奪
と
あ
ら
ん
限

り
の
残
虐
行
為
を
行
い
、
七
三
一
部
隊

（
ハ
ル
ピ
ン
）
は
、
人
を
人
と
も
思
わ
ず
、

多
く
の
中
国
人
等
を
「
マ
ル
タ
」
と
称
し

て
人
体
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

南
京
の
記
念
館
に
は
、
当
時
の
人
骨
が

そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ
、
そ
の
入
口
に
は
日

本
語
で
も
、
「
こ
の
全
世
界
を
驚
か
せ
た

も
っ
と
も
悲
惨
な
歴
史
的
事
件
は
中
国
侵

略
の
日
本
軍
が
行
っ
た
数
え
き
れ
な
い
多

く
の
非
人
間
的
な
行
為
の
中
の
も
っ
と
も

代
表
的
な
一
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
展
示
さ

れ
て
い
る
写
真
や
史
料
や
実
物
な
ど
は
ほ

か
な
ら
ぬ
歴
史
的
証
拠
で
あ
る
」
、
出
口

に
は
、
「
歴
史
は
一
枚
の
鏡
で
あ
り
、
歴

史
上
の
教
訓
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ガ
イ
ド
を
務
め
た
南
京
出

身
の
曹
（
そ
う
）
さ
ん
は
日
本
語
も
上
手

で
、
人
柄
も
よ
く
、
参
加
者
に
深
い
印
象

を
与
え
ま
し
た
。

<
日
程>

五
・
六
日
（
南
京
）

南
京
大
屠
殺
同
胞
記
念
館
の
見
学
、

副
館
長
と
生
存
者
の
方
と
の
懇
談
。
夫

子
廟
商
場
の
散
策
や
中
華
門
と
孫
文
の

墓
で
あ
る
中
山
陵
の
見
学
。

七
日
（
北
京
）

廬
溝
橋
、
抗
日
記
念
館
、
天
安
門
広

場
・
見
学
。

八
・
九
日
（
ハ
ル
ピ
ン
）

七
三
一
部
隊
の
罪
証
陳
列
館
見
学
、

館
長
と
の
懇
談
、
ハ
ル
ピ
ン
市
内
の
見

学
。
東
北
烈
士
記
念
館
、
聖
ソ
フ
ィ
ア

協
会
。

十
日
（
北
京
）

万
里
の
長
城
（
慕
田
峪
）
。
夜
、
京

劇
の
鑑
賞
。

十
一
日

帰
国
。
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中華門（南京）での集合写真

南京大屠殺同胞記念館副館長との懇談（南京）

７３１部隊の罪証陳列館（ハルピン）



香
川
民
研
の
発
足

一
九
七
五
年
に
文
部
省
は
、
主
任
制
の

導
入
を
決
め
て
主
任
手
当
の
支
給
を
決
定

し
ま
し
た
。
日
教
組
は
、
職
場
で
の
管
理

を
強
め
る
主
任
制
に
反
対
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
主
任
は
校
務
分
掌
の
一
貫

で
あ
る
か
ら
、
教
委
の
任
命
で
な
く
、
学

校
で
民
主
的
に
選
ぶ
こ
と
や
主
任
手
当
の

支
給
を
し
な
い
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
教
委
は
七
六
年
に
任
命
制
の

主
任
制
度
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
主
任
に
な
っ
た
組
合
員
か

ら
自
主
的
に
拠
出
さ
れ
た
主
任
手
当
を
民

主
教
育
の
発
展
の
た
め
に
使
う
こ
と
を
決

め
て
、
七
九
年
に
「
香
川
県
国
民
教
育
研

究
所
」
（
初
代
所
長
・
香
大
教
授
江
幡
裕
）

を
設
立
し
ま
し
た
。

民
研
の
活
動
と
し
て
、
今
日
の
教
育
問

題
の
現
状
や
政
策
に
つ
い
て
理
論
的
に
解

明
し
た
り
、
そ
れ
に
対
抗
で
き
る
新
し
い

教
育
を
創
造
す
る
教
育
実
践
や
教
育
運
動

を
発
掘
し
た
り
し
、
機
関
誌
「
民
研
だ
よ

り
」
「
香
川
民
研
報
告
」
を
発
行
し
て
き

ま
し
た
。

毎
月
一
回
の
所
員
会
議
を
行
い
、
香
川

大
学
・
香
川
高
教
組
・
香
教
組
か
ら
研
究

所
員
・
協
力
者
が
参
加
し
、
職
場
の
実
態
、

教
師
や
子
ど
も
の
実
態
調
査
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
一
九
八
二
年
に
「
香
川
の
教
師
」
、

八
五
年
に
「
香
川
の
中
学
・
高
校
生
」
、

九
三
年
に
「
今
、
香
川
の
中
学
・
高
校
生

は
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
新
し
い
人
事
管
理
制
度
の
導

入
」
や
「
香
川
県
学
習
状
況
調
査
」
な
ど

新
た
な
教
育
改
革
が
行
わ
れ
る
中
、
二
〇

〇
二
年
に
「
新
勤
評
の
問
題
点
」
、
〇
四

年
に
「
『
新
勤
務
評
定
』
と
『
指
導
力
不

足
等
教
員
の
認
定
シ
ス
テ
ム
』
」
、
〇
六

年
に
「
扶
桑
社
教
科
書
批
判
」
の
民
研
報

告
を
発
行
し
て
き
ま
し
た
。

毎
年
香
川
・
愛
媛
・
高
知
三
県
持
ち
回

り
で
四
国
民
研
（
交
流
会
）
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
〇
四
年
に
香
川
で
開
か
れ
た
四

国
民
研
（
香
川
民
研
二
十
五
周
年
）
に
は
、

東
京
の
民
主
教
育
研
究
所
所
員
の
参
加
が

あ
り
、
香
川
高
教
組
か
ら
も
多
く
の
参
加

が
あ
る
な
ど
運
動
が
大
き
く
発
展
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
村
瀬
裕
也
現
所
長
（
香

大
名
誉
教
授
）
が
教
育
基
本
法
改
悪
問
題

で
講
演
し
ま
し
た
。

〇
五
年
に
韓
国
で
大
量
解
雇
さ
れ
後
に

復
帰
し
た
教
師
崔
鐘
順
（
チ
ェ
ジ
ョ
ン
ス

ン
）
さ
ん
を
講
師
に
、
「
日
本
と
韓
国
を

考
え
る
」
集
会
、
〇
六
年
に
高
知
の
平
和

資
料
館
・
草
の
家
の
事
務
局
長
で
韓
国
の

青
年
金
英
丸
（
キ
ム
ヨ
ン
フ
ァ
ン
）
さ
ん

の
講
演
会
「
い
ま
、
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を

考
え
る
」
、
神
戸
女
学
院
大
学
石
川
康
宏

ゼ
ミ
の
女
子
大
生
に
よ
る
「
『
ナ
ヌ
ム
の

家
』
（
韓
国
）
訪
問
報
告
会
」
な
ど
、
多

彩
で
国
際
的
な
集
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

〇
五
年
度
に
出
さ
れ
た
香
川
県
教
育
計

画
、
改
悪
教
育
基
本
法
後
の
教
育
改
革
等

を
批
判
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今
後

香
川
の
民
主
教
育
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る

運
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
民
研
は

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ひ
ま
わ
り
学
校

一
九
六
八
年
の
夏
、
教
育
の
荒
廃
が
す

す
む
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
す
え

た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
す
父
母
・
労
働
者

の
願
い
に
応
え
て
大
川
郡
津
田
の
教
育
会

館
で
第
一
回
「
ひ
ま
わ
り
学
校
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
学
校
に
は
全
県
か
ら
組

合
員
の
実
践
家
や
多
く
の
父
母
が
参
加
し
、

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

以
来
、
三
九
年
間
、
香
教
組
は
次
の
三

点
を
基
本
に
す
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

①
民
主
教
育
を
進
め
、
子

ど
も
た
ち
の
全
面
発
達
を

め
ざ
し
、
自
主
・
自
立
の

力
を
つ
け
る
。

②
教
職
員
と
父
母
が
協
力

し
て
学
校
運
営
に
あ
た
り
、

連
帯
を
深
め
る
。

③
こ
の
学
校
で
教
師
の
力

量
を
高
め
、
学
ん
だ
こ
と

を
授
業
や
学
校
の
指
導
に

生
か
す
。

こ
の
「
ひ
ま
わ
り
学
校
」

は
大
川
か
ら
三
豊
ま
で
す

べ
て
の
郡
市
で
開
か
れ
、

そ
こ
で
培
っ
た
自
主
・
自
立
の
力
を
学
級

の
中
で
発
揮
す
る
子
ど
も
た
ち
も
目
立
ち

ま
し
た
。
教
師
た
ち
が
指
導
の
力
量
を
つ

け
、
自
分
の
学
級
の
指
導
や
授
業
に
役
立

て
た
だ
け
で
な
く
、
更
に
「
教
育
懇
談
会
」

に
発
展
し
、
こ
の
学
校
に
参
加
し
た
父
母

と
教
師
が
教
育
に
つ
い
て
話
し
合
え
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。

こ
の
実
践
は
生
活
指
導
の
実
践
家
た
ち

に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
全
国
各
地
に
広
が

り
、
花
開
き
ま
し
た
。

更
に
「
ひ
ま
わ

り
算
数
教
室
」
「
ひ
ま
わ
り
わ
ら
び
が
り
」

「
ひ
ま
わ
り
い
も
掘
り
」
「
ひ
ま
わ
り
遠

足
」
「
ひ
ま
わ
り
ス
キ
ー
」
な
ど
に
発
展

し
、
父
母
・
教
職
員
の
貴
重
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。

学
校
現
場
が
多
忙
化
し
、
教
職
員
も
分

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
も
格

差
社
会
の
広
が
り
の
中
で
連
帯
の
力
が
弱

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
困
難

な
状
況
の
中
で
も
「
ひ
ま
わ
り
学
校
」
は
、

い
く
つ
か
の
支
部
で
継
続
、
発
展
し
て
い

ま
す
。
教
師
の
力
量
を
高
め
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
・
自
立
を
育
て
る
場
で
あ
り
、

更
に
父
母
と
共
同
で
取
り
組
む
「
ひ
ま
わ

り
学
校
」
が
、
今
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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大川・木田「ひまわり学校」

元気いっぱい活動する「ひまわりっ子」たち

三豊「ひまわり学校」



四
教
組
合
同
教
研
か
ら

香
川
県
教
育
研
究
集
会

一
九
七
九
年
、
香
教
組
、
高
教
組
、
香

大
教
組
、
香
川
私
教
連
の
県
内
四
教
組
が

主
催
し
、
「
県
内
四
教
組
合
同
教
研
集
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
で
は
、
四
教
組
の
共
通
の
課

題
と
し
て
「
非
行
・
低
学
力
を
克
服
す
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
小
・
中
・

高
・
大
学
・
私
学
・
障
害
児
学
校
の
現
場

教
師
に
よ
る
実
践
報
告
、
そ
れ
を
も
と
に

活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
後
、
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
、
現

在
ま
で
、
香
教
組
か
ら
は
、
非
行
・
低
学

力
の
克
服
、
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
、

学
級
や
学
年
の
生
活
指
導
、
障
害
児
教
育

な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
優
れ
た
実
践
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
集
会
は
、
学
習
指
導
要
領
の

変
遷
や
教
育
改
革
に
伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
た

香
川
の
各
学
校
の
問
題
状
況
を
交
流
し
あ

い
、
教
育
研
究
・
教
育
実
践
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

二
七
回
目
を
迎
え
る
○
五
年
、
こ
れ
ま

で
の
四
教
組
合
同
教
研
を
発
展
さ
せ
、
父

母
、
県
民
に
も
開
か
れ
た
も
の
に
し
よ
う

と
、
講
師
に
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
を
迎
え
、

「
県
内
教
育
研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
二
０
０
名
を
越
え
る
教
職
員
や
父

母
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
海
老
名
さ
ん
は
、

東
京
大
空
襲
の
中
で
、
兄
弟
を
一
度
に
な

く
し
た
体
験
を
語
り
、
戦
争
の
お
ろ
か
さ
、

平
和
の
尊
さ
を
話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校

づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
参
加
、
父

母
共
同
の
学
校
づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と

の
必
要
性
な
ど
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

翌
○
六
年
、
米
倉
斉
加
年
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
第
一
回
「
香
川
県
教
育
研
究
集

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
三
五
〇
名
の
教

職
員
、
父
母
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。
米
倉

さ
ん
は
、
「
今
ふ
つ
う
に
生
き
る
〜
役
に

立
た
な
い
人
間
は
本
当
に
役
に
立
た
な
い

の
か
〜
」
で
講
演
。
自
身
の
芸
術
感
、
人

間
と
し
て
の
生
き
方
を
示
し
な
が
ら
、
憲

法
・
教
育
基
本
法
（
改
悪
前
）
の
価
値
を

話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
分
科
会
で
は
、
香
教
組
か

ら
は
「
授
業
づ
く
り
」
「
学
級
づ
く
り
」

「
教
育
条
件
・
教
育
制
度
」
「
障
害
児
教

育
・
不
登
校
・
ニ
ー
ト
問
題
」
に
レ
ポ
ー

タ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
分
科
会
と
も

報
告
を
も
と
に
、
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
を
ど
う
捉
え
る
か
、
学
級
・
学

校
の
主
人
公
と
し
て
い
く
か
、
そ
し
て
学

校
現
場
の
教
師
や
生
徒
の
苦
し
さ
な
ど
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
は
根
本
に
な
る
も

の
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
で

き
ま
し
た
。
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第１回「県内四教組合同教研」

第１回「香川県教育研究集会」での米倉斉加
年さんの講演

「県内教育研究集会」で講演する海老名
香葉子さん



香
教
組
の
支
部
再
編

二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
に
行
わ
れ
た

「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
、
香
川
県
は

五
市
三
八
町
か
ら
次
の
八
市
九
町
に
な
り

ま
し
た
。
（

）
内
は
旧
市
町
名
。

【
東
か
が
わ
市
】

（
引
田
町
、
白
鳥
町
、
大
内
町
、
大

川
町
）

【
さ
ぬ
き
市
】

（
寒
川
町
、
長
尾
町
、
津
田
町
、
志
度

町
）

【
高
松
市
】

（
旧
高
松
市
、
塩
江
町
、
香
南
町
、
香

川
町
、
牟
礼
町
、
庵
治
町
、
国
分
寺

町
）

【
坂
出
市
】

【
丸
亀
市
】

（
丸
亀
市
、
飯
山
町
、
綾

歌
町
）

【
善
通
寺
市
】

【
観
音
寺
市
】

（
観
音
寺
市
、
大
野
原
町
、

豊
浜
町
）

【
三
豊
市
】

（
高
瀬
町
、
仁
尾
町
、
詫

間
町
、
三
野
町
、
山
本

町
、
財
田
町
、
豊
中
町
）

【
小
豆
島
町
】

（
池
田
町
、
内
海
町
）

【
土
庄
町
】

【
三
木
町
】

【
直
島
町
】

【
宇
多
津
町
】

【
綾
川
町
】

（
綾
上
町
、
綾
南
町
）

【
多
度
津
町
】

【
琴
平
町
】

【
ま
ん
の
う
町
】

（
満
濃
町
、
仲
南
町
、
琴
南
町
）

香
教
組
は
〇
四
年
度
に
「
組
織
体
制
問

題
特
別
委
員
会
」
と
発
足
さ
せ
、
新
た
な

支
部
体
制
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね
、
〇
五

年
三
月
の
第
八
一
回
定
期
大
会
で
原
案
を

提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
各
支

部
で
一
年
間
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
〇
六
年
度
か
ら
そ
れ
ま
で

の
高
松
・
丸
亀
・
坂
出
・
小
豆
・
大
川
・

木
田
・
香
川
・
綾
歌
・
仲
多
度
・
三
豊
・
・

障
害
児
学
校
の
十
一
支
部
か
ら
、
次
の
八

支
部
の
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

・
高
松
支
部

高
松
市
・
三
木
町

・
丸
亀
支
部

丸
亀
市

・
坂
出
・
綾
歌
支
部

坂
出
市
・
宇
多
津
町
・
綾
川
町

・
小
豆
支
部

小
豆
島
町
・
土
庄
町

・
大
川
支
部

さ
ぬ
き
市
・
東
か
が
わ
市

・
仲
多
度
支
部

善
通
寺
市
・
琴
平
町
・
多
度
津
町
・

ま
ん
の
う
町

・
三
豊
支
部

観
音
寺
市
・
三
豊
市

・
障
害
児
学
校
支
部

木
田
支
部
、
香
川
支
部
は
高
松
支
部
と

統
合
さ
れ
、
綾
歌
支
部
は
坂
出
支
部
と
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
香
教
組
の
各
支
部
は
運
動
の
拠

点
と
な
る
教
育
会
館
を
も
っ
て
い
ま
し
た

が
、
土
地
の
所
有
の
関
係
な
ど
で
善
通
寺

教
育
会
館
、
木
田
教
育
会
館
、
香
川
教
育

会
館
、
綾
歌
教
育
会
館
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
三
豊
教
育
会

館
（
一
九
八
二
年
に
現
在
の
位
置
に
）
、

(

財)

津
田
教
育
会
館
（
大
川
教
育
会
館
）
、

小
豆
教
育
会
館
の
三
つ
で
す
。
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専
門
部
活
動

香
教
組
は
、
本
部
・
支
部
の
活
動
と
と

も
に
専
門
部
活
動
を
位
置
づ
け
、
運
動
を

す
す
め
て
き
ま
し
た
。

青
年
部
・
女
性
部
（
一
九
九
六
年
婦
人

部
か
ら
名
称
変
更
）
の
他
に
、
事
務
職
員

部
・
養
護
教
員
部
・
臨
時
教
職
員
対
策
部
・

寄
宿
舎
教
員
部
（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

〈

青
年
部

〉

青
年
教
職
員
の
要
求
実
現
に
向
け
た
運

動
を
す
す
め
、
教
職
員
の
力
量
を
高
め
る

た
め
に
、
「
ひ
ま
わ
り
学
校
指
導
者
講
習

会
」
「
教
育
講
座
」
な
ど
の
学
習
会
・
ス

キ
ー
な
ど
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
と
づ
く
対
県
教
委
交
渉
な
ど
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
時

教
職
員
問
題
に
も
力
を
入
れ
、
臨
時
教
職

員
対
策
部
と
と
も
に
運
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

〈

女
性
部

〉

女
性
教
職
員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た

め
に
、
香
教
組
結
成
と
と
も
に
専
門
部
活

動
と
し
て
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

母
親
大
会
や
国
際
女
性
デ
ー
実
行
委
員
会

に
も
代
表
を
送
り
、
香
川
の
女
性
運
動
の

中
核
と
し
て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
男
女
別
ト
イ
レ
・
休
憩
室
設
置
や
女

性
教
職
員
の
権
利
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
活
動
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
県
教
委
交
渉
、

女
性
教
職
員
の
権
利
一
覧
作
成
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
、
二
〇
〇
六
年
・
〇

七
年
度
と
教
職
員
の
勤
務
実
態
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
「
健
康
と
い
の

ち
」
を
大
切
に
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
香
川
高
教
組
と
と
も
に
、

秋
の
全
国
女
性
教
職
員
学
習
交
流
集
会
な

ど
に
多
数
で
参
加
し
、
交
流
や
共
同
の
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
ま
す
。

〈

事
務
職
員
部

〉

少
数
職
種
の
中
、
事
務
職
員
の
か
か
え

る
問
題
を
常
に
考
え
運
動
を
す
す
め
て
き

ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
の
給
与
事

務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
「
学
校
事
務
の
共

同
実
施
」
・
さ
ら
に
〇
四
年
度
の
共
同
実

施
の
強
化
に
伴
い
、
事
務
職
員
を
め
ぐ
る

状
況
は
大
き
く
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

事
務
職
員
部
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
れ
を
も
と
に
〇
四
年
三
月
に
は
じ
め
て

県
教
委
と
交
渉
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
な
成
果
で
す
。

〈

養
護
教
員
部

〉

養
護
教
員
部
は
、
養
護
教
員
の
複
数
配

置
や
増
員
、
不
登
校
生
と
の
増
加
の
中
で

教
育
相
談
活
動
の
中
核
に
位
置
す
る
養
護

教
員
の
重
要
性
を
訴
え
る
な
ど
運
動
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

〈

臨
時
教
職
員
対
策
部

〉

「
講
師
対
策
委
員
会
」
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
臨
時
教
職
員
の
待
遇
改

善
・
採
用
を
勝
ち
取
る
運
動
を
発
展
さ
せ

る
た
め
、
一
九
九
〇
年
全
教
臨
時
教
職
員

部
結
成
と
と
も
に
臨
時
教
職
員
対
策
部
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
、

「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
学
習
会
」
な
ど
採
用
試

験
の
勉
強
会
を
香
川
高
教
組
と
と
も
に
取

り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

〈

寄
宿
舎
教
員
部

〉

障
害
児
学
校
支
部
の
「
寮
母
」
は
、
支

部
結
成
当
時
か
ら
毎
年
全
国
寄
宿
舎
教
職

員
大
会
に
参
加
し
、
全
国
の
運
動
に
学
ん

で
き
ま
し
た
。
一
九
八
六
年
香
川
中
部
養

護
学
校
「
寮
母
」
の
勤
務
問
題
を
契
機
に

運
動
が
大
き
く
広
が
り
、
組
合
員
も
倍
増

し
ま
し
た
。
九
一
年
の
二
級
昇
格
実
現
、

〇
二
年
に
「
寄
宿
舎
指
導
員
」
へ
の
名
称

変
更
、
〇
三
年
の
男
性
指
導
員
採
用
（
現

在
六
名
）
な
ど
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
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女性部交渉のようす

青年部交渉のようす



教
育
基
本
法
改
悪

反
対
の
た
た
か
い

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
、
教
育
改

革
国
民
会
議
は
「
教
育
を
変
え
る
一
七
の

提
案
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
「
教
育
施

策
の
総
合
的
推
進
の
た
め
の
教
育
振
興
基

本
計
画
」
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

教
育
基
本
法
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
〇
三

年
三
月
二
〇
日
、
中
央
教
育
審
議
会
は

「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本

法
と
教
育
振
興
計
画
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

を
答
申
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
教
育

の
憲
法
で
あ
る
教
育
基
本
法
を
明
文
「
改

正
」
し
、
愛
国
心
を
押
し
つ
け
、
政
府
・

財
界
が
求
め
る
「
た
く
ま
し
い
日
本
人
」

の
育
成
を
は
か
る
も
の
で
し
た
。

香
教
組
は
中
央
教
育
審
議
会
や
文
部
科

学
大
臣
へ
の
意
見
ハ
ガ
キ
の
送
付
、
教
育

基
本
法
改
正
の
是
非
を
問
う
教
職
員
投
票

等
の
教
育
基
本
法
改
悪
反
対
の
運
動
に
と

り
く
み
ま
し
た
。
ま
た
、
〇
五
年
三
月
二

六
日
の
東
京
有
明
コ
ロ
シ
ア
ム
に
全
国
か

ら
一
万
人
の
教
職
員
が
集
ま
っ
た
「
子
ど

も
と
教
育
の
未
来
を
ひ
ら
く
３
・
２
６
全

国
大
集
会
」
な
ど
の
中
央
行
動
に
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
運
動
は
政
府
・
与
党
に
教
育

基
本
法
「
改
正
」
法
案
の
提
出
を
断
念
さ

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

政
府
・
与
党
は
〇
三
年
六
月
に
「
与
党
教

育
基
本
法
問
題
協
議
会
」
を
設
置
し
、
教

育
基
本
法
改
悪
案
の
骨
格
づ
く
り
に
と
り

く
み
ま
し
た
。
〇
六
年
四
月
一
三
日
に
与

党
教
育
基
本
法
問
題
協
議
会
の
最
終
報
告

に
合
意
し
、
政
府
に
対
し
教
育
基
本
法

「
改
正
」
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
小
泉
内

閣
は
四
月
二
八
日
「
教
育
基
本
法
改
悪
法

案
」
を
閣
議
決
定
し
、
第
一
六
四
通
常
国

会
に
提
出
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
教
育
基
本
法
改
悪
阻
止
の
大

運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
学
習
会
、
国
会

議
員
へ
の
ハ
ガ
キ
作
戦
、
街
頭
宣
伝
行
動
、

ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
、
新
聞
意
見
広
告
な
ど

多
彩
な
と
り
く
み
を
行
い
ま
し
た
。
中
央

行
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
国
民
の
運
動

と
世
論
の
力
の
前
に
教
育
基
本
法
改
悪
法

案
は
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。
続
く
第

一
六
五
臨
時
国
会
で
は
安
倍
晋
三
が
首
相

に
指
名
さ
れ
、
教
育
基
本
法
改
悪
法
案
の

成
立
を
最
優
先
課
題
と
し
て
成
立
に
全
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
香
教
組
は
運
動
を
強
め
、

一
〇
月
二
八
日
に
「
教
育
基
本
法
を
守
ろ

う

香
川
県
民
大
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
全
県
か
ら
の
参
加
者
約
五
〇
〇
名
、

集
ま
っ
た
カ
ン
パ
二
四
万
円
と
い
う
香
川

の
教
育
運
動
史
に
燦
然
と
輝
く
集
会
で
し

た
。
集
会
後
、
香
教
組
は
会
場
前
で
プ
ラ

ス
タ
ー
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

政
府
・
与
党
は
国
会
審
議
中
に
「
教
育

改
革
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
の
や
ら

せ
質
問
、
い
じ
め
自
殺
や
未
履
修
問
題
な

ど
多
く
の
課
題
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、

強
行
採
決
と
い
う
暴
挙
に
よ
っ
て
一
二
月

一
五
日
に
教
育
基
本
法
改
悪
法
案
を
成
立

さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
〇
七
年
六
月
二
〇

日
に
は
学
校
教
育
法
、
教
免
法
、
地
教
行

法
の
教
育
改
悪
三
法
案
も
強
行
成
立
さ
せ

ま
し
た
。
香
教
組
は
直
ち
に
抗
議
の
声
明

を
出
し
、
こ
れ
ら
法
案
の
具
体
化
を
許
さ

な
い
た
た
か
い
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。
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05年3・26集会

「教育基本法を守ろう香川県民大集会」
後のプラスター宣伝



教
育
再
生
会
議
と

学
テ
の
復
活

安
部
首
相
は
二
〇
〇
六
年
九
月
の
第
一

六
五
国
会
で
の
所
信
表
明
演
説
で
、
「
私

が
目
指
す
『
美
し
い
国
、
日
本
』
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
時
代
を
背
負
っ
て
立
つ

子
ど
も
や
若
者
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

教
育
の
目
的
は
、
志
あ
る
国
民
を
育
て
、

品
格
あ
る
国
家
、
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で

す
」
と
自
身
の
教
育
観
を
語
り
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
教
員
免
許
の
更
新
制
、
学

校
評
価
制
度
、
全
国
的
な
学
力
テ
ス
ト
の

実
施
、
学
校
選
択
制
、
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー

制
な
ど
を
提
唱
し
、
そ
れ
を
推
進
さ
せ
る

た
め
、
私
的
諮
問
会
議
の
「
教
育
再
生
会

議
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

「
教
育
再
生
会
議
」
は
二
〇
〇
七
年
一

月
二
四
日
に
第
一
次
報
告
を
出
し
ま
し
た
。

「
社
会
総
が
か
り
で
教
育
再
生
を
」
と
う

た
う
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
現
場
の

努
力
を
顧
み
な
い
、
子
ど
も
や
教
師
に
対

し
て
排
除
と
脅
し
の
論
理
に
立
っ
て
い
る
、

そ
し
て
ま
と
も
な
教
育
論
議
を
行
っ
た
形

跡
が
見
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
中
教
審

は
こ
の
提
言
を
わ
ず
か
一
ヶ
月
で
審
議
し
、

政
府
・
与
党
は
学
校
教
育
法
、
教
免
法
、

地
教
行
法
の
改
悪
三
法
案
を
提
出
し
成
立

を
強
行
し
ま
し
た
。

六
月
一
日
に
出
さ
れ
た
第
二
次
報
告
は
。

第
一
次
報
告
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
学

力
と
規
範
意
識
を
高
め
る
と
し
な
が
ら
学

校
に
競
争
原
理
を
持
ち
込
み
、
国
家
統
制

を
強
め
る
内
容
で
、
改
悪
教
育
基
本
法
の

具
体
化
を
ね
ら
う
も
の
で
し
た
。

〇
七
年
四
月
二
四
日
、
四
三
年
ぶ
り
に

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
学
テ
で
香
川
は
日

本
一
を
競
い
「
汗
の
香
川
」
と
評
さ
れ
ま

し
た
。
ゆ
き
す
ぎ
た
の
管
理
と
競
争
の
教

育
が
推
し
進
め
ら
れ
た
苦
い
経
験
が
あ
り

ま
す
。

今
回
の
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

は
小
学
校
六
年
生
で
国
語
と
算
数
、
中
学

校
三
年
生
で
国
語
と
数
学
の
学
力
調
査
と

学
習
状
況
調
査
（
個
人
や
家
庭
の
状
況
に

つ
い
て
の
調
査
）
で
し
た
。

全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
は
小
学
校
が
ベ

ネ
ッ
セ
、
中
学
校
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
民

間
企
業
に
丸
投
げ
さ
れ
、
個
人
情
報
保
護

の
上
で
の
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
状
況
調
査
で
は
事
前
調
査
問

題
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
ん
だ
内
容

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

香
教
組
は
各
市
町
教
委
に
全
国
学
テ
を
実

施
し
な
い
こ
と
、
氏
名
を
記
入
し
な
い
こ

と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

文
科
省
は
学
習
状
況
調
査
で
指
摘
さ
れ

た
内
容
を
変
更
し
、
小
学
校
で
は
紆
余
曲

折
が
あ
っ
た
も
の
の
「
氏
名
・
個
人
番
号

対
照
方
式
」
に
よ
り
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
も
よ
い
と
し
ま
し
た
。
香
川
県
で
は
個

人
番
号
対
照
方
式
を
採
用
し
た
学
校
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
学
テ
は
県
の
学
習
状
況
調
査
と

重
な
っ
た
こ
と
で
現
場
で
は
批
判
の
声
が

高
ま
り
ま
し
た
。
県
教
委
は
〇
八
年
度
の

学
習
状
況
調
査
の
実
施
方
法
を
検
討
す
る

と
回
答
し
ま
し
た
が
、
学
習
状
況
調
査
自

体
を
実
施
さ
せ
な
い
と
と
も
に
全
国
学
テ

の
結
果
の
公
表
な
ど
で
、
ゆ
き
す
ぎ
た
競

争
と
管
理
の
過
去
の
悪
夢
を
再
来
さ
せ
な

い
よ
う
と
り
く
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
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第１次報告 ７つの提言

１ 「ゆとり教育」を見直し、学力を向上する

２ 学校を再生し、安心して学べる規律ある学校にする

３ すべての子供に規範を教え、社会人としての基本を

徹底する

４ あらゆる手だてを総動員し、魅力的で尊敬できる先

生を育てる

５ 保護者や地域の信頼に応える学校にする

６ 教育委員会も在り方そのものを根本的に問い直す

７ 「社会総がかり」で子供の教育にあたる

第２次報告 ４つの対応

１ 学力向上を目指し授業時数１０％増

を図る

２ 徳育の充実（教科化）

３ 良き教師を確保する、メリハリのあ

る教員給与体系の実現

４ 国際化を通じた大学・大学院改革

大学の九月入学の大幅促進

競争的資金の拡充と効率的な配分



少
人
数
学
級
実
現
の

運
動

文
部
省
（
当
時
）
は
、
二
〇
〇
一
年
度

か
ら
「
基
本
三
教
科
で
小
（
こ
）
人
数
授

業
を
行
う
」
た
め
に
小
中
学
校
教
員
を
五

年
間
で
二
二
、
五
〇
〇
人
配
置
す
る
こ
と

を
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
香
教
組
は
、
「
定
数
改
善

を
さ
せ
た
こ
と
は
、
三
〇
〇
〇
万
署
名
な

ど
運
動
の
一
定
の
成
果
で
あ
る
。
し
か
し
、

三
〇
人
学
級
を
求
め
る
世
論
を
無
視
し
、

四
〇
人
学
級
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
や
り

方
は
、
公
教
育
に
対
す
る
教
育
行
政
の
責

任
が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
」
な
ど
の

見
解
を
発
表
し
ま
し
た
。

〇
一
年
四
月
、
県
教
委
は
「
香
川
型
教

育
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

四
〇
人
学
級
は
そ
の
ま
ま
で
、
「
少
人
数

授
業
」
と
小
学
校
低
学
年
に
「
複
数
担
任

制
」
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
文
科
省
の
言

う
「
き
め
細
や
か
な
指
導
」
を
推
進
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
県
教
委
発
表
で
は
、

〇
一
年
度
「
少
人
数
授
業
」
は
、
小
学
校

の
約
七
三
％
、
中
学
校
の
約
八
三
％
で
実

施
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
三
六
三
名
の
教
員

が
加
配
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
複
数
担
任

制
」
は
、
一
四
校
の
一
八
学
級
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

香
教
組
は
「
香
川
型
教
育
」
の
実
態
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
研
集
会
な
ど

を
通
し
て
、
そ
の
問
題
点
を
分
析
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
六
日
の
「
明

る
い
民
主
県
政
を
き
ず
く
香
川
県
連
絡
会

議
」
の
対
県
交
渉
や
、
同
月
二
十
一
日
の

県
教
委
交
渉
な
ど
で
「
香
川
型
教
育
の
改

善
」
と
、
三
〇
人
学
級
の
実
現
を
要
求
し

ま
し
た
。

〇
二
年
度
、
〇
三
年
度
と
「
少
人
数
授

業
」
や
「
複
数
担
任
」
の
加
配
教
員
は
増

加
し
ま
し
た
が
、
現
場
で
は
、
様
々
な
矛

盾
が
現
れ
ま
し
た
。
香
教
組
は
、
現
場
か

ら
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
を
示
し
て
県
教
委

や
教
育
事
務
所
と
の
折
衝
を
続
け
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
以
下
の
こ
と
が
ら
で
す
。

①
「
少
人
数
授
業
担
当
者
」
が
、
週
二

十
五
時
間
の
授
業
時
数
を
持
た
さ
れ
て
い

る
。②

習
熟
度
別
編
成
が
押
し
つ
け
ら
れ
て

い
る
。

③
「
複
数
担
任
」
の
教
員
加
配
が
遅
れ

て
い
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
木
田
郡
（
当
時
）
の

牟
礼
北
小
学
校
で
分
会
の
奮
闘
も
あ
り
、

父
母
が
直
接
県
教
委
に
か
け
合
い
、
講
師

配
置
を
約
束
さ
せ
る
と
い
う
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に
香
教
組
は
、
「
全
国
三

〇
〇
〇
万
署
名
運
動
」
に
取
り
組
み
、
国

の
責
任
で
早
期
に
三
〇
人
学
級
を
実
現
す

る
よ
う
奮
闘
を
続
け
ま
し
た
。

〇
三
年
度
、
宇
多
津
町
が
町
独
自
に
教

員
加
配
を
行
い
、
「
少
人
数
学
級
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
翌
年
度
以
降
は
詫
間
町
、

高
瀬
町
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

県
教
委
は
、
〇
四
年
度
に
突
然
、
「
複

数
担
任
」
の
二
人
目
に
一
日
六
時
間
、
週

三
〇
時
間
の
「
非
常
勤
講
師
」
を
配
置
し

ま
し
た
。
香
教
組
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
県

教
委
に
説
明
を
求
め
、
問
題
点
を
指
摘
し

て
、
正
規
教
員
の
配
置
を
要
求
し
ま
し
た
。

〇
五
年
度
、
全
国
で
は
東
京
と
香
川
だ

け
が
、
「
少
人
数
学
級
」
未
実
施
の
都
県

と
し
て
残
り
ま
し
た
。
香
教
組
は
、
こ
の

こ
と
を
大
い
に
宣
伝
し
、
県
教
委
に
「
少

人
数
学
級
」
の
実
施
を
強
く
迫
り
ま
し
た
。

〇
六
年
度
、
県
教
委
は
「
一
学
年
一
〇

六
人
以
上
の
中
学
校
で
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
指
導
が
必
要
な
場
合
に
限
り
」
と
い

う
条
件
付
で
、
三
五
人
学
級
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
八
中
学
校
の
八
学
年
が

対
象
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
四
六
番
目

の
実
施
で
し
た
。
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県
独
自
給
与
カ
ッ
ト

と
の
た
た
か
い

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
日
、
香
川
県
教

委
は
県
の
財
政
事
情
と
県
一
般
行
政
職
の

高
給
与
水
準
を
理
由
に
、
二
％
（
管
理
職

三
％
）
の
独
自
給
与
カ
ッ
ト
を
提
案
し
ま

し
た
。

香
川
県
は
、
新
県
庁
舎
の
建
設
や
サ
ン

ポ
ー
ト
高
松
事
業
な
ど
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。
県
財
政
の
悪
化
の
原
因
は
こ
の
よ

う
な
大
型
公
共
事
業
に
あ
り
、
教
職
員
の

人
件
費
に
な
い
こ
と
は
明
白
で
し
た
。
香

教
組
は
こ
の
給
与
カ
ッ
ト
案
の
不
当
性
を

教
職
員
を
は
じ
め
県
民
に
も
訴
え
、
運
動

を
す
す
め
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
八
日
、
香
教
組

は
香
川
高
教
組
と
合
同
で
県
教
委
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
年
の
瀬
も
お
し
せ
ま
っ
た

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
交
渉
に
は

両
教
組
か
ら
総
勢
一
二
八
名
が
参
加
し
、

「
大
型
公
共
事
業
の
ツ
ケ
を
県
民
と
教
職

員
に
押
し
つ
け
る
な
」
と
不
当
な
給
与
カ
ッ

ト
案
の
撤
回
を
教
育
長
に
要
求
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
香
川
県
教
委
は
〇
四
年
一
〇

月
一
四
日
、
「
財
政
再
建
方
策
の
概
要
」

を
示
し
、
三
年
連
続
（
〇
五
年
〜
〇
七
年
）

の
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
教
職
員
へ
の
新
た
な
給
与
削
減
攻

撃
で
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

香
教
組
は
香
川
高
教
組
と
と
も
に
見
解

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
〇
四
年
一
月
二

五
日
に
は
「
香
川
県
財
政
再
建
方
策
に
関

す
る
要
求
書
」
を
提
出
し
、
県
教
委
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。
交
渉
に
は
一
四
〇
名
を

こ
す
組
合
員
が
結
集
し
、
独
自
給
与
カ
ッ

ト
提
案
の
白
紙
撤
回
を
強
く
要
求
し
ま
し

た
。こ

の
交
渉
で
は
教
育
長
に
「
教
職
員
に

県
財
政
の
危
機
を
招
い
た
責
任
は
な
い
」

と
回
答
さ
せ
る
と
と
も
に
、
県
教
委
に
当

初
の
提
案
を
一
定
譲
歩
さ
せ
、
〇
五
年
度

は
五
％
（
二
級
十
号
以
上
）
の
給
与
カ
ッ

ト
は
許
し
た
も
の
の
、
管
理
職
以
外
へ
の

ボ
ー
ナ
ス
へ
の
カ
ッ
ト
率
適
用
を
実
施
さ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
若
年
層
と
臨

時
教
職
員
へ
の
カ
ッ
ト
率
を
五
％
よ
り
低

く
抑
え
さ
せ
ま
し
た
。

香
教
組
と
香
川
高
教
組
は
、
そ
の
後
も

県
教
委
交
渉
を
続
け
ま
し
た
。

〇
六
年
一
月
一
八
日
の
交
渉
に
は
二
〇

〇
名
に
上
る
組
合
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
〇
六
年
度
は
カ
ッ
ト
率
を
一

％
引
き
下
げ
、
管
理
職
以
外
の
ボ
ー
ナ
ス

へ
の
適
用
も
見
送
ら
せ
ま
し
た
。

〇
七
年
二
月
八
日
の
交
渉
に
は
一
七
〇

名
の
組
合
員
が
参
加
し
、
県
教
委
に
「
来

年
度
以
降
給
与
カ
ッ
ト
が
な
い
よ
う
に
県

当
局
に
強
く
申
し
入
れ
た
い
」
と
回
答
さ

せ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
〇
七
年
度
は
前
年
度
に
続

き
、
カ
ッ
ト
率
を
さ
ら
に
一
％
引
き
下
げ

さ
せ
、
管
理
職
以
外
の
ボ
ー
ナ
ス
へ
の
カ
ッ

ト
率
不
適
用
を
守
り
抜
く
と
い
う
成
果
を

残
し
ま
し
た
。

県
独
自
給
与
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
香
川

県
の
教
職
員
給
与
の
水
準
は
全
国
低
位
に

落
ち
こ
み
ま
し
た
が
、
全
教
に
結
集
す
る

香
教
組
と
香
川
高
教
組
こ
そ
が
、
香
川
の

教
職
員
の
生
活
の
守
り
手
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
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200名の組合員が参加した2006年1月18日の交渉



給
与
構
造
改
革

二
〇
〇
二
年
、
当
時
の
小
泉
内
閣
は

「
骨
太
方
針
」
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
に

お
け
る
公
務
員
給
与
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
と
早
急
な
具
体
的
措
置
を
と
り
ま

と
め
る
よ
う
人
事
院
に
く
り
か
え
し
求
め

ま
し
た
。
人
事
院
は
〇
三
年
の
勧
告
で

「
給
与
構
造
の
基
本
的
見
直
し
」
に
取
り

組
む
こ
と
を
宣
言
。
〇
四
年
一
月
四
日
に

は
、
労
働
組
合
と
の
交
渉
・
協
議
を
進
め

て
い
く
上
で
の
「
素
案
」
を
提
示
し
ま
し

た
。

こ
の
「
素
案
」
を
も
と
に
、
人
事
院
は

二
〇
〇
四
年
五
月
十
八
日
、
「
給
与
構
造

の
基
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
（
措
置
案
）
」

を
提
示
し
ま
し
た
。

こ
の
給
与
構
造
改
革
は
、
五
十
年
ぶ
り

と
言
わ
れ
、
公
務
員
給
与
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
大
改
悪
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
は

①

国
家
公
務
員
の
基
本
給
を
全
国
一

律
で
は
な
く
、
民
間
賃
金
の
一
番
低
い
北

海
道
・
東
北
地
域
に
あ
わ
せ
て
五
％
一
律

に
引
き
下
げ
る
。
（
一
部
東
京
な
ど
民
間

賃
金
の
高
い
地
域
に
は
、
「
地
域
手
当
」

を
支
給
し
積
み
増
す
。
）

②

昇
給
カ
ー
ブ
を
フ
ラ
ッ
ト
化
さ
せ
、

一
定
の
年
齢
ま
で
は
昇
給
す
る
も
の
の
、

中
高
年
層
の
大
幅
な
賃
金
水
準
の
引
き
下

げ
を
実
施
す
る
。

③
「
職
務
・
職
責
に
応
じ
た
賃
金
決
定
」

を
行
い
、
教
員
の
場
合
、
圧
倒
的
多
数
の

教
諭
（
二
級
）
の
賃
金
水
準
を
今
以
上
に

引
き
下
げ
る
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。

香
教
組
は
、
全
教
に
結
集
す
る
全
国
の

仲
間
と
と
も
に
運
動
を
行
い
、
中
央
行
動

へ
参
加
、
国
会
へ
も
何
度
と
な
く
要
請
訪

問
に
出
か
け
ま
し
た
。

当
時
の
小
泉
首
相
は
、
安
易
に
公
務
員

の
業
務
と
定
数
の
削
減
を
打
ち
出
し
ま
し

た
が
、
日
本
の
公
務
員
は
人
口
一
〇
〇
〇

人
当
た
り
三
五
．
一
人
で
、
先
進
諸
国
中

最
も
少
な
い
状
態
で
し
た
。
し
か
も
国
が

給
与
を
支
払
う
国
家
公
務
員
六
五
万
人
余

り
の
う
ち
、
四
割
は
自
衛
官
が
占
め
、
国

民
生
活
に
密
着
し
た
公
務
員
の
多
く
の
業

務
は
常
に
人
手
不
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

香
川
で
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
動
き
と
連
動
し
、
東
京
・
大
阪
等
で

教
諭
の
ご
く
一
部
だ
け
を
「
主
幹
」
職

（
特
二
級
）
に
任
用
し
、
教
諭
と
教
頭
の

中
間
に
職
を
も
う
け
る
新
た
な
賃
金
体
系

を
作
り
出
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
実
際
は
「
主
幹
」
の
賃
金
水
準
が
当

時
の
教
諭
の
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

当
時
す
で
に
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
化
の
外
に

給
与
水
準
が
到
達
し
て
い
た
教

諭
は
、
現
給
保
障
こ
そ
さ
れ
ま

し
た
が
、
実
施
当
時
四
七
歳
だ
っ

た
教
諭
は
、
十
三
年
間
退
職
ま

で
昇
給
し
な
い
と
い
う
事
態
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
教
諭
の
賃
金
水

準
は
、
昇
給
カ
ー
ブ
の
フ
ラ
ッ

ト
化
に
よ
り
最
高
で
四
二
万
円
、

教
頭
で
四
五
万
円
、
校
長
で
も

四
九
万
円
と
、
新
し
く
教
諭
に

な
る
人
の
給
与
は
低
く
押
さ
え

こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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昇給号給数

　　勤務成績が極めて良好である職員 Ａ ８号給（55歳以上は、４号給）

　　勤務成績が特に良好である職員 Ｂ ６号給（55歳以上は、３号給）
（標準） 　　勤務成績が良好である職員 Ｃ ４号給（55歳以上は、２号給）

　　勤務成績がやや良好でない職員 Ｄ ２号給（55歳以上は、１号給）

　　勤務成績が良好でない職員 Ｅ ０号給（55歳以上は、０号給）

上位区分

下位区分

昇給区分

成績区分 当初提示の成績率 2007年12月

　　勤務成績が特に優秀な職員 　０．８６（月分） ０．９５５（月分）

　　勤務成績が優秀な職員 　０．７８５（月分） ０．８５（月分）

（標準） 　　勤務成績が良好な職員 　０．７１（月分） ０．７４５（月分）

下位区分 　　勤務成績が良好でない職員 　０．７１（月分）未満 ０．７４５（月分）未満

上位区分

新
た
な
賃
金
攻
撃
と

の
た
た
か
い

県
教
委
は
、
教
員
の
給
与
に
つ
い
て
、

人
事
委
員
会
の
「
昇
給
や
勤
勉
手
当
に
関

し
、
勤
務
実
績
を
よ
り
反
映
し
う
る
給
与

制
度
」
と
す
る
旨
の
勧
告
等
を
踏
ま
え
、

査
定
昇
給
の
適
用
、
勤
勉
手
当
へ
の
実
勢

反
映
の
拡
大
を
導
入
し
ま
し
た
。

査
定
昇
給
は
二
〇
〇
七
年
一
月
昇
給
期

か
ら
制
度
導
入
さ
れ
、
〇
八
年
一
月
昇
給

期
以
降
に
つ
い
て
、
昇
給
の
区
分
を
五
段

階
と
し
て
、
昇
給
日
（
一
月
一
日
）
前
一

年
間
に
お
け
る
勤
務
成
績
の
市
町
教
育
委

員
会
の
証
明
を
得
て
、
県
教
育
委
員
会
で

総
合
的
に
評
価
し
て
よ
り
勤
務
実
績
を
反

映
し
た
運
用
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
勤
勉
手
当
へ
の
実
績
反
映
の
拡

大
は
、
香
教
組
や
校
長
会
も
反
対
す
る
中
、

〇
七
年
一
二
月
支
給
か
ら
、
そ
れ
ま
で
一

律
０
・
７
２
５
月
分
で
あ
っ
た
成
績
率
に

「
特
に
優
秀
」
「
優
秀
」
の
区
分
が
設
け

ら
れ
、
差
別
支
給
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
〇
％
の
人
の
支
給
額
を
減
ら

し
、
そ
れ
を
原
資
に
上
位
区
分
者
に
振
り

分
け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
基
準
日

（
六
月
一
日
と
一
二
月
一
日
）
以
前
六
月

に
お
け
る
勤
務
成
績
の
市
町
教
育
委
員
会

の
証
明
を
得
て
、
査
定
昇
給
と
同
じ
よ
う

に
県
教
委
が
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
な

お
、
〇
七
年
の
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
り

同
年
一
二
月
の
勤
勉
手
当
が
〇
・
〇
五
月

増
え
た
分
も
、
当
初
提
示
よ
り
成
績
率
の

差
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
〇
八
年
度
か
ら

は
国
家
公
務
員
の
準
じ
て
標
準
が
〇
・
七

二
と
な
り
ま
す
。

香
教
組
は
「
成
績
主
義
は
管
理
職
と
教

職
員
、
さ
ら
に
は
教
職
員
同
士
を
分
断
す

る
も
の
で
、
教
育
の
営
み
に
は
な
じ
ま
な

い
、
学
校
現
場
を
混
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
」
と
し
て
、
一
貫
し
て
成
績
主
義
賃
金

に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

勤
勉
手
当
の
支
給
当
日
、
各
個
人
に
成

績
率
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
現
場
で

は
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
不

満
や
不
安
の
声
が
渦
巻
き
ま
し
た
。
校
長

に
よ
っ
て
不
当
に
下
位
区
分
に
認
定
さ
れ

た
事
例
も
起
き
ま
し
た
。
香
教
組
は
勤
勉

手
当
の
差
別
支
給
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
通
し
て
、
実
態
や
問
題
点
を
整
理

し
、
県
教
委
に
対
し
て
制
度
の
撤
回
を
求

め
る
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
川
県
は
〇
五
年
か
ら
三
年
間

独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
「
県
財
政
の
未
曾
有
の
危
機
的
状
況
」

と
し
て
、
「
新
た
な
財
政
再
建
方
策
（
た

た
き
台
）
」
を
〇
七
年
九
月
に
提
示
し
ま

し
た
。
給
与
に
つ
い
て
は
〇
八
年
度
か
ら

三
年
間
、
一
般
教
員
三
％
（
〇
七
年
度
と

同
じ
率
）
の
給
与
カ
ッ
ト
を
継
続
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
香
教
組
は
香
川
高
教
組

と
合
同
で
県
教
委
交
渉
を
行
い
、
現
場
の

声
を
届
け
ま
し
た
が
、
県
当
局
は
給
与
カ
ッ

ト
の
継
続
提
案
を
撤
回
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
県
人
事
委
員
会
も

「
誠
に
遺
憾
で
あ
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

職
場
の
教
職
員
の
声
を
集
め
、
今
後
と
も

賃
金
改
善
の
運
動
を
強
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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「
新
勤
評
」
に
反
対
す
る

た
た
か
い

二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
日
、
県
教
委
は

東
京
に
次
ぎ
全
国
二
番
目
の
早
さ
で
「
新

し
い
勤
務
評
定
」
（
新
勤
評
）
の
施
行
実

施
を
強
行
し
ま
し
た
。
従
来
の
勤
評
制
度

と
は
次
の
四
点
で
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

①
評
定
者
に
教
頭
が
加
わ
り
、
一
次
評

定
を
教
頭
が
、
二
次
評
定
を
校
長
が
行
う
。

②
評
定
要
素
を
意
欲
・
行
動
特
性
、
能

力
、
実
績
の
三
点
に
整
理
。
細
か
な
項
目

ご
と
に
「
五
段
階
評
定
」
す
る
と
と
も
に
、

評
定
要
素
・
項
目
以
外
に
つ
い
て
マ
イ
ナ

ス
10
点
か
ら
プ
ラ
ス
10
点
の
範
囲
で
点
数

を
加
減
し
、
最
終
的
に
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
に
総

合
評
定
す
る
。

③
評
定
結
果
を
人
事
配
置
、
昇
給
、
昇

任
等
に
活
用
す
る
。

④
管
理
職
か
ら
「
目
標
管
理
制
度
」
を

導
入
し
、
制
度
が
定
着
し
た
段
階
で
職
員

に
も
適
用
す
る
。

こ
の
「
新
勤
評
」
は
民
間
で
相
次
ぎ
実

施
さ
れ
て
い
る
「
成
果
主
義
賃
金
」
そ
の

も
の
で
あ
り
、
教
育
に
一
番
求
め
ら
れ
る

職
場
の
協
力
・
共
同
を
く
ず
す
も
の
で
す
。

香
教
組
は
香
川
高
教
組
と
共
催
で
「
差

別
賃
金
・
新
勤
評
学
習
会
」
を
開
き
「
新

勤
評
」
の
ね
ら
い
や
問
題
点
を
学
習
す
る

と
と
も
に
、
パ
ン
フ
「
こ
こ
が
ヘ
ン
だ
よ

新
勤
評
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

施
行
目
前
の
一
一
月
二
六
日
に
は
、
香

川
高
教
組
と
共
同
し
て
「
教
職
員
団
体
と

の
合
意
な
し
に
実
施
し
な
い
こ
と
」
を
県

教
委
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

県
教
委
は
「
勤
務
評
定
は
『
管
理
運
営
事

項
』
で
あ
り
交
渉
は
で
き
な
い
」
と
の
態

度
に
終
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
香
教
組
・
香
川
高
教
組
は
「
新

勤
評
」
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
県

下
教
職
員
総
数
の
約
20
％
に
あ
た
る
一
九

一
五
名
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
新
勤
評
導
入
反
対
」
が
65
・
６

％
に
達
し
ま
し
た
。

ま
た
、
〇
二
年
九
月
に
は
中
尾
委
員
長

（
当
時
）
と
平
尾
書
記
長
（
当
時
）
が
全

教
要
請
団
の
一
員
と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
ユ

ネ
ス
コ
を
訪
問
し
、
「
香
川
で
強
行
さ
れ

た
『
新
勤
評
』
が
、
一
九
六
六
年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・

ユ
ネ
ス
コ
『
教
員
の
地
位
に
関
す
る
勧
告
』

に
反
す
る
と
申
し
立
て
ま
し
た
。

そ
の
後
、
〇
四
年
に
は
井
上
書
記
長

（
当
時
）
も
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
を
訪
問

し
ま
し
た
。

〇
七
年
一
月
か
ら
は
、
勤
務
成
績
に
よ

り
昇
給
に
差
を
つ
け
る
「
査
定
昇
給
」
が

実
施
さ
れ
、
同
年
一
二
月
か
ら
は
ボ
ー
ナ

ス
の
差
別
支
給
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

「
新
勤
評
」
を
軸
に
し
た
「
成
果
主
義
賃

金
」
の
強
化
は
職
場
に
暗
い
影
を
落
と
し

て
い
ま
す
が
、
〇
三
年
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ

ネ
ス
コ
共
同
専
門
家
委
員
会
が
全
教
や
香

教
組
の
申
し
立
て
を
認
定
し
、
「
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｒ
Ｔ
報
告
」
を
出
し
ま
し
た
。

〇
七
年
度
に
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
調

査
団
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、
同
調
査
団
が
香
川
県
入
り
す
る
こ
と

も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
全
教
や
香
教
組
の
運
動
は

国
際
機
関
も
動
か
す
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

「
成
果
主
義
賃
金
」
を
は
ね
返
す
今
後
の

展
望
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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「
指
導
力
不
足
教
員
」

の
不
当
な
認
定
を
許
さ

な
い
た
た
か
い

県
教
委
は
二
〇
〇
一
年
六
月
に
「
教
員

の
人
事
管
理
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
「
新
勤
評
」
と
並
び

教
職
員
へ
の
管
理
・
統
制
を
強
め
る
「
指

導
力
不
足
教
員
」
の
認
定
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

香
教
組
は
毎
回
こ
の
検
討
委
員
会
の
傍

聴
に
入
り
、
そ
の
問
題
点
な
ど
を
職
場
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
「
指
導
力
不
足
教

員
の
レ
ッ
テ
ル
貼
り
で
な
く
、
学
校
全
体

の
指
導
力
を
高
め
る
教
育
条
件
整
備
を
」

と
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
最
終
報
告
を
受
け
、
県

教
委
は
〇
二
年
一
一
月
、
本
格
的
な
認
定

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
香
教

組
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
管
理
職
が
十
分
に

周
知
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
「
恣
意
的
な

運
用
は
許
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
県
教
委
に

確
認
し
て
き
ま
し
た
。

〇
三
年
二
月
二
四
日
、
二
四
名
の
教
員

が
最
初
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
き
わ
め
て
不
当
な
認
定
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
香
教
組
は

不
当
認
定
を
受
け
た
教
員
の
訴
え
を
て
い

ね
い
に
聴
き
取
り
、
校
長
や
市
教
委
、
県

教
委
と
の
折
衝
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
の
と
り
く
み
を
通
し
て
、
香
川
の
認

定
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
①
実
質
的
に
認
定

を
行
う
「
指
導
力
等
向
上
審
査
会
」
が
完

全
非
公
開
で
あ
る
こ
と
。
②
学
校
長
が
地

教
委
に
提
出
す
る
「
指
導
力
不
足
等
教
員

な
ど
に
関
す
る
報
告
書
」
が
本
人
に
開
示

さ
れ
ず
、
具
体
的
反
論
が
不
可
能
な
こ
と
。

③
審
査
対
象
教
員
が
「
指
導
力
向
上
審
査

会
」
で
直
接
意
見
を
陳
述
す
る
機
会
が
与

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
で
し
た
。

香
教
組
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
ま
と
め
、

〇
三
年
三
月
一
九
日
に
県
教
委
に
申
し
入

れ
を
行
う
と
と
も
に
、
「
香
川
教
育
」
速

報
で
も
不
当
な
認
定
の
実
態
を
知
ら
せ
ま

し
た
。
〇
四
年
一
月
に
は
「
不
当
な
認
定

を
さ
せ
な
い
た
め
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
香
教
組
は
情
報
公
開
の
取
り
組

み
を
通
し
て
、
二
四
名
の
教
員
の
認
定
を

審
査
し
た
「
指
導
力
等
向
上
審
査
会
」
の

審
査
時
間
が
一
人
当
た
り
平
均
17
・
５
分

し
か
な
く
、
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
当
初
「
非
公

開
」
と
さ
れ
た
「
指
導
力
等
向
上
審
査
会
」

の
委
員
一
覧
も
〇
四
年
一
一
月
一
七
日
に

全
面
開
示
さ
せ
ま
し
た
。

一
方
、
〇
三
年
五
月
二
四
日
の
香
教
組

第
二
八
三
回
中
央
委
員
会
は
、
不
当
認
定

を
受
け
た
教
員
の
人
事
委
員
会
提
訴
の
と

り
く
み
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
決
定

し
ま
し
た
。
人
事
委
員
会
は
〇
三
年
八
月

二
一
日
、
「
地
公
法
に
規
定
す
る
不
服
申

立
て
の
で
き
る
要
件
を
欠
く
不
適
法
な
も

の
」
と
い
う
理
由
で
こ
の
教
員
の
提
訴
を

不
当
に
も
却
下
し
ま
し
た
が
、
県
教
委
は

同
年
八
月
一
九
日
に
こ
の
教
員
の
認
定
を

解
除
し
ま
し
た
。

香
教
組
は
こ
の
間
、
香
川
の
不
当
な
認

定
の
実
態
を
全
国
に
も
発
信
し
、
〇
三
年

七
月
二
六
日
に
は
全
教
常
任
弁
護
団
の
牛

久
保
秀
樹
弁
護
士
を
講
師
に
学
習
会
「
Ｉ

Ｌ
Ｏ
・
ユ
ネ
ス
コ
勧
告
と
指
導
力
不
足
等

教
員
問
題
」
を
開
き
、
「
指
導
力
不
足
教

員
の
不
当
な
認
定
を
許
さ
な
い
会
」
を
結

成
し
ま
し
た
。

〇
七
年
三
月
現
在
、
香
川
で
は
の
べ
四

六
名
の
教
員
が
認
定
さ
れ
、
一
三
名
が
退

職
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
不
当
な
認
定

を

許

さ

な

い

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま
す
。
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「
日
の
丸
・
君
が
代
」

と
「
内
心
の
自
由
」
を

考
え
る
会

一
九
九
九
年
八
月
、
自
民
・
自
由
・
公

明
党
お
よ
び
民
主
党
の
一
部
の
賛
成
で

「
国
旗
・
国
歌
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

「
国
旗
・
国
歌
の
法
制
化
で
義
務
づ
け
な

ど
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
し
た
小
渕
首
相
（
当
時
）
の
国
会
答
弁

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
東
京
都
な

ど
で
は
卒
業
式
で
の
国
旗
・
国
歌
の
取
り

扱
い
が
強
制
さ
れ
、
起
立
し
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
を
理
由
に
多
く
の
教
職
員
へ
の
処

分
も
強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
法
の
成
立
を
受
け
、
香
川
の
折
原
守

教
育
長
（
当
時
）
は
「
教
育
現
場
に
対
す

る
管
理
が
強
く
な
る
こ
と
は
な
い
」
、

「
子
ど
も
た
ち
に
無
理
や
り
歌
わ
せ
る
こ

と
も
な
い
」
と
記
者
会
見
し
ま
し
た
。
香

教
組
は
九
月
九
日
に
要
求
書
を
提
出
し
、

県
教
委
が
国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て
現
場
へ

の
管
理
強
化
を
し
な
い
こ
と
を
要
求
し
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
山
口
寮
弌
高
松
市
教
育
長

（
当
時
）
は
、
九
月
一
六
日
の
市
議
会
本

会
議
で
国
歌
（
君
が
代
）
を
「
教
師
と
児

童
・
生
徒
に
は
歌
わ
な
い
自
由
は
な
い
」

と
答
弁
し
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

香
教
組
は
直
ち
に
、
憲
法
を
無
視
し
県

教
育
長
の
見
解
を
も
逸
脱
し
た
こ
の
答
弁

に
対
す
る
声
明
を
出
し
、
二
一
日
に
は
山

口
教
育
長
に
発
言
の
撤
回
を
求
め
る
申
し

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の

「
指
導
と
は
強
制
で
な
く
、
指
導
さ
れ
る

側
の
納
得
で
成
り
立
つ
」
と
い
う
道
理
あ

る
要
請
に
も
関
わ
ら
ず
、
山
口
教
育
長
は

「
は
じ
め
か
ら
歌
わ
な
い
自
由
も
あ
る
と

い
う
の
で
は
指
導
で
き
な
い
」
「
強
制
は

し
て
い
な
い
」
と
い
う
矛
盾
し
た
発
言
を

繰
り
返
し
、
発
言
を
撤
回
し
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

の
後
、
県
内
の
民
主
団
体
な
ど
が
山

口
教
育
長
へ
の
抗
議
を
行
う
中
、
香
教
組

が
中
心
と
な
り
、
県
内
二
三
の
団
体
で
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
、
一
〇
月
一
七
日
に

「
『
日
の
丸
・
君
が
代
』
と
『
内
心
の
自

由
』
を
考
え
る
緊
急
市
民
集
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
当
日
は
右
翼
の
妨
害
も
あ
り
ま

し
た
が
、
総
勢
一
一
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
集
会
で
は
重
哲
朗
弁
護
士
が
講
演
し
、

「
山
口
教
育
長
の
発
言
が
憲
法
に
違
反
し

て
い
る
こ
と
に
は
、
ど
の
法
律
家
も
異
論

を
差
し
挟
ま
な
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
、
憲
法
二
六
条
が
児
童
・
生
徒
と
教

師
の
教
育
の
自
由
を
認
め
て
お
り
、
児
童
・

生
徒
に
教
師
が
歌
わ
な
い
自
由
が
あ
る
こ

と
を
告
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
単
な
る
歌
う
か
ど
う
か

の
問
題
で
は
な
く
、
国
家
が
国
に
従
う
人

間
を
つ
く
る
動
き
だ
」
「
国
旗
・
国
歌
を

と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
持
ち
出
す
こ
と
に
批
判

の
目
を
向
け
る
べ
き
だ
」
な
ど
の
発
言
が

あ
り
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
県
教

委
を
は
じ
め
高
松
市
教
委
、
高
松
市
立
の

各
学
校
、
高
松
市
議
会
議
員
、
高
松
市
長

に
送
付
し
ま
し
た
。

こ
の
集
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
香
教

組
が
事
務
局
を
務
め
、
「
『
日
の
丸
・
君

が
代
』
と
『
内
心
の
自
由
』
を
考
え
る
県

民
連
絡
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
県

民
連
絡
会
は
、
そ
の
後
、
「
天
皇
在
位
十

年
」
や
小
渕
首
相
の
内
閣
・
自
民
党
合
同

葬
儀
な
ど
で
政
府
が
国
旗
や
弔
旗
掲
揚
を

学
校
現
場
に
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
「
強
制
し
な
い
よ
う
」
県
教

委
な
ど
へ
の
申
し
入
れ
活
動
を
続
け
ま
し

た
。
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「
新
し
い
歴
史
教
科
書
」

を
採
択
さ
せ
な
い
運
動

二
〇
〇
一
年
四
月
、
文
科
省
は
「
新
し

い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
の
中
学
校

歴
史
・
公
民
教
科
書
（
扶
桑
社
）
の
検
定

を
合
格
と
し
ま
し
た
。
同
年
八
月
、
東
京

都
・
愛
媛
県
教
委
は
、
一
部
の
障
害
児
学

校
で
こ
の
教
科
書
を
使
用
す
る
採
択
を
行

い
ま
し
た
。

香
川
県
で
も
、
愛
媛
県
に
続
い
て
教
科

書
採
択
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
、
「
香
川
の
教
育
を
よ
く
す
る
県
民

会
議
」
が
中
心
に
採
択
反
対
の
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
特
に
、
採
択
を
決
め
る
県

教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
八
月
一
四
日

に
は
、
県
教
委
前
で
猛
暑
の
中
、
集
会
を

開
き
、
反
対
の
声
を
大
き
く
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
香
川
県
で
は
扶
桑
社
の
教
科

書
は
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
時
、
全
国
的
に
は
東
京
都
・
愛
媛

県
以
外
の
公
立
学
校
で
の
採
択
は
な
く
、

八
つ
の
私
立
中
学
校
の
採
択
の
み
（
採
択

率
〇
・
〇
三
九
％
）
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

〇
五
年
度
、
再
度
「
新
し
い
歴
史
・
公

民
教
科
書
」
が
作
成
さ
れ
、
文
科
省
は
検

定
合
格
と
し
ま
し
た
。
東
京
都
や
愛
媛
県

に
続
い
て
、
栃
木
県
大
田
原
市
、
東
京
都

杉
並
区
、
滋
賀
県
な
ど
で
採
択
が
強
行
さ

れ
ま
し
た
。

香
川
県
で
は
、
四
年
前
と
同
じ
よ
う
に

香
教
組
や
「
香
川
の
教
育
を
よ
く
す
る
県

民
会
議
」
を
中
心
に
運
動
を
展
開
し
、
今

回
も
採
択
さ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

五
月
に
「
教
科
書
問
題
学
習
会
」
を
開

催
し
、
県
歴
史
教
育
者
協
議
会
会
長
石
井

雍
大
氏
が
、
「
マ
ス
コ
ミ
へ
の
政
治
介
入

と
新
版
新
し
い
歴
史
教
科
書
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
二
三
日
か
ら
二
七
日
に
か
け
て
、

「
香
川
の
教
育
を
よ
く
す
る
県
民
会
議
」

は
、
東
か
が
わ
市
か
ら
観
音
寺
市
ま
で
の

七
市
教
委
と
県
教
委
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
会

へ
、
①

侵
略
戦
争
を
美
化
し
、
史
実
を

ゆ
が
め
る
よ
う
な
教
科
書
を
採
択
し
な
い

こ
と
。
②

採
択
の
過
程
や
そ
の
資
料
を

す
べ
て
公
開
し
、
採
択
に
あ
た
っ
て
民
主

的
な
運
営
に
心
が
け
る
こ
と
。
③

県
民

か
ら
の
選
定
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、

広
く
県
民
・
教
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
人
選
す
る
こ
と
の
三
点
を
要
請
し

ま
し
た
。

同
じ
議
員
が
県
議
会
で
度
重
な
っ
て
、

特
定
の
教
科
書
の
名
を
あ
げ
て
質
問
し
て

い
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
七
月
二
五
日
香

川
県
議
会
に
、
「
教
育
委
員
会
の
圧
力
に

な
り
、
教
科
書
採
択
が
『
市
町
教
委
の
権

限
と
責
任
に
お
い
て
、
適
切
に
採
択
さ
れ

る
』
こ
と
が
困
難
に
な
る
」
と
抗
議
・
要

請
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
①

県
議
会
が

不
当
な
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。
②
教
育
委
員
会
が
憲
法
・

教
育
基
本
法
を
守
り
、
主
体
的
に
公
平
公

正
な
採
択
が
で
き
る
環
境
を
保
障
す
る
こ

と
の
二
点
で
し
た
。
県
議
会
事
務
局
長
が

対
応
し
、
「
不
当
な
圧
力
が
か
か
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
環
境
整
備
に
努
め
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

県
教
委
は
、
八
月
三
一
日
に
臨
時
教
育

委
員
会
を
開
催
し
、
県
立
中
学
校
・
県
立

障
害
児
教
育
諸
学
校
で
〇
六
年
度
に
使
用

す
る
中
学
校
教
科
書
を
採
択
し
、
そ
の
結

果
を
記
者
発
表
し
ま
し
た
。
扶
桑
社
の
教

科
書
は
採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
扶
桑

社
の
教
科
書
に
つ
い
て
の
意
見
で
は
、

「
歴
史
教
科
書
」
は
、
「
歴
史
の
人
物
を

多
く
取
り
上
げ
物
語
性
が
高
い
記
述
が
さ

れ
て
い
る
。
現
在
話
題
と
な
っ
て
い
る
よ

う
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
違
和

感
は
感
じ
な
い
が
、
あ
る
程
度
基
礎
知
識

が
あ
る
人
が
読
む
内
容
で
あ
り
、
中
学
生

に
は
少
し
難
解
で
あ
る
」
と
発
表
し
、

「
公
民
教
科
書
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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香
川
の
臨
時
教
職
員
運
動

香
川
の
臨
時
教
職
員
運
動
（
以
下
臨
教

運
動
）
の
発
祥
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
の
臨
時
教
職
員
は
、

サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
集
ま
り
、
採
用
試

験
に
む
け
た
学
習
会
を
独
自
で
開
催
し
て

い
ま
し
た
。
一
九
八
五
年
、
香
川
で
初
め

て
の
全
国
臨
時
教
職
員
学
習
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
次
々
と
サ
ー
ク

ル
の
中
心
メ
ン
バ
ー
が
採
用
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
教
員
採
用

数
が
激
減
し
、
長
期
に
臨
時
教
職
員
と
し

て
勤
め
て
も
採
用
さ
れ
な
い
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。

香
教
組
は
、
臨
教
運
動
の
前
進
に
む
け

て
、
香
川
県
公
文
書
公
開
条
例
（
一
九
九

九
年
十
一
月
二
五
日
制
定
）
に
基
づ
き
、

県
教
委
に
「
二
〇
〇
〇
年
度
、
教
員
採
用

試
験
問
題
と
配
点
採
点
基
準
」
の
公
開
請

求
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
九
八
年
に

高
知
、
九
九
年
に
愛
媛
が
、
公
立
学
校
教

員
採
用
選
考
試
験
問
題
お
よ
び
配
点
・
採

用
基
準
を
全
面
公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、

一
気
に
情
報
公
開
へ
の
動
き
が
加
速
。
県

教
委
と
香
教
組
は
、
こ
の
問
題
を
情
報
公

開
で
争
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

七
月
三
日
に
県
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
で
、

折
原
教
育
長
（
当
時
）
が
「
〇
一
年
度
の

試
験
か
ら
筆
記
問
題
の
一
部
を
公
開
す
る
」

と
表
明
。
あ
わ
せ
て
、
〇
一
年
度
の
試
験

か
ら
、
希
望
者
に
は
不
合
格
者
を
対
象
に

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
段
階
で
口
頭
の
開
示
請

求
も
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
二
年
三
月
二
六
日
香
川
県
公
文

書
公
開
審
査
会
は
、
県
教
委
に
情
報
を
公

開
す
る
よ
う
答
申
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
県
教
委
は
「
二
〇
〇
〇
年
度
採
用

試
験
の
全
問
題
並
び
に
配
点
採
点
基
準
」

を
公
開
。
こ
の
後
、
採
用
試
験
の
全
て
の

問
題
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
公
開
に
よ
り
「
作
文
試
験
の
評
価

に
つ
い
て
」
と
い
う
文
書
の
中
に
「
作
文

試
験
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
」
と
し
て
「
思
想

的
に
問
題
は
な
い
か
」
と
い
う
項
目
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

県
教
委
は
、
〇
三
年
度
採
用
試
験
（
〇

二
年
実

施
）
に

は
、
こ

の
点
で

問
題
化

さ
れ
る

こ
と
を

防
ぐ
た
め
か
「
こ
こ
で
い
う
『
思
想
』
と

は
、
実
施
要
求
の
出
願
資
格
に
明
記
し
て

い
る
学
校
教
育
法
第
九
条
第
四
号
及
び
地

方
公
務
員
法
第
一
六
条
第
五
号
に
規
定
す

る
欠
格
条
項
に
関
わ
る
『
思
想
』
で
あ
る
」

と
注
釈
を
つ
け
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
憲
法
違
反
の
こ
の
問
題
を

追
及
。
〇
四
年
度
採
用
試
験
（
〇
三
年
実

施
）
か
ら
こ
の
内
容
は
、
突
然
姿
を
消
し

ま
し
た
。

〇
四
年
八
月
、
香
川
で
再
び
全
国
臨
時

教
職
員
学
習
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
香
教
組
は
こ
の
開
催
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。

香
川
の
臨
時
教
員
制
度
は
、
〇
四
年
度

か
ら
産
育
休
代
替
制
度
が
三
年
に
引
き
延

ば
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
一
年

と
さ
れ
て
い
た
講
師
期
間
を
、
三
年
に
延

長
、
採
用
試
験
後
に
産
育
休
代
替
の
講
師

試
験
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
現
在
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
香
川
型

教
育
に
複
数
担
任
制
が
導
入
さ
れ
、
そ
の

後
、
〇
四
年
度
か
ら
は
義
務
制
で
非
常
勤

講
師
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
臨
時

教
員
の
数
は
、
つ
い
に
県
内
五
〇
〇
名
を

突
破
し
ま
し
た
。

現
在
、
香
教
組
は
、
臨
時
教
職
員
対
策

部
を
充
実
さ
せ
、
高
教
組
青
年
部
と
協
力

し
な
が
ら
、
採
用
試
験
（
一
次
）
に
む
け

た
学
習
会
を
年
間
二
回
、
二
次
試
験
に
む

け
た
学
習
会
を
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
こ
の
学
習
会
に
は
、
二
〇
〇

名
近
く
の
臨
時
教
職
員
が
集
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
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学
校
統
廃
合
に
反
対

す
る
た
た
か
い

二
〇
〇
三
年
八
月
二
〇
日
、
高
松
市
小

中
学
校
適
正
配
置
等
審
議
会
は
、
市
内
中

心
部
の
児
童
生
徒
数
が
著
し
く
減
少
し
て

い
る
こ
と
や
校
舎
の
老
朽
化
も
進
み
改
築

を
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を

理
由
に
、
市
内
の
小
中
学
校
の
統
廃
合
を

提
言
す
る
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

「
学
校
が
中
心
部
か
ら
消
え
れ
ば
、
子
育

て
最
中
の
家
族
は
ま
す
ま
す
中
心
部
に
住

ま
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
都
市
か
ら
住
民

が
消
え
、
家
族
が
消
え
、
仕
事
場
ば
か
り

残
っ
た
街
は
本
当
に
健
全
な
の
か
ど
う
か
。

こ
れ
は
教
育
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
」
と

八
月
二
〇
日
付
「
四
国
新
聞
」
は
、
コ
ラ

ム
で
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
九
月
に
入
っ

て
行
わ
れ
た
高
松
市
教
委
に
よ
る
説
明
会

で
も
父
母
・
地
域
住
民
か
ら
反
対
意
見
が

続
出
し
ま
し
た
。

審
議
会
が
ま
と
め
た
中
間
報
告
に
は
、

次
の
点
で
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

①
審
議

会
が
示
し

た
小
中
学

校
の
適
正

規

模

は

「
四
〇
人

学
級
」
を

前
提
と
し

て
お
り
、

国
際
基
準

か
ら
み
て

大
き
す
ぎ

る
こ
と
。

③
「
小
学
校
四
㎞
以
内
、
中
学
校
六
㎞

以
内
」
と
し
て
い
る
通
学
距
離
で
は
児
童

生
徒
の
安
全
が
確
保
さ
れ
な
い
こ
と
。

④
耐
震
性
・
老
朽
化
の
問
題
と
学
校
統

廃
合
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

香
教
組
高
松
支
部
は
九
月
五
日
に
こ
れ

ら
の
問
題
点
を
ま
と
め
、
高
松
市
教
委
に

「
住
民
と
の
合
意
な
し
に
拙
速
な
統
廃
合

を
推
進
し
な
い
こ
と
」
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ
た
学

校
の
保
護
者
を
中
心
に
「
統
廃
合
反
対
」

の
運
動
が
す
す
み
ま
し
た
。
四
番
丁
Ｐ
Ｔ

Ａ
は
「
校
舎
改
築
や
校
区
見
直
し
を
十
分

検
討
せ
ず
、
統
合
を
打
ち
出
し
た
の
は
市

の
厳
し
い
財
政
事
情
が
要
因
」
と
指
摘
す

る
意
見
書
を
提
出
し
、
署
名
運
動
も
と
り

く
み
ま
し
た
。
日
新
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
「
日
新

小
を
守
る
集
会
」
を
開
き
、
統
廃
合
反
対

の
運
動
強
化
と
継
続
を
決
定
し
ま
し
た
。

一
一
月
二
二
日
に
は
「
香
川
の
教
育
を

よ
く
す
る
県
民
会
議
」
が
「
学
校
統
廃
合

を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
開
き
、
三
輪
定
宣

日
本
教
師
教
育
学
会
会
長(

当
時)

が
「
世

界
的
に
は
学
校
規
模
は
百
人
台
が
平
均
な

の
に
日
本
は
三
〇
〇
人
台
と
い
う
現
状
で

あ
り
、
統
廃
合
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
」

と
訴
え
、
運
動
へ
の
確
信
と
展
望
を
与
え

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
運
動
の
も
り
上
が
り
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
高
松
市
は
強
引
な
学
校
統

廃
合
を
す
す
め
ま
し
た
。
特
に
、
松
島
・

築
地
・
新
塩
屋
町
小
学
校
と
光
洋
・
城
内

中
学
校
を
統
合
し
た
新
設
統
合
第
一
小
・

中
学
校
（
仮
称
）
県
内
初
め
て
の
「
小
中

一
貫
校
」
と
な
り
、
そ
の
あ
り
方
が
真
に

子
ど
も
や
教
育
の
た
め
に
な
る
の
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

仲
南
町
や
旧
小
豆
郡
で
も
学
校
統
廃
合

が
行
わ
れ
、
香
教
組
の
支
部
も
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。

〇
七
年
四
月
に
は
、
さ
ぬ
き
市
も
大
規

模
な
学
校
統
廃
合
計
画
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
教
委
は
小
・
中
学
校
の
耐

震
性
を
高
め
る
た
め
に
財
政
補
助
の
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
同
時
に
学
校
統

廃
合
へ
の
支
援
策
も
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

一
方
的
な
統
廃
合
の
強
行
を
許
さ
な
い

た
め
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
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申し入れる高松支部（右）と対応する市教委（左）

講演する三輪定宣日本教師
教育学会会長(当時)



障
害
児
教
育

障
害
児
学
校
支
部
は
香
教
組
結
成
当
初

よ
り
障
害
児
教
育
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
小
野
輝
子
教
諭
の
不
当
転
任

撤
回
運
動
（
一
九
七
三
年
）
・
障
害
児
の

発
達
実
践
講
座
（
八
一
年
）
を
父
母
・
保

育
士
・
保
健
師
ら
と
実
行
委
員
会
を
作
り

定
期
的
に
開
き
ま
し
た
。
ま
た
、
高
教
組

障
害
児
教
育
部
特
別
委
員
会
と
と
も
に
八

八
年
か
ら
県
教
委
交
渉
を
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
高
等
部
の
訪
問
教
育

実
現
・
香
川
医
大
に
院
内
学
級
設
置
（
九

七
年
）
・
善
通
寺
・
高
松
養
護
学
校
に
看

護
師
配
置
（
〇
四
年
）
を
実
現
さ
せ
ま
し

た
。〇

一
年
、
文
科
省
は
財
政
難
を
理
由
に
、

「
特
殊
教
育
の
在
り
方
」
を
検
討
し
始
め
、

名
称
も
「
特
殊
教
育
」
か
ら
〇
四
年
に

「
特
別
支
援
教
育
」
に
変
え
ま
し
た
。
障

害
児
教
育
関
係
者
の
な
か
で
は
教
育
内
容

の
具
体
性
を
欠
く
報
告
に
障
害
児
教
育
が

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
や

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
叫
ば
れ
ま
し
た
。
障

害
児
学
校
支
部
も
同
様
で
、
〇
四
年
に

「
ど
う
な
る
？
障
害
児
教
育
〜
特
別
支
援

教
育
（
講
師
：
青
木
道
忠
先
生
）
」
の
学

習
会
を
開
催
し
、
同
年
六
・
八
・
九
・
十

月
に
は
保
護
者
と
共
に
「
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
」
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
「
転
換
で
は
な
く
、
発
展
を
！

後
退
で
は
な
く
、
前
進
を
！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
「
障
害
児
の
豊
か
な
発
達
保
障
を

め
ざ
す
会
」
を
立
ち
上
げ
、
署
名
活
動
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、

そ
の
都
度
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
た
り
文
科

省
や
県
教
育
委
員
会
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
送
っ
た
り
し
ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
」
で
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
の
一
つ
に
障
害
種
別
を
拡
大
し
、

Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
を
対

象
と
し
た
こ
と
、
二
つ
目
は
一
人
ひ
と
り

の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
生
活
や
学

習
の
困
難
の
改
善
と
克
服
の
支
援
を
行
う

（
個
別
の
指
導
計
画
・
個
別
の
教
育
支
援

計
画
の
作
成
）
こ
と
で
す
。
そ
の
結
果
、

香
川
で
も
通
常
学
級
に
閉
め
る
障
害
児
の

割
合

は
五

〜
六
％
で
、

通
常

学
級

の
中
で
個
々

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
教
育
や
学
級
運
営
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
施
策
と
し
て
各

障
害
児
学
校
の
教
員
が
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
に
指
名
さ
れ
、
巡
回
相

談
・
連
携
訪
問
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
小
・
中
・
高
等
学
校
の
一
部
に
は

テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
ム
チ
ィ
ン
グ
や
介
助
員

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
県
的
に
は

人
的
加
配
や
施
設
設
備
の
充
足
は
な
く
障

害
児
学
校
や
通
常
学
級
の
教
員
の
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
学
校
に

は
通
級
指
導
教
室
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
Ｌ
Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
児

な
ど
の
障
害
特
性
に
応
じ
た
教
育
の
保
障

や
教
員
の
配
置
が
な
い
な
ど
対
応
が
大
変

不
十
分
で
す
。

さ
ら
に
、
〇
六
年
六
月
の
学
校
教
育
法

の
一
部
改
正
で
盲
・
聾
・
養
護
学
校
の
区

分
を
な
く
し
、
複
数
の
障
害
種
別
に
対
応

し
た
「
特
別
支
援
学
校
」
の
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
長
年
各
障
害

児
学
校
で
培
わ
れ
て
き
た
教
育
レ
ベ
ル
が

低
下
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
科
省
や
県
教
委
は
保
護
者
や

教
育
関
係
者
が
指
摘
す
る
疑
問
な
ど
に
応

え
ず
、
多
く
の
問
題
や
課
題
を
抱
え
て

「
特
別
支
援
教
育
」
は
〇
七
年
四
月
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
県
教
委
が
ま
と
め
た

「
か
が
わ
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」

に
も
「
課
題
や
努
力
す
る
」
の
言
葉
の
羅

列
で
具
体
的
な
施
策
は
皆
無
で
す
。

今
、
香
川
の
障
害
児
教
育
は
ま
だ
、
校

名
が
変
更
さ
れ
ず
、
固
定
式
学
級
も
残
っ

て
い
ま
す
が
、
「
特
別
支
援
学
校
」
の
セ

ン
タ
ー
化
は
が
押
し
進
め
ら
れ
、
教
職
員

不
足
や
多
忙
化
・
施
設
設
備
の
不
備
等
の

問
題
も
多
く
出
て
い
ま
す
。
香
教
組
は

「
め
ざ
す
会
」
と
力
を
合
わ
せ
て
障
害
児

の
発
達
を
保
障
す
る
た
め
に
多
く
の
教
職

員
や
保
護
者
、
障
害
児
を
取
り
巻
く
人
々

と
連
携
し
、
活
動
や
運
動
を
強
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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熱心に議論する組合員



香
教
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

香
教
組
は
こ
れ
ま
で
「
香
川
教
育
」
を

月
三
回
発
行
し
、
情
宣
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
広
く
父
母
、

県
民
に
も
情
報
発
信
を
し
よ
う
と
、
一
九

九
九
年
五
月
八
日
に
「
香
教
組
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」(

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
j
i
.
o
r
.
j
p
/
h
o
m
e
/

k
a
k
y
o
s
o
/
h
o
m
e
p
a
g
e
/
)

を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
毎
回
の

「
香
川
教
育
」
を
は
じ
め
、

香
教
組
が
出
し
た
ア
ピ
ー

ル
や
見
解
、
香
教
組
の
あ

ゆ
み
、
全
教
共
済
の
紹
介

な
ど
を
載
せ
て
お
り
、
ア

ク
セ
ス
件
数
は
〇
七
年
七

月
末
現
在
で
約
五
万
件
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
香
教
組
に

学
校
統
廃
合
問
題
な
ど
で

県
外
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
り
、
香
教
組
の
行

事
に
参
加
し
た
教
職
員
も

い
る
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
香
教
組
三
豊
支
部
も
〇
三
年
六

月
に
「
三
豊
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」(

h
t
t

p
:
/
/
w
w
w
.
n
i
j
i
.
o
r
.
j
p
/
h
o
m
e
/
k
a
z
u
o
-
t
/

m
i
t
o
y
o
s
i
b
u
1
.
h
t
m
)

を
開
き
、
月
一
回
発

行
し
て
い
る
「
三
豊
教
育
」
な
ど
を
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。

〇
五
年
度
か
ら
「
香
川
教
育
」
の
発
行

が
月
二
回(

一
五
日
と
三
〇
日)

に
な
り
ま

し
た
が
、
情
宣
活
動
を
弱

め
な
い
た
め
に
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な
る
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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年度 権　　利　　の　　内　　容

・リフレッシュ休暇の新設

・育児休業手当金の新設（共済より給与の25％）

・介護休暇の新設（期間3ヶ月）

・ボランティア休暇の新設

・産、育休の代替講師との引継ぎ期間後1日実現（教員のみ）

1997 ・妊婦者の体育代替、「寮母」の宿泊免除実現

1998 ・妊婦の健康診断が職免から特別休暇に

1999 ・3年以上勤務者の人事面談が全県で実施

・育休者にも勤務実績に応じてボーナス支給

・育児休業、介護休暇手当金の改善（共済より給与の40％）

・妊婦者の体育代替の改善（7学級以下の小学校）

・人間ドックの再検が年休から職免に

・女性検診に「乳ガン・子宮ガン」検査が追加（県立学校のみ）

・介護休暇後の忌引代替の実現

・「寮母」の名称が「寄宿舎指導員」に

・小学校（12学級以上）の生徒指導主事、中学校（6学級以上）の進路指導主事に特殊勤務手当支給

・宿泊施設利用補助5，000円、リフレッシュ旅行補助10，000円、出産見舞金15，000円の増額

・人間ドック、1日検診、器官別検診の精密検査が職免に

・臨時的任用職員の初任給の上限引き上げ

・育児休業の対象年齢引き上げ（1歳未満→3歳未満、1歳以上は無給）

・部分休業の期間延長（1歳未満→3歳未満、1日2時間で勤務しない時間の給与減額

・介護休暇の期間延長（3ヶ月→6ヶ月、4ヶ月目からは無給）

・育児時間（特別休暇）の対象年齢引き上げ（1歳未満→2歳未満、1日60分）

・子どもの看護休暇の新設（年間5日間で1日単位、小学校入学前まで）

・公務使用の自家用車の損害は県が修繕費を負担（県立学校から一部の一部の市町教委も実施）

・高松～草壁港の高速艇利用の通勤手当が支給（高速艇の利用回数×490円）

・選択型福利厚生事業の実施（会員や家族の芸術文化・スポーツ・レジャーなどに1万円の補助

・「県内宿泊補助」制度（県内宿泊利用に1，500円の補助）、人間ドックの受診枠の増加（245人の枠拡大）

・夏季特別休暇の延長（3日→5日）

・子どもの看護休暇の拡充（年間5日間で半日単位、中学校入学前まで＝03年1月1日施行）

2004 ・育児時間の延長（2歳未満→3歳未満）

・配偶者出産休暇（年3日）が時間単位でも取得可能

・男性職員の育児参加のための特別休暇新設（年5日）

・介護休暇の突発的取得が可能に

・忌引休暇の取得日数増加（配偶者の父母について、職員または配偶者が喪主となる場合は7日に）

・学校看護師が配置（高松養護、善通寺養護）

・全ての県立中学、高校にスクールカウンセラーを配置

・小豆島への行き帰りに教職員の港での駐車料金支出

・40歳以上の女性教職員の乳ガン検診に隔年でマンモグラフィを導入

・6ヶ月の通勤定期購入時に互助会から無利子で融資が可能

・教員採用試験実施要項に初任給月額、諸手当を明示

・県独自カットの1％縮減

・臨時教職員の任用にあたって雇用条件を書面で交付

・中学校8校8学年で35人学級の実施

・人間ドックの定員増（340人増で計4，100人に）

・県独自カットの1％縮減

・中学校での35人学級12学校12学年に

2006

2007

1995

1996

2000

・「子の看護休暇」が「看護休暇」に名称変更。対象を拡大し取得要件を緩和（中学入学前の子どもに加えて父母・配偶

者まで拡大。中学入学前の子の予防接種や法定検診も可）。さらに、対象がすべての子ども、配偶者の父母まで広がる
（7月15日実施）

2001

2002

2003

2005

賃
金
・
生
活
・
権
利

を
守
る
た
め
に

香
教
組
は
、
粘
り
強
い
運
動
に
よ
っ
て

教
職
員
の
様
々
な
権
利
を
勝
ち
取
っ
て
き

ま
し
た
。
（
表
参
照
）

宿
日
直
廃
止
や
退
職
勧
奨
年
齢
差
別
の

撤
廃
・
産
休
制
度
の
確
立
な
ど
全
国
の
仲

間
と
と
も
に
、
長
い
年
月
を
か
け
て
要
求

実
現
の
た
め
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

年
休
の
権
利
は
今
で
は
全
く
当
た
り
前

の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
組
合
の
先
輩
た

ち
の
固
い
団
結
と
要
求
実
現
の
活
動
の
積

み
重
ね
に
よ
る
財
産
で
す
。

ま
た
、
産
休
も
制
度
発
足
時
は
産
前
産

後
六
週
間
で
し
た
が
、
そ
の
後
徐
々
に
改

善
さ
れ
、
今
で
は
産
前
産
後
八
週
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
家
庭
生
活
と
仕
事

の
両
立
に
つ
な
が
る
看
護
休
暇
制
度
も
充

実
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
権
利

は
要
求
と
運
動
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も

の
で
す
。

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
も
あ
り
、
病
気
休

暇
の
日
数
が
90
日
に
半
減
さ
れ
る
と
い
う

教
職
員
の
権
利
に
対
す
る
攻
撃
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
香
教
組
は
こ
れ
ら
先
輩
が

築
い
た
財
産
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
運
動

に
全
力
で
と
り
く
み
ま
す
。
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権利の向上求めて



女
性
教
職
員
の
権
利
を

守
り
、
発
展
さ
せ
る
運
動

戦
後
一
九
四
七
年
に
教
職
員
組
合
の
専

門
部
と
し
て
立
ち
上
げ
た
婦
人
部
は
女
性

部
と
し
て
立
ち
上
げ
た
婦
人
部
は
女
性
の

生
活
と
権
利
を
守
り
発
展
さ
せ
て
き
ま
し

た
が
、
よ
り
広
範
な
女
性
教
職
員
の
要
求

に
応
え
る
た
め
に
一
九
九
六
年
五
月
の
婦

人
部
総
会
で
女
性
部
と
名
称
変
更
し
ま
し

た
。今

や
、
教
職
員
の
過
半
数
を
女
性
が
占

め
て
い
ま
す
。

女
性
部
は
学
校
の
中
で
も
重
要
な
役
割

を
担
う
女
性
教
職
員
の
地
位
向
上
や
権
利

獲
得
の
た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。
県

下
の
教
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
り
、
女
性
部
通
信
「
と
き
め
き
」
を
定

期
的
に
発
行
、
情
宣
活
動
も
活
発
に
な
り

ま
し
た
。

香
川
県
の
女
性
教
職
員
の
平
均
年
齢
が

高
く
な
り
、
育
児
や
子
育
て
か
ら
介
護
が

必
要
な
家
庭
を
持
つ
年
齢
層
が
増
加
し
、

要
求
も
幅
広
く
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

介
護
休
暇
は
介
護
を
必
要
と
す
る
一
の

状
態
ご
と
に
二
週
間
以
上
六
ヶ
月
以
内
の

連
続
す
る
期
間
取
得
で
き
、
三
ヶ
月
間
は

共
済
か
ら
四
〇
％
の
取
得
保
障
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
介
護
休
暇
中
に
対
象
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
は
代
替
が
そ
の
期
間
継

続
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
七
月
か
ら
子
育
て
支
援
の

た
め
に
、
看
護
休
暇
も
五
日
間
取
得
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
対
象
が
中
学
就
学
前

ま
で
の
子
ど
も
に
加
え
て
、
父
母
配
偶
者
、

配
偶
者
の
父
母
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
の
要
求
で
あ
っ
た
子
ど
も

の
予
防
接
種
、
健
康
診
断
の
付
き
添
い
も

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
男
性
職
員
の
取
得

も
可
能
で
す
が
実
態
は
女
性
に
負
担
が
大

き
い
で
す
。

今
後
も
対
象
家
族
の
一
人
に
つ
き
五
日

間
、
取
得
で
き
る
よ
う
に
要
求
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

更
年
期
障
害
休
暇
へ
の
要
求
が
強
く
学

習
会
を
し
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て

県
教
委
と
の
交
渉
の
議
題
に
も
の
せ
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国
女
性
教
職

員
学
習
交
流
集
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
全
国
の
取
り
組
み
に
学
び
、
ま

た
、
香
川
の
実
践
を
全
国
に
広
げ
よ
う
と

高
教
組
と
合
同
で
、
〇
六
年
、
〇
七
年
に

バ
ス
を
借
り
切
っ
て
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。女

性
部
が
行
っ
た
〇
六
年
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
職
場
が
ま
す
ま
す
多
忙
に

な
り
、
教
職
員
の
八
割
以
上
が
疲
労
感
を

訴
え
て
い
ま
す
。
翌
日
に
疲
れ
を
持
ち
越

し
、
慢
性
疲
労
を
訴
え
る
人
が
八
割
に
及

び
ま
す
。
女
性
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
全

て
の
教
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
作
り
を

目
指
し
た
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要

な
課
題
で
す
。
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県教委と女性部との交渉

「集まれば元気」女性部総会



賃
金
な
ど
教
職
員
の
生
活

を
守
り
、
充
実
さ
せ
る
運
動

香
川
県
の
教
職
員
の
賃
金
は
、
全
国
的

に
も
低
位
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

香
教
組
も
要
求
を
掲
げ
て
運
動
し
、
県
人

事
委
員
会
の
報
告
で
も
改
善
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
特
昇
財
源
を
使
っ
た
経
年
者
へ

の
昇
給
短
縮
な
ど
で
、
一
時
期
は
賃
金
の

改
善
が
は
か
ら
れ
、
全
国
中
位
の
水
準
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
九
九
年
以
降
、
全
国
的

に
公
務
員
の
賃
金
改
悪
が
す
す
め
ら
れ
ま

し
た
。
給
与
構
造
の
見
直
し
、
官
民
比
較

見
直
し
、
公
務
員
の
総
人
件
費
削
減
等
、

様
々
な
攻
撃
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
賃
金

は
上
昇
ど
こ
ろ
か
、
低
下
す
る
と
い
う
事

態
に
も
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
香
川
県

で
は
そ
の
上
に
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
三

年
連
続
で
県
の
独
自
給
与
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
香
川
の
教
職

員
の
給
与
は
全
国
最
下
位
ク
ラ
ス
に
な
り

ま
し
た
。

香
教
組
は
毎
年
秋
に
「
香
教
組
署
名
・

カ
ン
パ
」
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
職
場
で
の
活
動
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、
未
分
会
訪
問
も
行
っ
て
、
県
下
の
教

職
員
の
協
力
で
多
数
の
署
名
を
集
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
県
教
委
へ
の
署
名
提
出

行
動
で
は
「
賃
金
水
準
の
改
善
」
「
職
場

の
多
忙
化
解
消
」
「
少
人
数
学
級
の
実
現
」

「
講
師
の
待
遇
改
善
」
な
ど
の
県
下
教
職

員
の
声
を
届
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
教
組
と
合
同
で
県
教
委
と

「
賃
金
改
善
」
に
つ
い
て
大
団
体
交
渉
を

行
い
、
県
独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
率
を
県
の

提
示
よ
り
低
く
さ
せ
た
り
、
ボ
ー
ナ
ス
へ

の
反
映
を
さ
せ
な
い
な
ど
の
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
勤
務
評
定
の
賃
金
リ
ン
ク
、

成
績
主
義
賃
金
に
反
対
し
、
全
て
の
教
職

員
の
賃
金
を
改
善
す
る
運
動
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

県
人
事
委
員
会
と
は
香
教
組
・
高
教
組
・

日
教
組
香
川
・
県
職
労
・
自
治
労
香
川
県

本
部
の
公
務
五
者
共
闘
で
交
渉
や
申
し
入

れ
を
行
っ
た
り
、
香
教
組
独
自
で
の
交
渉

を
行
っ
た
り
し
て
、
公
務
員
の
賃
金
の
向

上
や
生
活
を
守
り
、
充
実
さ
せ
る
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
県
は
「
県
財
政
の
未
曾
有
の

財
政
危
機
的
状
況
」
を
理
由
に
、
二
〇
〇

八
年
度
か
ら
、
さ
ら
に
三
年
間
給
与
カ
ッ

ト
を
継
続
す
る
財
政
再
建
方
策
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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「香教組署名」提出行動

香川高教組と合同の大団体交渉

五者共闘と県人事委員会の交渉

賃金改悪の攻撃

○ ３年連続一時金削減 1999年度～2001年度

○ ２年連続給料表改定見送り 2000年度～2001年度

○ ２年連続月例給の引き下げ 2002年度～2003年度

○ 県の独自カット 2002年

○ ３年連続の県の独自カット 2005年度～2007年度

○ 給与構造の見直し 2005年度

○ 官民比較見直し 2006年度

○ 独自カットの継続 2008年度～2010年度



215

83

268 1

6 2

4 8

22

3 6

1 7
14

32 1 2 授業

生徒指導

部活動等

学校行事等

授業準備

成績づけ

学年・学級

会議

報告書

研修

学校経営

外部対応

１ヶ月内に勤務時間を超えて仕事をし

たことがありますか？

8%

48%28%

16% 0% １時間未満

１時間以上２
時間未満
２時間以上３
時間未満
３時間以上

なし

仕事の忙しさはどうですか？

49%

38%

13% 0%

非常に忙しい

忙しい

ふつう

ゆとりができた

多
忙
化
を
解
消
し
、
子
ど

も
た
ち
と
の
ふ
れ
い
あ
を

学
校
現
場
は
大
変
忙
し
く
、
ゆ
っ
た
り

と
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
と
精
神
的

ゆ
と
り
が
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

文
科
省
は
二
〇
〇
六
年
、
四
〇
年
ぶ
り
に

教
職
員
の
勤
務
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
教
職
員
は
毎
日
一
一
時

間
近
く
働
き
、
休
憩
・
休
息
時
間
は
わ
ず

か
八
分
だ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
終
わ
ら
ず

に
、
持
ち
帰
り
仕
事
を
し
て
い
る
現
状
が

浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
教
諭
の
一
日
の
勤
務
時
間

は
平
均
で
一
〇
時
間
四
八
分
、
持
ち
帰
り

仕
事
の
時
間
は
三
二
分
で
し
た
。
勤
務
時

間
の
内
、
授
業
や
生
徒
指
導
な
ど
児
童
・

生
徒
と
直
接
的
に
か
か
わ
る
業
務
の
時
間

は
六
時
間
五
五
分
、
授
業
準
備
や
成
績
づ

け
な
ど
児
童
・
生
徒
と
間
接
的
に
か
か
わ

る
業
務
が
二
時
間
一
一
分
、
会
議
や
学
校

運
営
に
関
す
る
業
務
が
一
時
間
三
九
分
、

保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
外
部
と
の
対
応
が

一
二
分
で
し
た
。
（
左
表
の
数
値
は
分
）

ま
た
、
香
教
組
女
性
部
が
〇
六
年
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多
く
の
教
職
員

が
長
時
間
過
密
労
働
を
し
て
い
る
実
態
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
に
二
時
間

以
上
超
過
勤
務
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が

四
四
％
、
ま
た
半
数
の
人
が
学
校
現
場
が

非
常
に
忙
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
忙
し

さ
の
理
由
と
し
て
「
一
日
が
超
過
密
」

「
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
ど
も
の
増
加
」

「
提
出
書
類
の
増
加
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
〇
五
年
度
に

は
現
職
死
亡
が
八
名
、
病
気
休
職
者
が
三

六
名
、
そ
の
内
、
精
神
疾
患
者
の
割
合
が

六
四
％
と
い
う
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

香
教
組
は
、
ゆ
と
り
の
な
い
「
香
川
型

教
育
」
の
も
と
で
超
過
密
・
長
時
間
勤
務

に
置
か
れ
て
い
る
現
場
教
職
員
の
実
態
を

示
し
な
が
ら
、
そ
の
改
善
を
強
く
要
求
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
〇
二
年
六
月
惣
脇

教
育
長
（
当
時
）
が
「
勤
務
が
加
重
に
な
っ

て
い
る
認
識
は
な
い
」
「
多
忙
と
多
忙
感

は
ち
が
う
」
と
回
答
し
た
こ
と
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
現
場
教
職
員
の
勤
務
実
態

さ
え
把
握
し
よ
う
と
し
な
い
県
教
委
の
無

責
任
な
姿
勢
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

香
教
組
は
教
職
員
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、

ま
た
勤
務
条
件
を
改
善
し
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
県
教
委
に

強
く
要
求
し
て
い
ま
す
。
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文科省勤務実態調査（2006年）

職場の多忙化を訴える組合員

香教組女性部アンケート結果（2006年）



香
教
組
教
研
活
動

財
界
、
政
府
、
文
科
省
は
、
企
業
経
営

や
政
策
遂
行
に
都
合
の
い
い
「
教
育
」
を

行
お
う
と
、
た
び
重
な
る
学
習
指
導
要
領

の
改
悪
に
よ
っ
て
管
理
主
義
教
育
、
差
別
・

選
別
の
教
育
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
教
育
政
策
を
具
体
化
し
、
徹

底
さ
せ
る
た
め
に
、
「
初
任
者
研
修
」

「
経
年
研
修
」
や
「
研
究
指
定
」
「
学
校

訪
問
」
な
ど
押
し
つ
け
研
修
を
強
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
、
登
校
拒
否
・
不
登
校

問
題
や
、
学
級
崩
壊
問
題
な
ど
い
ま
の
子

ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
変
困
難
で

深
刻
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

香
教
組
教
研
活
動
は
、
そ
の
時
々
の
教

育
問
題
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
し
、
こ
れ

ら
の
解
決
、
克
服
の
た
め
に
大
き
な
力
を

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

香
教
組
は
、
一
九
五
一
年
一
０
月
二
三

日
、
第
一
次
県
教
育
研
究
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
研
集
会
で
は
、
全

国
や
県
内
の
優
れ
た
実
践
家
の
講
演
、
教

科
別
、
課
題
別
の
分
科
会
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。

○
四
年
と
○
五
年
の
第
五
四
・
五
五
次

教
研
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
イ
ル
と

違
っ
て
、
「
せ
ん
せ
い
の
学
校
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
教
師
と
し
て
の
力
量
を
高
め

よ
う
と
日
頃
の
授
業
研
究
で
は
十
分
に
交

流
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
朝
の
会
・
帰

り
の
会
の
指
導
」
や
「
香
川
の
教
育
問
題

と
県
教
組
の
歴
史
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。い

ま
、
「
学
力
」
を
め
ぐ
る
問
題
が
こ

れ
ま
で
に
な
く
国
民
的
に
も
大
き
な
関
心

を
呼
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
の
困
難
を
打

開
す
る
た
め
、
多
く
の
父
母
・
教
職
員
と

と
も
に
、
自
主
的
な
教
育
研
究
活
動
を
す

す
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
育
講
座

七
○
年
代
の
後
半
、
学
力
の
低
下
、
非

行
の
増
大
な
ど
「
教
育
の
荒
廃
」
が
す
す

み
、
多
く
の
教
師
た
ち
は
、
そ
の
克
服
の

た
め
に
様
々
な
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し

た
。
と
く
に
若
い
教
師
た
ち
の
中
に
、

「
教
育
の
荒
廃
」
に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ

を
克
服
す
る
た
め
の
教
育
実
践
、
日
常
的

に
役
立
つ
具
体
的
な
内
容
を
も
っ
た
学
習

会
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
香
教
組
は
七
七
年
、
民
教
連
と

共
催
で
「
第
一
回
生
き
生
き
と
し
た
授
業

を
創
造
す
る
た
め
の
教
育
基
礎
講
座
」
を

城
内
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
講

座
は
、
教
育
基
礎
講
座
と
し
て
全
国
や
県

内
の
優
れ
た
実
践
家
を
講
師
に
招
い
て
毎

年
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
「
教
育
講
座
」
と
し
て
、
教
職
員

の
自
主
的
な
研
究
を
す
す
め
、
専
門
的
な

力
量
を
高
め
る
た
め
の
重
要
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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2004年「せんせいの学校」で香教
組の歴史を語る大河内元委員長

2007年「教育講座」で講演する福井雅英氏（武庫川女子大学大学院准教
授）と参加した組合員



演題 講 師

1 １９５１．１０．２３ 子 どもの教 育と 環 境 神 崎　清 教 育 会 館

2 不 明

3 不 明

4 １９５４．１１．１５ 地 方 文 化 と教 育 内 山政 照

5 １９５５．１１．１７ 日 本 の経 済 大 泉行 雄 教 育 会 館

6 １９５６．１１．３ なし 附 属 中 ・教 育 会 館

7 １９５７．１１．３ 不 明

8 １９５８．１１．１５～ １６ 道 徳 と教 育 は どんな関 係 にあるべ きか 高 桑純 夫 明 善 高

9 １９５９．１１．３ 教 育 課 程 の自主 的 編 成 大 槻　健 〃

10 １９６０．１０．３０ 不 明 小 川太 郎 高 松 附 属小

11 １９６１．１０．２９ 発 展 させ ることの自 由 を守 れ 国 分一 太 郎 坂 出 市 記念 館

12 １９６２．１１．１８ 集 団 主 義 教育 と 生活 指 導 宮 坂哲 文 観 音 寺 南小

13 １９６３．１１．１７ 国 民 教 育 の創造 森 田俊 男 　 教 育 会 館

14 １９６４．１１．２９ 学 テ弊 害 調 査と 今 後の課 題 森 田俊 男 　 〃

15 １９６５．１１．２８ 集 団 主 義 教育 の思 想 性 について 坂 元忠 芳 〃

16 １９６６．１１．２０ 科 学 と教 育 真 船和 夫 〃

17 １９６７．１１．１９ 教 育 とは 何 か 大 田　堯 〃

18 １９６８．１１．９～ １０ 労 働 者 階 級の課 題 と任 務 塩 田庄 兵 衛 〃

19 １９６９．１１．２２～ ２３ 教 科 書 裁 判と 教 育 徳 武敏 夫 〃

20 １９７０．１１．２１～ ２２ 子 どものしあわせ と香 川 の教 育 大 田　堯 労 働 会 館ほか

21 １９７１．１０．２１ 中 教 審 答 申と わたしたちの課 題 高 橋?一 新 塩 屋 町小

22 １９７２．１０．２６ なし 亀 阜 小

23 １９７３．１１．１８ 入 試 地 獄 と選 抜 制度 橋 本三 郎 城 内 中

24 １９７４．１１．１０ なし 〃

25 １９７５．１０．１２ なし 二 番 丁 小

26 １９７６．１０．３１ す べ ての子 どもに豊 かな学 力 ，豊 かな情 操 を 君 和田 和 一 〃

27 １９７７．９．１１ たし かな学力 の基 礎 を培 うために 岸 本裕 史 亀 阜 小

28 １９７８．１１．２ す べ ての生 徒 が１００点 を 加 藤文 三 〃

29 １９７９．１１．４ 平 和 教 育 の今日 的 課 題 石 田　明 丸 亀 西 中

30 １９８０．１０．１２ 子 どもの発 達と 学 習権 の保 障 平 野日 出 男 亀 阜 小

31 １９８１．１１．１ 今 日 の情 勢 と教 科 書問 題 橋 本三 郎 二 番 丁 小

32 １９８２．１１．７ なし 亀 阜 小

33 １９８３．１１．６ 子 どもを生 き生 きと育 てる父 母 と教 師 のしご と 川 口幸 宏 〃

34 １９８４．１１．４ 教 えることと 育てる こと 三 好京 三 〃

35 １９８５．１０．２７ 臨 教 審 で子 どもは どう なる 増 田孝 雄 〃

36 １９８６．１０．２６ 報 告 　鈴木 昭 司 ・小早 川 加 代 子・北 村 志 津子 二 番 丁 小

37 １９８７．１０．１８ いま 、自 主 と連 帯 をどう 育 てるか 坂 本光 男 丸 亀 市 民会 館

38 １９８８．１０．１６ 民 主 的 な職 場づ くりと 教 育実 践 の前 進 を 神 崎　努 二 番 丁 小

39 １９８９．１０．２２ 登 校 拒 否 を克 服す るために教 育 相 談 活動 から 河 田敬 一 郎 国 分 寺 青年 セン ター

40 １９９０．１０．２１ 子 どもの変 革にせ まる 生活 指 導 と自 治 活 動 谷 　進 太 郎 県 教 育 会館

41 １９９１．１０．２０ 管 理 主 義 教育 ・登 校 拒否 を克 服 す る 増 田孝 雄 栗 林 山 荘

42 １９９２．８．２２～ ２３ 人 間 らし さあふ れ る民 主教 育 めざして 能 重真 作 三 豊 ・蔦島 荘

43 １９９３．８．２１～ ２２ 自 主 ・自 立の力 を育 てるために 中 村悌 一 高 松 テル サ

44 １９９４．１０．１５～ １６ ど の子も発 言し たくなる授 業 今 泉　博 マリ ン パ レスさぬ き

45 １９９５．８．１８～ １９ 展 望 ある苦 労 のために 芦 名猛 夫 グリ ー ン ヒル 大 串

46 １９９６．８．２３～ ２４
全 教 ・香 教組 運 動 と教 研 活 動

子 どもの笑 顔かがや く　人 間 味 あふ れる 学校 を

河 田敬 一 郎

糀 谷陽 子
坂 出 ・瀬戸 内 荘

47 １９９７．１１．１６ 学 び そび れ た子ど もたちとの奮 戦 記 正 木哲 雄 観 音 寺 市民 会 館

48 １９９８．１０．２４ 崩 壊 クラスの再 建 と学 び の転換 今 泉　博 教 育 会 館

49 １９９９．１０．２３ 「教 育 改 革」の嵐 の中 で私 たちの課題 は 何 か 平 尾行 敏 香 教 組 会館

50 ２０００．８．１９～ ２０ ど んとこい学 級 崩 壊 矢 野　修 ク アパー ク 津田

51 ２００１．８．１８～ １９
フ マン ・ガマン の学 校 からロ マン の学校 へ

－ 子 どもも教 職 員もいきいきできる 学校 をめざし て－
宮 下　聡 休 暇 村 讃岐 五 色 台

52 ２００２．８．１７～ １８ いま 子ど もと生 きる ことの困 難 と喜 び 山 崎隆 夫 かんぽ の宿 観 音寺

53 ２００３．８．２３～ ２４
～ トラブル を超 えて～

教 師 の元 気 が出る 学級 づ くり・学 校 づくり
栗 城順 一 サン ル ー ト瀬戸 大 橋

54 ２００４．８．２１ 香 川 の教 育 問題 と 県教 組 の歴 史 大 河内 常 太 郎 ベ ッセル お お ち

55 ２００５．８．９～１０ 学 校 に水 と光 と肥 料 を 今 谷 賢 二 サン ル ー ト瀬戸 大 橋

56 ２００６．８．１１～ １２
子 どもの世 界を どう読 み とる か。そして、どう 集 団づ くりを 進

める か。
藤 木祥 史

国 民 年 金保 養 セン ター

かがわ

県教研集会
次 月日

記念 講 演
会場
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回数  月　　　日  講　　　　　　　　　　　　　演 講　　師 場　　　所

1 1977.5.29 子どもたちの手やからだをつかう授業を
橋本三郎

山本典人
城内中

2 1978.6.4 生き生きとした子どもを育てるための教師のしごと 大西忠治  〃

3 1978.10.29 失敗をおそれず大胆に子どもの成長によろこびを 須永茂夫 二番丁小

4 1979.5.20 いい教材がいい授業の前提 長田光男 城内中

5 1979.11.18 子どもの発達の歪みから救出を 服部　潔 〃

6 1980.5.18 若い教師に語りたいこと 石井重夫 〃

7 1980.11.9 教師が生きがいを見出すとき 高柳美知子 新塩屋町小

8 1981.6.28 子どもが生き生き活動する学級づくり 谷田川和夫 香大

9 1981.11.15 心ゆたかな子どもたちに 野名竜二 城内中

10 1982.5.9 子どもの目に輝きを 山本典人 四番丁小

11 1982.10.24  いま、見つめよう子どもの心とからだ 岡村峯雄 城内中

12 1983.8.20～21
・子どもを生き生きと生活させる教師のしごと
・生徒が主人公の学級を

藤原義隆
中村勝彦

協栄生命ホール
 讃岐会館

13 1984.8.25～26かしこい子どもに育て非行に走らせない家庭教育
藤田喜久
君和田和一

讃岐会館

14 1985.5.12  いまの子どものとらえ方と教師の生き方 西沢　慎 高松会館

15 1986.6.28子どもたちが生き生きと学び生活できる学校を 宇高　申 讃岐会館

16 1987.6.28 子どもをまっすぐ育てるために 片山　猛 教育会館

17 1987.11.1 すばらしい仲間であるために 大野一郎 丸亀市民会館

18 1988.12.4 生徒の問題行動をどう克服するか 小早川加代子 善通寺総合会館

19 1989.5.28 子どもが生き生きする学級づくり 森川紘一 県民ホール

20 1989.6.11 一人ひとりの内面にせまり、自立をはげます集団づくり 春日井敏之 丸亀市民会館

21 1990.5.13 子どもたちが主人公の学級づくりをめざして 野口美代子 大的場健康センター

22 1990.6.24 学級づくり＝いま何を重点に指導すべきか 矢野　修 丸亀市民会館

23 1991.5.26 子どもと同じ夢見てますか 宮本誠貴 県教育会館

24  1991.6.30学級集団づくりと文化活動 角岡正卿 丸亀市民会館

25 1992.5.15 今を生きる子育て 尾木直樹 県教育会館

26 1992.6.27 今をひらく子どもたち 森　尚水 丸亀市民会館

27 1993.6.27 誰でも居場所のある学校 大谷猛夫 県教育会館

28 1994.6.12 子どもの権利条約時代を生きる親と教師 尾木直樹 サンメッセ香川

29 1995.5.13 子どもたち、父母とのつながりを大切に 吉益敏文 県教育会館

30 1996.5.12 学ぶぼくらが主人公 渡辺恵津子 丸亀市民会館

31 1996.6.8 子どもの見方をかえ魅力ある中学校を 佐藤　博 県教育会館

32 1997.6.28 かがやく笑顔ふたたび 石本日和子 〃

33 2000.6.24 任せる、待つ、信ずる 柏木　修 県教育会館

34 2001.6.23
私を育ててくれた素敵な子どもたち
～子どもたちの三つの願い～

松浦克之 高松市民文化センター

35 2002.6.15 今こそ、教育に愛とロマンを 三上　満 高松テルサ

36 2003.6.21 子どもたちをどうつなぐか 大和久勝 〃

37 2004.5.1 ヤンキー母校に生きる 義家弘介 県民ホール

38 2007.6.17 子どもの困難、教師の困難を考える 福井雅英 サンポートホール

教育基礎講座（教育講座）
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子
ど
も
の
荒
れ
・

そ
の
現
状

一
九
五
一
年
ご
ろ
、
「
貧
し
さ
」
か
ら

盗
み
を
働
く
と
い
う
問
題
行
動
に
代
表
さ

れ
る
「
非
行
」
が
全
国
に
広
が
り
は
じ
め

第
一
次
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
一
九

六
四
年
に
は
、
高
度
成
長
政
策
、
都
市
化

の
急
増
、
集
団
化
の
影
響
を
受
け
た
第
二

次
ピ
ー
ク
、
そ
の
後
、
能
力
主
義
的
選
別

教
育
、
社
会
的
閉
塞
感
な
ど
の
影
響
に
よ

り
第
三
次
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
も
、
非
行
、
不
登
校
、

い
じ
め
等
は
継
続
さ
れ
年
々
悪
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
で
は
、
肉
親

を
殺
害
し
た
り
、
で
き
る
子
が
犯
罪
を
起

こ
し
た
り
す
る
な
ど
最
悪
の
現
状
が
続
い

て
い
ま
す
。
閉
塞
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た

子
ど
も
た
ち
は
希
望
が
持
て
ず
、
不
安
と

い
ら
い
ら
を
募
ら
せ
、
犯
罪
の
低
年
齢
化
、

不
登
校
、
学
級
崩
壊
、
い
じ
め
、
自
殺
、

ニ
ー
ト
の
増
加
、
引
き
こ
も
り
な
ど
が
幅

広
い
年
齢
に
お
い
て
み
ら
れ
ま
す
。

不
登
校
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
度

学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
一
七
年

度
、
不
登
校
を
理
由
と
す
る
長
期
欠
席

（
三
〇
日
以
上
欠
席
）
の
児
童
生
徒
数
は

一
二
万
二
千
人
に
も
及
ぶ
。
割
合
で
み
る

と
小
学
生
は
三
一
七
人
に
一
人
の
割
合
、

中
学
生
は
三
六
人
に
一
人
の
割
合
で
あ
る
。

高
校
生
で
の
不
登
校
の
人
数
は
、
平
成
一

七
年
度
に
五
九
四
一
九
人
。
（
う
ち
二
一

八
八
二
人
は
高
校
中
退
に
至
っ
た
。
）
高

校
在
籍
数
の
割
合
か
ら
は
一
．
六
五
％
で

あ
る
。
中
学
校
の
不
登
校
は
学
年
が
上
が

る
ほ
ど
増
加
す
る
の
に
対
し
、
高
校
の
場

合
は
学
年
が
若
い
ほ
ど
不
登
校
の
占
め
る

割
合
が
高
か
っ
た
。

い
じ
め
に
関
し
て
は
、
一
九
九
四
年
、

愛
知
県
西
尾
市
東
部
中
学
校
の
事
件
以
来
、

「
い
じ
め
」
が
原
因
と
報
道
さ
れ
た
自
殺

事
件
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
一
八
年

一
一
月
一
七
日
に
は
、
伊
吹
文
明
文
部
科

学
大
臣
か
ら
「
未
来
の
あ
る
君
た
ち
へ

（
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
お
願
い
）
」
と

い
う
文
章
を
配
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
、

い
じ
め
が
社
会
を
揺
る
が
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
県
教
委
は
「
『
い
じ
め
』
に

関
す
る
指
導
事
例
集
」
を
発
行
す
る
な
ど

指
導
を
強
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は

「
早
期
発
見
」
「
早
期
対
応
」
と
い
う
初

歩
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

香
教
組
は
、
「
い
じ
め
・
体
罰
の
な

い
明
る
い
民
主
的
な
学
校
づ
く
り
」
の
た

め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
り
、
県
民

ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

「
対
応
」
だ
け
で
な
く
、
ま
ず
教
職
員
の

多
忙
化
を
解
消
す
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち

と
よ
く
話
し
合
え
る
ゆ
と
り
・
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
基
本
的
に
は
子
ど

も
た
ち
を
「
む
か
つ
き
」
「
孤
立
」
に
追

い
込
ん
で
い
る
根

本
的
な
要
因
に
メ

ス
を
入
れ
、
差
別
・

選
別
教
育
、
管
理

主
義
教
育
を
改
善

す
る
こ
と
を
強
く

訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
教
組

は
「
非
行
・
問
題

行
動
対
策
委
員
会
」

や
「
進
路
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
、
香
川
の
問
題
状
況

の
把
握
、
改
善
の
方
向
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
更
に
、
教
育
相
談
室
で
、
父
母
や
子

ど
も
た
ち
の
相
談
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
香
教
組
は
政
策
的
に
つ
く
ら

れ
た
「
格
差
と
競
争
の
教
育
」
を
抜
本
的

に
変
え
、
全
教
が
す
す
め
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
真
ん
中
に
、
父
母
と
教
職
員
が
手

を
つ
な
い
で
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の

理
念
を
軸
に
、
憲
法
・
一
九
四
七
年
教
育

基
本
法
・
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
基
本
に

据
え
た
教
育
改
革
に
積
極
的
に
尽
力
し
て

い
ま
す
。
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教
育
要
求
実
現
・
三

〇
〇
〇
万
署
名
運
動

一
九
八
九
年
、
学
級
規
模
縮
小
、
私
学

助
成
の
大
幅
増
額
、
父
母
負
担
の
軽
減
な

ど
教
育
条
件
整
備
の
た
め
に
、
「
全
国
三

〇
〇
〇
万
署
名
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

全
国
で
は
、
こ
の
一
八
年
間
で
、
日
本
の

人
口
の
三
倍
近
い
三
億
五
千
万
筆
以
上
の

署
名
を
集
め
、
国
会
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
教
育
予
算
の
増
額
、
教
職

員
定
数
の
改
善
、
私
学
助
成
の
増
額
、
四

〇
人
学
級
の
実
現
（
九
一
年
度
完
全
実
施
）
、

マ
ン
モ
ス
校
の
解
消
等
の
教
育
条
件
整
備

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

香
川
で
も
、
「
香
川
の
教
育
を
よ
く
す

る
県
民
会
議
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
署
名

運
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
下
一
五
万

筆
を
目
標
に
取
り
組
み
、
県
・
県
教
委
と

の
交
渉
を
強
め
て
き
ま
し
た
。
障
害
児
学

校
高
等
部
の
訪
問
教
育
の
実
施
等
、
障
害

児
教
育
の
充
実
、
私
学
助
成
の
増
額
、
公

立
学
校
の
耐
震
化
工
事
の
県
の
補
助
の
実

現
、
一
部
中
学
校
の
少
人
数
学
級
な
ど
大

き
な
成
果
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

「
三
豊
の
教
育
を
よ
く
す
る
会
」
で
は
、

県
内
向
け
の
署
名
を
力
に
、
観
音
寺
市
教

委
な
ど
と
の
交
渉
で
、
三
〇
人
学
級
の
実

施
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
運
動
と
世
論
の
力
に
よ
り
、

香
川
を
含
め
全
国
四
六
道
府
県
で
は
、
自

治
体
の
予
算
で
、
何
ら
か
の
形
の
「
少
人

数
学
級
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
の
法
律
は
、
依
然
と
し
て
四
〇
人

学
級
の
ま
ま
で
す
。
早
急
に
国
の
責
任
で

「
少
人
数
学
級
」
を
行
う
よ
う
、
運
動
を

強
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

政
府
・
文
科
省
は
、
教
育
基
本
法
が
改

悪
さ
れ
た
も
と
で
、
「
教
育
再
生
会
議
」

に
よ
る
「
教
育
改
革
」
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
難
を
理
由
に
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
廃
止
を
含

め
、
教
育
予
算
の
大
幅
削
減
も
ね
ら
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
県
内
で
は
、
校
舎
の
耐
震
化
が
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
財
政
難
な

ど
を
理
由
に
学
校
の
統
廃
合

が
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
「
全
国

教
育
署
名
」
と
名
前
を
改
め

た
こ
の
署
名
の
必
要
性
は
、

ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
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月　日 演　　　題 講　師 場　所

1996.11.04 いのちの輝き 山本万喜雄（愛媛大） 観音寺農協会館

1997.11.16
学びそびれた子どもたちとの奮
戦記

正木哲雄（高知県山田高校） 観音寺市民会館

1998.11.29 庶民の学校をみんなの力で 服部潔（日本生活指導研究所） 仁尾つたじま莊

1999.11.13
2002年・日本の子どもと学校だ
れがどう変えるのか

大和久勝（全生研） JA観音寺会館

2000.11.23
今こそ学び生きる喜びを－私の
歩んだ道

竹内昌彦（岡山県立盲学校） JA観音寺会館

2001.11.18 学びの発見、よみがえる学校 今泉博(東京・光が丘小) 県立三豊体育館

2002.11.16
子どもの元気は親と教師の元気
の源

坂本光男(全生研) 県立三豊体育館

2003.11.07 子どもに生きる力を！ 坂本光男(全生研) 県立三豊体育館

2004.12.04 子育てはよろこび 山本万喜雄（愛媛大） 県立三豊体育館

2005.12.03 どの子も元気に！
野口美代子(兵庫・尼崎市立立花

小)
県立三豊体育館

2006.11.11 心の栄養補給
小柳晴生(元香川大学教授・放送

大学客員教授)
県立三豊体育館

2007.11.11
困ったとき・悩んだときの子育
てのポイント

福井雅英(兵庫・武庫川女子大学
准教授)

県立三豊体育館

　三豊の教育をよくする会「教育講演会」（1996～）

教
育
懇
談
会
・

地
域
の
中
へ

香
教
組
は
父
母
と
手
を
む
す
び
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く
教
育
の
実
現
の
た

め
、
地
域
で
の
教
育
懇
談
会
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
三
豊
・
観
音
寺
地
区
で
七
二
年

一
一
月
一
七
日
に
結
成
さ
れ
た
三
豊
の
教

育
を
よ
く
す
る
会
を
中
心
に
教
育
懇
談
会

を
講
演
会
の
形
で
毎
年
行
っ
て
き
て
い
ま

す
。〇

四
年
の
講
演
会
を
詳
し
く
紹
介
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

三
豊
の
教
育
を
よ
く
す
る
会
の
大
河
内

常
太
郎
会
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
講
演
が
行

わ
れ
、
父
母
・
教
職
員
を
は
じ
め
参
加
者

(

約
四
〇
名)

み
ん
な
が
元
気
の
出
る
話
で

し
た
。
参
加
者
は
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

話
で
、
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の
講
演
に
時
間

を
忘
れ
聞
き
入
り
ま
し
た
。
山
本
先
生
は

子
育
て
を
す
る
上
で
大
き
な
障
害
に
な
っ

て
い
る
の
が
、
親
を
追
い
つ
め
る
三
Ｋ

(

競
争
・
効
率
・
管
理)

で
あ
る
と
切
り
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
、
詩
な
ど
を
紹

介
し
な
が
ら
、
単
に
子
ど
も
の
ユ
ー
モ
ア

だ
け
で
な
く
、
詩
か
ら
生
活
を
読
み
取
る

の
で
す
」
と
子
育
て
の
喜
び
を
語
り
ま
し

た
。三

豊
の
よ
く
す
る
会
の
構
成
団
体
は
香

教
組
三
豊
支
部
、
香
川
高
教
組
西
讃
ブ
ロ
ッ

ク
、
上
戸
学
園
教
職
員
組
合
、
香
川
県
退

職
教
職
員
連
絡
協
議

会
、
新
日
本
婦
人
の

会
香
川
県
本
部
北
三

豊
支
部
・
観
音
寺
支

部
、
西
讃
岐
父
母
懇

談
会
で
先
に
述
べ
た

講
演
会
の
他
、
教
育

条
件
整
備
の
た
め
な

ど
に
自
治
体
へ
申
し

入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。〇

一
年
六
月
五
日
、

〇
二
年
度
か
ら
使
用

す
る
教
科
書
採
択
に

あ
た
っ
て
、
「
ゆ
が

ん
だ
歴
史
観
を
子
ど

も
た
ち
に
植
え
つ
け

る
」
教
科
書
を
採
択

し
な
い
よ
う
申
し
入

れ
ま
し
た
。
観
音
寺

市
で
は
石
原
敏
夫
教
育
長
が
対
応
し
、
一

八
名
が
採
択
し
な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ

ま
し
た
。

〇
四
年
十
二
月
六
日
、
三
豊
・
観
音
寺

地
区
で
集
め
た
四
二
〇
八
筆
の
三
〇
〇
〇

万
署
名
を
観
音
寺
市
教
委(

石
原
教
育
長)

に
手
渡
し
要
求
書
に
基
づ
き
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

〇
六
年
十
二
月
二
十
六
日
、
三
豊
市
教

委
の
岩
倉
道
夫
教
育
長
と
観
音
寺
市
教
委

の
大
平
幸
夫
教
育
長
に
三
〇
人
学
級
実
現

な
ど
を
要
求
し
ま
し
た
。

岩
倉
教
育
長
は
、
「
学
校
の
統
廃
合
」

に
つ
い
て
は
、
「
検
討
課
題
に
な
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
大
平
教
育
長
は

市
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
「
子
ど
も
の

学
習
意
欲
を
高
め
る
と
共
に
、
子
ど
も
の

学
力
の
一
端
を
把
握
し
、
指
導
に
役
立
て

る
」
と
回
答
す
る
だ
け
で
し
た
。
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 8・15 ポツダム宣言受諾発表  8・15 丸亀新生教育者組合結成

12・ 1 全日本教員組合（全教）結成

12・ 2 日本教育者組合（日教）結成

 3・ 1 労働組合法施行  3・19 香川県教員組合連盟結成・理事長奥平正二
 6・26 日本教育労働組合（日教労）結成  7・25 香川県教員組合連盟第1回総会、理事長北浜清一
 7・21 教員組合全国連盟（教全連）結成 11・11 香川県中等学校教員組合結成
10・ 8 文部省教育勅語奉読廃止通達 12・22 全教協結成大会に北浜ら4名参加
11・ 3 日本国憲法発布
12・22 全日本教員組合協議会（全教協）結成、荒木正三郎委

員長となる

 1・31 ＧＨＱ、2・1ゼネスト中止命令  3・ 4 教員組合連盟・中等学校教員組合・青年学校教員組合
の単一化について協議

 3・31 教育基本法、学校教育法公布  5・18 香川県教員組合結成大会（高松一中）、初代委員長に
北浜清一

 4・ 1 6・3制発足  8・11 知事と団体協約を締結
 4・ 7 労働基準法公布（9・1施行）  8・20 香川県教育会解散総会（高松一中）
 5・ 3 日本国憲法施行 10・29 給与是正6項目要求書を知事に提出
 6・ 8 日本教職員組合結成大会（橿原）、荒木正三郎委員長

となる
12・ 6 第3回臨時大会、森崎隆委員長となる

 8・22 ＧＨＱ、教員11万名の追放発表 12・25 知事と協定書締結

 3・ 8 第2回臨時大会（京都）で教育白書発表  3・10 「香教組タイムス」第1号発刊

 7・31 政令201号公布（公務員の争議行為禁止）  4・28 香教組東京分駐所できる

11・12 5段階評価採用きまる  7・16 日宿直廃止要求書を知事に提出

12・ 8 人事院発足 10・20 機関紙「香川教育」と改称

 7・ 4 国鉄第一次首切り37,000名発表  5・ 8 第9回定期大会、大熊庄五郎委員長となる

 7・ 5 下山事件  5・15 県教育会館落成

 7・13 国鉄第二次首切り62,000名発表 12・18 第10回定期大会、御厩秀夫委員長となる

 7・15 三鷹事件

 8・17 松川事件

 5・ 1
   ～3

第7回定期大会琴平でひらく、岡三郎委員長となる  3・12 第11回定期大会、井上秀信委員長となる

 6・25 朝鮮戦争勃発  8・ 4 知事選に阿河準一を推薦

 7・ 8 警察予備隊75,000名創設

 7・11 総評結成大会

 1・24 日教組第18回中央委で「教え子を再び戦場に送るな」
スローガン採択

 3・12 第13回定期大会、大西利雄委員長となる

 5・ 5 児童憲章制定 10・23 第1次県教研大会ひらく
 9・ 8 対日講和条約調印、日米安保条約調印 12・27 香教組組合歌決定
11・10
　～12

日教組第1次教研日光でひらく

 3・24 国民歌「緑の山河」決定  6・ 7 破防法反対各支部決起大会
 4・12 破防法反対ゼネスト  6・15 第15回臨時大会

教委設置反対一斉休暇闘争を決定

 5・ 1 血のメーデー 11・ 2 第5回教育祭ひらく
美術・音楽・書道・体育など

 6・16
  ～18

第9回定期大会（新潟市）「教師の倫理綱領」決定

 8・ 9 日教組組合歌発表 　

 1・ 6 中央教育審議会（中教審）発足  2・ 3
   ～6

三越6階で原爆の図展ひらく

 6・11
  ～14

第10回定期大会宇治山田でひらく、小林武委員長にな
る

 3・ 7
   ～8

教育2法反対ハンスト

10・27 池田・ロバートソン会談  3・10 第16回定期大会、北浜清一委員長となる
11・30 県教委、高等学区制を秘密裡に改悪

 3・ 1 ビキニ水爆実験、第五福竜丸被災  4・29 琴平で初めて四国平和集会ひらく
 5・14 教育二法成立  7・ 5 第83回中央委、放射能から子どもを守る運動を決定

 6・ 3 学校給食法公布  8・15 護憲大会各郡市で行う
原水爆反対署名、原爆の夕べひらく

 7・ 1 自衛隊発足
 8・ 8 日本原水協結成

 4・18 アジア・アフリカ会議（バンドン）平和10原則採択  1・28 定員増で県教委交渉、座り込みに入る（26日間）

 6・ 7
   ～9

第1回母親大会  5・11 紫雲丸事件おこる、香教組・対策委をつくり救援にあ
たる

 7・ 7
  ～10

第1回世界母親大会（ローザンヌ）  8・ 1
～

1ヶ月にわたってへき地を対象にひろしま・やまびこ
学校を香教組主催で上映

 8・ 6
   ～8

第1回原水禁世界大会  8・15 平和盆踊り大会を四番丁小でひらく

 8・13 民主党「うれうべき教科書の問題」刊行
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 2・20
  ～22

第13回臨時大会で教育三法反対統一行動決定  3・ 1 教育を守る県民大会県公会堂でひらく

10・ 1 任命制教委発足  3・13 第20回定期大会、中西杢一委員長となる
11・ 1 愛媛県教委勤評実施を決定  5・18 香教組結成10周年記念行事を高松教育会館で行う

12・18 国連加盟 11・25 第1回母と女教師の会、高松附属小でひらく（1,500名
参加）

10・12 教育課程審議会、道徳教育時間特設を決定  2・16
～17

第1回四国青年と青年教師の会坂出でひらく

12・ 4 文部省、教頭職制化をきめる  4・18 全組合員の不合理是正のため給与総点検に入る
12・22 第16回日教組臨時大会で勤評反対闘争非常事態宣言  6・ 8 助教授任用闘争の結果20名の採用決まる

10・18 勤評反対郡市大会ひらく

 2・28 日教組「日本の学校白書」出す  1・12 勤評反対で教育を守る総決起大会ひらく、4,500名の
組合員結集・デモ行進

 4・ 1 給与法改正、3等級に分類  1・31 教育を守る県民大会県公会堂でひらく
 7・ 9 校長の管理職手当法公布  9・15 勤評反対全国統一行動（2時打切りに変更）
 9・15 勤評反対全国統一行動（正午打切り） 11・10 勤評提出日各地で提出阻止闘争を展開
10・ 1 小中新学習指導要領告示

 1・ 1 キューバ革命  3・28 香川県安保反対県民会議結成

 3・28 安保改定阻止国民会議結成  8・20
  ～22

中四国教育課程阻止闘争、大林浅吉（香川）・井上
（広島）・八木（全逓）逮捕される

12・22 安保反対第10次統一行動 11・10 教育課程裁判公判ひらく

 5・19 政府、警官を国会に導入し新安保強行採決
安保阻止国会請願デモ激化

 5・25 第130回中央委で県教委版ワークブック排除の方針決
定

 7・15 岸内閣総辞職  6・22 安保阻止統一行動・合同職場集会
10・12 社会党浅沼稲次郎刺殺される  8・15 勤評弊害調査まとまる
12・20 南ベトナム解放民族戦線結成 12・ 12月県議会に高校全入署名5万9,604筆を提出し、請願

採択される

 4・12 ソ連人工衛星打上げ成功  1・18 「香川の学校白書」できる
10・26 全国一斉中学校学力テスト

日教組早朝集会
10・ 4 第149回中央委学テ反対闘争決定

　 10・16 県公務員共闘会議結成
10・26 学テ反対闘争、坂出で30分おくらす

 3・31 教科書無償法公布  2・ 4 県教委・地教委・校長等による脱退工作全県的におこ
る

 4・24 高校全入協結成  2・10 第31回定期大会、山下性太郎委員長となる
 7・11 文部省全国小中高校学力テスト実施  3・31 不当人事発令

三豊百日闘争はじまる

 7・23
  ～27

第24回日教組定期大会
賃金権利闘争の方針決定
宮之原委員長選出

 9・ 8 県高校全入協議会結成

1
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12・11
  ～13

高校全入中央大行動  4・ 14学区制→2学区制へ

 4・17 ＩＬＯで2割休暇闘争  2・15 高校全入協県下を街頭宣伝

 6・ 4 香川・愛媛に学テ実態調査団派遣  3・ 8 第33回定期大会、安藤高明委員長となる

 8・ 4 米軍機、北ベトナム爆撃  6・ 4 学テ学術調査団来県

 6・12 教科書検定違憲訴訟  3・26 高松市議会警備員設置請願採択

11・12 日韓条約強行採決  3・31 坂出市議会警備員設置請願採択

11・22 学テ愛媛1位、香川2位 10・22 授業終了後の郡市単位措置要求集会ひらく

 6・13 ＩＬＯ関係国内法・政令強行  3・28 人事発令北浜・重信らの不当人事撤回を要求

10・ 5 「教師の地位に関する勧告」採択  6・27 丸亀市議会警備員設置請願採択

10・31 中教審「後期中等教育のあり方」「期待される人間
像」最終答申

 9・29 ＩＬＯ国内法改正による人事委登録

11・22 文部省学力テスト中止決定

 2・11 初の建国記念の日、各地で抗議集会  6・ 6 宿日直廃止について42年度に全県で小規模校5校が廃
止、週一回以上の日直など基準を上まわるところは代
行員配置させ、43年度60校廃止の糸口つくる

 4・15 東京都知事選で美濃部亮吉当選  6・15 勤勉手当の差別支給をやめさせる
11・ 2 沖縄返還県民大会(那覇で10万人)  5・ 8 40年度末不当人事(北浜・重信・西川・則包)について

の第1回公開口頭審理ひらく

 8・16 香教組結成20周年記念式典(労働会館)
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 9・26 香教組・高教組・県職労が初の人事委交渉、賃金の全
国水準ひきあげ要求

 5・ 7
  ～10

第34回定期大会(浦和)総学習総抵抗運動決定  1・21 被勧奨者激励集会を開き委任体制をとる

 7・ 3 大学紛争54校(7・3「毎日新聞」調べ)  3・10 第37回定期大会、森田幸吉委員長となる
 7・29
  ～30

香川民教連第1回集会(善通寺)

 8・ 7
   ～9

第1回ひまわり学校(大川教育会館)

11・ 3 県教委、30年以上勤続者表彰で元組合員で退職勧奨を
拒否した女教師5名を差別

 1・18 東大安田講堂に機動隊導入  6・10 大学弾圧法案粉砕香川県総決起集会（香大教育学部グ
ラウンド)

 3・ 6 第78中央委で「学問研究の自由と大学の自治を破壊す
る『秩序維持のための臨時措置法案』に反対する決
議」を採択

 8・25 表彰から除外された元組合員女教師5名に対し、久保
教育長が謝罪、田中副知事も労をねぎらう

10・26 丸亀支部が「親子映画劇場」(1300名)
12・ 1 県教委、年末年始3日間の宿日直廃止を回答

 7・17 教科書裁判で東京地裁の杉本良吉裁判長が、原告家永
教授に勝利判決を出す

 4・23 県教委、昭和25年卒の不均衡是正を回答

12・ 1 第1回教育制度検討委員会、会長に梅根悟を選出  6・ 5
   ～7

民研が「五色台教育」「教育長所信」など調査

12・25 愛媛・香川教育問題調査団2次調査報告会  3・ 2
   ～6

東大太田堯教授らが香川の教育について学術調査

12・14 県教委、全員1号アップを回答

 4・ 1 小学校教育課程全面改訂、新教科書使用  1・ 5 高松市教委が46年4月から宿日直を全廃することを明
らかにする

 5・28 教育職員給与特別措置法成立  4・22 県教委「県学力テスト」廃止を決定
12・28 人事院、「教員特殊業務手当」を新設 12・24 給与法条例が県議会で可決、「変形8時間制」につい

て県教委と交渉、無定量勤務の排除で「確認書」をと
る

 4・ 1 新中学校教育課程全面実施、新教科書使用  4・20 46年度末不当人事(中岡・櫛本)の第1回公開口頭審理
ひらく

 5・15 沖縄祖国復帰 11・19 第1回香川の教育をよくする県民集会(新塩屋小)、県
民会議を結成、会長に香大竹岡正夫教授

 6・12 教育制度検討委員会「日本の教育をどう改めるべき
か」を発表

12・16 各支部ごとに要求貫徹全員集会、署名3000筆、カンパ
35万円を集約

 7・19 教育3法（教頭法制化・筑波大学法・人確法）阻止で
早朝30分スト

 2・22 46年度末不当人事(中岡・櫛本)公開口頭審理で最終陳
述

 8・ 8 金大中拉致事件  3・29 養護学校小野煇子教諭の不当転任撤回を要求して、父
母約30名が29日から3日連続徹夜交渉

11・ 1 物価メーデー
このころ第1次石油危機・物不足狂乱物価

 7・ 1 丸亀市教委が宿日直を全廃

 9・ 1 坂出市で宿日直全廃
11・ 8 香教組・高教組・県職労で「インフレ手当要求三者共

闘会議」を結成、統一要求書を提出

 7・26 人事院が平均18・62％、21,385円引上げを勧告  2・12 山形教研に参加した高松支部組合員5名が教研参加を
かちとる

 8・27
  ～30

第45回定期大会（立川市）、政党支持問題、教師聖職
者論で激論

 4・ 1 産休16週間となる

11・22 八鹿高校事件がおこる  4・11 11支部が8会場で年休権行使による早朝要求貫徹集会
ひらく

12・ 5 統一戦線促進労働組合懇談会（統一労組懇）結成  8・25 前川忠夫当選・革新知事誕生

11・23 第3回香川の教育をよくする県民集会（二番丁小）前
川知事と対話集会

 2・24 京都府教委、到達度評価基準発表  1・ 1 年休請求書の「理由欄」廃止
 4・30 南ベトナム完全解放  7・12 香川私教連結成
12・10 主任制反対で半日スト  9・23 県教委交渉で吉岡教育長が表彰6短の全廃、五色台教

育を3泊4日に改善回答

12・10 主任の制度化に反対して各郡市ごとに時間外集会

 4・ 1 育児休業制度実施  3・ 1 県教委が「主任制度」の実施を決定

 7・27 東京地検ロッキード事件で田中前首相逮捕  7・23 香教組婦人部が初の県教委交渉

12・18 教育課程審議会「ゆとりある教育」答申

 6・ 8 文部省「君が代」の国歌化をもりこんだ小中新学習指
導要領を発表

 4・10 民主的な職場づくり、非行・学力問題克服をめざす第
1回討論集会

 9・22 日教組・主任手当撤回を中心とする要求貫徹1万人集
会

 5・29 第1回教育基礎講座（城内中学校）

11・24 主任手当制度阻止のため33県でストライキを決行  8・28 香教組結成30周年記念集会（高松国際ホテル）

11・24 県下8会場で主任手当制度阻止・昇給延伸反対をかか
げて午後4時半から年休権行使による集会
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 5・12 事務・栄養職員の産休代替法が成立  4・ 1 産前休暇の1週間延長、ツワリ休暇の新設が実現
主任手当の支給を53年4月にさかのぼって実施。香教
組主任手当拠出プール制のよびかけ
育児休業給（共済等）の支給が51年4月1日にさかのぼ
り実施

 6・ 1 日教組、主任手当の拠出80％強5億8千万円と発表  6・23 県教委が54年度高校入試から面接を実施することを一
方的に決定、香教組と香川高教組が連名で反対

12・26 東京中野区「教育委員準公選条例」を再議決 　

 1・13 国立大学入試に初の共通一次テスト  6・23 香川民研設立記念集会を県総合会館で開催。初代所長
に江幡裕（香大）就任

12・ 1 真の労働戦線の統一を考える全国教職員のあり方（教
職員あり方懇）結成

 9・15 「非行と低学力の克服を」を統一テーマに第1回四教
組合同教研（香教組・高教組・大学教組・私教連）を
二番丁小でひらく

12・27 香教組など3組合と吉岡教育長が教育行政民主化につ
いての確認書に調印
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 3・29 文部省、新学期から13年間で40人学級編制実現計画を
きめる

 4・25 「香川教育」1000号記念特集発刊

10・29 日教組・行革法粉砕29分スト  1・28 県教委は退職勧奨年令の男女差撤廃を発表、香教組の
長い間の運動が実る

11・ 4 総評臨時大会・統一準備会参加をめぐって紛糾  4・19 国際障害者年の第1年目にあたり障害児学校支部を中
心に実行委員会をつくり、第1回障害発達実践講座を
二番丁小体育館でひらき450名参加

11・13 公務員2法成立（定年制、退手法）  5・20 第216回中央委をひらき、「非行対策委員会」と「教
育相談所」の設置をきめる

12・16 人勧凍結に反対して公務員共闘が全国統一行動、日教
組は2時間を上限とするストライキ

 6・12 桜町中の不当労働行為について、吉岡教育長がその事
実を認め「口頭で厳重注意する」と回答

 8・ 1 三豊教育会館落成祝賀会
 8・29 67,000票差で前川知事が圧勝し、3選をはたす
12・ 4 香川統一労組懇が結成される。香教組はオブザーバー

として参加

12・16 各支部ごとに全組合員が参加して早朝集会をひらき人
勧凍結反対の決議をあげる

 1・24 中曽根首相、施政方針演説で「戦後政治の総決算」を
表明

 3・ 6 第58回定期大会（県総合会館）
八田良一委員長となる

10・12 ロッキード裁判で実刑判決  5・ 7 第1回非行対策委員会ひらく
 8・ 7
   ～8

中学生の「ひまわり学校」をひらく

 8・16 教職員合唱団結成
10・ 1 家族看護休暇制度が実現

 2・26 全日本教職員連盟（19道府県49団体6万5千人）結成  2・25
  ～26

香教組組合学校を開催（坂出簡易保険保養センター）

 3・27 「臨時教育審議会設置法案」を閣議決定  3・28 坂出市教委、異動発表日に新採用名簿を香教連に渡し
ていたことが発覚、抗議交渉

 7・ 5 日教組、臨教審反対で勤務時間終了前29分スト  5・ 5 教育臨調に反対する学習講演会を讃岐会館で開催、
伊ヶ崎暁生氏が講演

 8・27
  ～28

四ブロ青年部交流会が野田会館で開かれ、4県青年部
の活動を交流

11・ 1
   ～2

国民合意の真の教育をすすめる香教組運動組織者集会
を琴平・富士旅館でひらく

12・16 教育会館「別れのつどい」。12月末で教育会館閉鎖・
解体

12・17 書記局、高松市松島町の「瀬戸内ビル」へ移転

 6・26 臨教審、「教育改革に関する第1次答申」を発表  6・ 8 第1回学校事務職員のあり方を考えるつどい

 8・10
  ～12

第16回全国臨時教職員問題学習交流集会（屋島）

 3・31 香教組婦人部が「婦人教職員のための権利手帳」を発
行

 4・ 1 男女雇用機会均等法施行  2・ 1 第1回「すこやかに育て子どもたちコンサート」（高
松市民文化センター）

11・18 国鉄分割民営化反対、老人保健法、国民健康保険法改
悪反対、国立療養機関統廃合反対、大型間接税導入反
対、国家機密法阻止11・18中央集会

 2・ 8 学校から「いじめ」や「体罰」などの暴力をなくすた
めに緊急のアピールを出し、県教委へ申し入れ

 4・26 青年部主催による「若い教職員の集い」（高松市民文
化センター）

 4・ 1 臨教審が第3次答申
32都府県で初任者研修試行実施

 2・13 婦人部が母性保護アンケートの結果をもとに県教委交
渉
代替講師の引継ぎ期間の前1日の保障について回答

 7・14
  ～17

総評第77回定期大会、1990年の「全的統一」で官公労
の右翼再編、総評の解体方針可決

 3・17 香教組本部が瀬戸内ビルの仮事務所から香川県教育会
館（高松市西宝町）に移転
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 7・26 統一労組懇年次総会で「階級的ナショナルセンター確
立の展望と骨格」を提起

 8・30 香教組結成40周年記念集会（教育会館・ラポールイン
タカマツ）

 8・10
  ～12

全国教職員あり方懇主催第8回全国学習交流集会（滋
賀）

 9・14 故岸元首相の葬儀で弔旗・黙とうの強要をしないよう
県教委に申し入れ

11・20 全日本民間労働組合連合会（連合）発足  9・15 第9回四教組合同教研（香大）
12・18 教育職員養成審議会「教員の資質能力の向上方策につ

いて」建議
10・ 5 県人事委員会勧告（1・46％、3,937円）

12・24 教育課程審議会「幼・小・中・高の教育課程」答申 11・20 賃金・勤務条件等で県教委交渉

11・29 第16回香川の教育をよくする県民集会（高松二番丁
小）
講演「今、子育てに人間的ぬくもりを」秋葉英則（大
阪教育大）

12・16 香教組婦人部が母性保護等で県教委交渉

 2・ 1 日教組定期大会を2年7ヶ月ぶりに開催。労線問題で総
評方針支持決定

 3・ 6 第63回定期大会（高松・栗林山荘）

 2～ 3 政府が教特法・教免法改悪など臨教審答申具体化の6
法案を国会に提出、この年に教特法（初任研）、国立
学校設置法、教員免許法の改悪を強行

 4・13 初任研・4週6休制で高教組とともに県教委へ申し入れ

 5・31 初任者研修制度化（教特法、地教行法の一部改正）  7・ 1 普通科高校への推薦制導入反対を高教組とともに県教
委へ申し入れ

 7・ 5 リクルート汚職に中曽根・安倍・宮沢の各秘書の関与
が判明

 8・ 3 体罰について県教委に申し入

 7・26
  ～29

総評79回定期大会で89年秋の解散を決定  8・20
　～21

夏季学習交流集会（津田町立青年の家）講演「教育と
子どもの未来どう拓く」橋本三郎（日教組中執）

 8・10
  ～12

全国教職員あり方懇主催第9回全国学習交流集会（愛
知）3,500名参加

 9・15 四教組合同教研10周年記念シンポ（香川大）「子ども
に明るく豊かな未来を保証する真の教育改革」

 8・19
  ～20

統一労組懇年次総会で89年秋に階級的ナショナルセン
ター結成方針決定

 9・19 香教組青年部が新採研・5年研で県教委交渉

 9・18 消費税粉砕国民大集会（18万人参加）  9・30 天皇の病状悪化による学校行事自粛で県教委に申し入
れ

11・30 文部省、登校拒否が中学校で激増と発表 10・ 5 県人事委員会勧告（2・35％、6,362円）
12・ 7 本島長崎市長が市議会で「天皇に戦争責任はある」と

発言
11・20 第17回香川の教育をよくする県民集会（高松市民文化

センター）
講演「歴史の進歩にみあった子育てを」河添邦俊（元
高知大）

12・24 竹下内閣が消費税法案を強行（89年4月1日実施） 12・16 香教組障害児学校支部が高教組障害児部とともに初め
て県教委交渉

 1・ 7 昭和天皇死去
文部省が弔意表明を都道府県教委に通達

 1・10 「大喪の儀」の儀式強要反対で高教組とともに県教委
に申し入れ

 2・24 昭和天皇大喪の礼（学校休校）  1・20  勤務時間外の研究会廃止で香小研国語部会長に申し
入れ

 3・15 新学習指導要領告示（神話教育強化、日の丸・君が代
の強要など）

 3・ 5 第64回定期大会（高松・栗林山荘）

 5・ 1 中央メーデー（初の分裂メーデー）  4・ 4 勤務時間外の「香小研」「香中研」の研究会廃止で県
下小・中学校長に申し入れ

 6・ 4 中国・天安門事件（民主化要求の学生・市民を戒厳部
隊が武力弾圧）

 4・ 初めて教育相談室を開設（相談員 河田敬一郎）

 7・31 階級的ナショナルセンターの確立をめざす「教職員組
合全国連絡会」結成（代表世話人三上満）

 5・ 8 松繁新教育長と「教育行政の民主化」等で初交渉

 9・ 6
　 ～9

日教組定期大会で「連合」加盟決定
25教組が大会に参加せず

 8・19
  ～20

夏季学習交流集会（塩江・さぬき温泉）講演「子ども
の前に立つ誇りと良心をかけて堂々と歴史的選択を」
門脇重勝（高知県教組委員長）

11・ 9 「ベルリンの壁」崩壊  9・15 第11回四教組合同教研集会（香大）
11・13 公務・公共業務労働組合共闘会議（公務共闘）結成 10・ 4 県人事委員会勧告（3.10％、8,567円）

11・17
  ～18

全日本教職員組合協議会結成大会（東京・山手教会）
議長に三上満を選出（全国29教組と全国私教連、5つ
のオブザーバー組織が参加）

10・22 第65回臨時大会、日教組の「連合」参加を批判し「教
職員組合の積極的伝統を継承し、子どもと教育・くら
しを守る教職員組合全国組織」への参加を決定（国分
寺青年センター）

11・19 ゆきとどいた教育の実現をすすめる3000万署名運動推
進のための中央集会

11・26 第18回香川の教育をよくする県民集会（高松市民文化
センター）講演「最近の子どもと家庭教育」君和田和
一（教科研）

 3・ 1
  ～ 4

全教（協）・日高教・私教連による1989年度教研全国
集会（京都）

 1・20 香川県労連結成大会（県教育会館）、議長に八田良一
（香教組委員長）を選出

 7・23
  ～25

全教（協）第2回定期大会（大阪）神戸高塚高校問題
で集中討議

 2・14 香川の教育をよくする県民会議が40人学級の実現等で
県教委交渉（署名数13万3,565名）

 8・ 2 イラク軍がクウェートに侵攻（湾岸戦争）  3・ 4 第66回定期大会（高松・栗林山荘）、委員長に三崎豊
を選出

 8・27
  ～28

全教（協）・日高教主催全国教職員学習交流集会（高
知）

 7・13 海外旅行の承認制を届け出制にし、日数制限を廃止
県教委交渉で確認
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10・ 3 東西ドイツ統一  8・18
  ～19

夏季学習交流集会（塩江温泉）講演「新学習指導要領
をのりこえる教育実践の創造」河田敬一郎（香川民研
事務局長）「全教運動の前進と今後の課題」長谷川英
俊（全教幹事）

10・19 文部省が「即位の礼当日の国旗掲揚、児童・生徒への
指導について」通知

11・12 教育大集会（東京）3500人参加

12・12 3000万署名提出父母と教職員の中央集会

 1・31
～2・3

1990年度教研集会（埼玉・一部東京）  1・ 1 事務・栄養職員の育児休務実施
家族看護休務を90日に延長

 3・ 5 日本高等学校教職員組合（新日高教）結成大会（東
京）

 2・ 1 「寮母」の2級格付け実施

 3・ 6 全日本教職員組合（全教）結成大会（東京九段会館）
全教協議会と日高教が組織統一し全日本教職員組合を
結成（新日高教－26の高校組織、全国私教連、都障教
組および20の都道府県組織）（41の都道府県に全教の
いずれかの組織がある）

 3・ 3 第67回定期大会（県青年センター）

 5・25 子どもと教育・文化を守る国民会議（教育文化国民会
議）結成総会　代表委員に大槻健ほか選出

 4・ 1 教育相談室が「登校拒否・高校中退を克服するため
に」を発行

 6・ 3 長崎・雲仙普賢岳で火砕流発生による大惨事  7～ 8 夏季休暇（3日）を新設
産前休暇7週間を8週間に延長
講師歴換算率を8割から10割に延長
生徒引率基準を30名から10名に改善
ひまわり学校（8教室）

 7・23
 ～ 25

全教第2回定期大会（東京）  8・17
  ～18

夏季学習交流集会（ブルースカイ坂出）
講演「教育・子どもを守るために、どんなきびしい条
件のもとでもできる実践」河合尚規（全教教文部長）

 8・10
  ～12

教組共闘主催1991年度全国教職員学習交流集会（長野
市）

 9・15 第13回四教組合同教研集会（香大）

10・19
  ～20

「人間らしさあふれる民主教育めざし」教育国民大運
動中央行動と集会（以後毎年開催）

10・11 県人事委員会勧告（3.86％、11,545円）

10・26
  ～27

教職員のいのちと健康、安全と衛生を守る全国学習交
流集会（以後毎年開催）

11・10 第20回香川の教育をよくする県民集会（香大）講演
「教育に愛とロマンを」三上満（全教委員長）

11・23
  ～24

第1回全国女性教職員学習交流集会（以後毎年開催）

12・11 3000万署名提出父母と教職員の中央集会（署名の提出
とともに毎年開催）

 1・12
  ～13

全教主催国民春闘討論集会（水上、以後毎年開催）  2・15 「講師問題を考えるつどい」（高松市大的場健康体育
センター）

 2・15
  ～16

青年問題学習交流集会（名古屋、以後毎年開催）  3・ 1 第68回定期大会（高松・栗林山荘）

 2・19 民主教育研究所発足　代表運営委員に堀尾輝久を選任  4・ 1 扶養手当支給基準の男女差別を廃止

 2・20 全日本退職教職員連絡協議会（全退教）結成  9・ 1 週休2日制（教員は第2土曜、他はまとめどり）実施

 3・27 公務員の完全週休2日制実施に関する法案成立  9・15 第14回四教組合同教研集会（香大）
 3・30 高知一ツ橋小の小笠原教諭への「解同」等の人権侵害

事件に関し高知地裁が勝利判決
10・ 給与の口座振込開始

 4・ 1 全教シンボルマーク使用開始
全男女労働者に育児休業制度が実現

10・ 2 県人事委員会勧告（2.85％、8,827円）

 6・16 ＰＫＯ協力法案強行採決（全教は2波の全国統一行動
と24次の中央行動を展開）

10・13 善通寺自衛隊のカンボジア派兵に抗議する四国集会
（善通寺児童公園）

 8・ 9 教組共闘主催1992年度全国教職員学習交流集会（岡
山）47都道府県2,900人

11・17 第21回香川の教育をよくする県民集会（香大）講演
「親と子と教師　心に通い道」森川紘一（大東市立永
野小）

 8・25
  ～27

全教第3回定期大会（大津市） 11・20 長期休業中の全土曜日を閉校

 9・12 学校5日制で月1回土曜休日開始 12・26
  ～27

中・四国ブロック臨時教職員問題学習交流集会（ブ
ルースカイ坂出）

 9・14
  ～15

民主教育研究所主催第1回全国教育研究交流集会（熱
海、以後毎年開催）

10・17 教育文化国民会議主催「若者を戦場に送らない国民の
集い」

11・16
  ～22

「生活と勤務に関する実態調査」（第1次全国3000人
の教員対象）

11・29 佐川急便事件糾弾13万人集会

 1・29
～2・1

1992年度教育研究全国集会（東京）  2・20 中讃地区教研集会（丸亀市民会館）
講演「真の同和教育をどうすすめるか」大同啓五（国
民融合全国幹事）

 2・19
  ～20

全教第4回特別大会（東京）  3・ 7 第69回定期大会（高松・栗林山荘）、委員長に大河内
常太郎を選出
香川民研が「今、香川の中学・高校生は－生活と意識
に関する調査報告書（その2）」を発行
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 3・29 広島地裁三次支部で「八次小学校事件」の岡田隆行先
生勝訴、「解同」一辺倒の行政を断罪

 4・15 香教組が「修学旅行の割り振り実態調査」のまとめ発
表

 5・21 業者テスト廃止、高校入試改善に関する文部省への要
請

 4・16 「小選挙区制に反対する香川県連絡会議」が街頭署名
（高松）

 7・10 全教機関紙「エデュカス」創刊号発刊  4・23 教員採用受験資格年齢引き下げの撤回を高教組ととも
に県教委に申し入れ

 7・12 北海道南海沖地震の発生にあたり、全国に救援カンパ
激励の要請

 5・11 香川県国体民主化共闘会議が東四国国体について県国
体事務局と交渉

 8・24
  ～26

全教第5回定期大会（愛知県一宮市）  5・17 皇太子の結婚祝意強制反対で高教組とともに県教委に
申し入れ

10・22 全教三上委員長、文部大臣（赤松良子）とはじめて会
見

 9・15 第15回四教組合同教研集会（香大）

10・ 1 県人事委員会勧告（1.91％、6,277円）
5・15・20年経過者に6ヶ月の運用昇給短縮を実施

　 10・25 「観点別学習状況診断」の中止を中学校校長会長に申
し入れ

11・ 6 第22回香川の教育をよくする県民集会（香大）講演
「いま子どもを自立させる子育ての知恵と喜び」大畑
桂司

12・15 県中学校長会が「観点別学習状況診断」テストを強行

 1・21 小選挙区制法案参議院で否決  2・20 「観点別評価」学習会（県教育会館）講師　増田孝雄
（元都教組委員長）

 1・28
  ～31

1993年度教育研究全国集会（長野市）  3・ 6 第70回定期大会（高松・栗林山荘）
香川民研が「学力アップ中学生の自主的勉強法」を発
行

 3・ 4 小選挙区法案、国民の大きな反対の声を無視して成立  4・20 県教委が教員採用年齢を35歳未満から30歳未満に引き
下げを強行

 3・ 5 民主教育研究所機関紙「人間と教育」（季刊）創刊号
発行

 4・21 香教組は香川高教組とともに抗議

 3・29 「子どもの権利条約」がようやく批准される  4・23 香川民研所長に村瀬裕也（香大教授）就任
 5・22 日本国内で「子どもの権利条約」が発効  5・ 8 土庄町で琴平高校野球部のマイクロバス転落事故、生

徒2名死亡

 6・14 全教は「サッカーくじ」導入反対ですべての教職員組
合に反対行動をとるよう呼びかける

 5・13 高教組と合同で田中新教育長と「確認書」にもとづく
職場の民主化を要求して交渉

 7・ 8
　～10

全教第6回定期大会（高知県・須崎市）。教職員権利
憲章草案を提案

 5・31 小豆島のバス転落事故に関わり部活動の指導等につい
て県教委に申し入れ

 8・ 2 人事院、平均1.18％の給与改定勧告、一時金切り下げ  6・ 6 高教組と連名で「サッカーくじ法案」に反対するよう
県教委に申し入れ

 8・ 8
　～10

教組共闘主催、1994年度全国学習交流集会（山口県・
湯田）

 6・15 香教組教育相談室が「いじめを克服するために」を発
行

 8・24
  ～26

教職員のいのちと健康をまもる第1回活動者養成講座
開かれる（愛知・蒲郡、以後毎年開催）

 6・16 「子どもの権利条約」の普及促進を県教委に申し入れ

11・ 2 年金改悪法成立  7・ 2 「子どもの権利条約」学習会（高松市民文化セン
ター）

11・27 愛知県西尾市立東部中学いじめ自殺事件  9・15 第16回四教祖合同教研集会（香大）
12・21 いじめ自殺事件について　いのちを大切にし、友情を

育み、いじめ根絶をすべての子どもたちに呼びかけよ
う（中執声明）－全国の教職員と教職員組合へのア
ピール

 9・21 県高校教育問題研究協議会で香教組が意見陳述

10・ 3 県人事委員会が史上最低率の勧告（1.20％、4,060
円）

10・16 教研で「みんなで考えよう香川の高校入試」を発行

11・19 第23回香川の教育をよくする県民会議（香大）講演
「子どもの伸びる力を育て、伸ばす力の輪を広げて」
大坪和夫（大阪教育文化センター）

12・ 1 「県立学校職員の私有車の公務使用に関する取扱要
綱」の実施

12・26 第257回中央委員会で「いじめ」克服への特別決議を
採択

 1・17 阪神・淡路大震災発生、全教は直ちに救援活動・カン
パ等を全国的に呼びかける

 2・ 4
   ～5

第10回四国ブロック民研交流集会（ブルースカイ坂
出）

 1・20
  ～23

1995年教育研究全国集会（大阪）  2・18 香教組が「いじめ問題シンポジウム」を開催（県教育
会館）

 2・14
  ～15

全教第7回特別大会（東京）  2・25
  ～26

香教組青年部10名が阪神大震災救援活動に参加

 3・20 地下鉄サリン事件（後、オウム真理教団を逮捕）  3・ 5 第71回定期大会（高松・栗林山荘）

 4・12 日教組21世紀ビジョン委員会最終報告（日教組は自ら
の闘いの歴史を否定し文部省に完全屈伏）

 4・ 第2・4土曜日週2回の休日に（学校5日制）

 4・26 第15期中教審「社会の変化に対応した教育のありか
た」発足

 4・21 県中学校長会長に「観点別テスト」の中止を申し入れ

 8・ 1 人事院勧告、引上げ率0.9％の勧告史上最低の低額勧
告、公務員賃金見直しと明言

 5・10 第21回退教協総会で会長に関兼義（三豊）を選出
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 8・10
  ～12

95年度全国教職員学習交流集会（富山市）  6・16 塩江町議会が「学習指導要領の抜本的な見直しを求め
る意見書」を採択

 8・17
　～19

全国臨時教職員問題学習交流集会（新潟）  8・ 4 香教組が戦後50年平和記念行事として映画「エイジア
ンブルー　浮島丸サコン」の試写会を開く

 8・22
　～24

全教第8回定期大会（京都）、特別決議「いじめ、体
罰をなくし、人間を大切にする教育をみんなの力です
すめよう」教職員権利憲章を制定

 9・15 第17回四教祖合同教研集会（香大）

 9・ 4 沖縄における米兵の少女暴行事件、これに対する糾弾
行動を全国で展開

10・ 2 県人事委員会が前年に続き史上最低率の勧告
（0.90％、3,137円）

11・ 寒冷地手当、教職調整額の改悪にたいするたたかい、
介護休暇にかかわる所得保障のたたかいの発展

10・ 5 香教組第259回中央委員会で中仏核実験と米兵の少女
暴行事件に抗議する特別決議を採択

12・12 第15期中教審の総会に山口委員長が出席し「日本の教
育をどう改めるか」について意見表明

10・20 仲多度支部とともに仲善地区教育文化祭への自衛隊音
楽隊の参加反対を各共催団体に申し入れ

10・28 第24回香川の教育をよくする県民集会（香大）「いじ
め・体罰・登校拒否のない楽しい学校を」でシンポジ
ウム

11・20 県議会議場での「日の丸」掲示反対で「民主県政をき
ずく会」とともに県議会議長に申し入れ

11・25
　～26

第5回中・四国・九州ブロック青年教職員学習交流集
会」（高松・銀星旅館）　講演「今、青年は何を求め
ているか」山田敬男（労働者教育協会）

12・ 9 中・四国ブロック事務職員部学習交流集会（県教育会
館）

12・15 県中学校長会が「観点別学習状況診断」テストの中止
を決定

 1・14
  ～17

1995年度教育研究全国集会（札幌・小樽）  3・ 3 第72回定期大会（高松・栗林山荘）「いじめ」・体罰
をなくし、人間を大切にする教育をみんなですすめま
しょうの特別アピールを採択、委員長に高井和雄を選
出
婦人部が介護休暇についてのアンケート結果を発表

 2・ 8 八鹿高校事件で最高裁勝利判決、教職員側の勝訴決
定、裁判闘争終決

 4・ 県内初の院内学級スタート

 2・23 東京地裁、香川・私立大手前高校に草野先生はじめ3
人の現職復帰の緊急命令

 4・ 1 「講師」の給与の頭打ちを改善
特別休暇（法事）の対象者を拡大
結婚休暇の延長、産休等の引き継ぎ期間の「後1日」
を実施

 3・ 2 教組共闘とともに開催した「3・2教職員春闘相決起集
会」が全国から1千人の参加で行われる

 4・16 民間企業等への「長期派遣研修制度」反対で県教委に
申し入れ

 3・31 沖縄連帯中央集会（東京）に9万人以上参加  4・25 河田香教組教育相談室長が「教育正常化の軌跡」を発
行

 4・ 3 八鹿高校事件勝利判決集会  5・17 6出張所への統合に反対の申し入れ
 6・ 2 岡山の小1女児病原性大腸菌Ｏ－157で死亡  5・19 婦人部総会で「女性部」に名称変更
 6・18 6,850億円の公的資金導入の住専処理法案成立  6・ 4 教員採用試験で「教員免許を持たない社会人の特別選

考」導入で公開質問状

 7・13
  ～14

宮城高教組、定期大会で日教組から離脱を決定  6・15 民研と共同で「中学校問題を考える会」開催

 7・ Ｏ－157で堺市集団感染（全国で11人死亡、9千人以上
感染）

 8・22 病原性大腸菌Ｏ－157問題で安全な学校給食体制を要
求して県教委に申し入れ

 7・19 第15期中央教育審議会、「ゆとり」「生きる力」を
キーワードに「学校リストラ、公教育解体論」の第1
次答申

 9・14 第25回香川の教育をよくする県民集会（香大）講演
「心かよう学校づくりとゆきとどいた教育を」土屋基
規（神戸大）

 7・28 全国教職員学習交流集会（佐賀）  9・15 香教組が「多忙化解消アンケート」のまとめを発表

 8・17
  ～19

全国臨時教職員問題学習交流集会（広島） 10・ 1 県人事委員会勧告（0.95％、3,401円）

 8・27 教育課程審議会発足 10・ 4
　 ～5

全教の「いじめ克服、多忙化解消、教職員増の全国
キャラバン」で、1県5市の自治体・議会・教委・校長
会・県ＰＴＡ協議会に申し入れ

 9～10 全教「いじめ克服、多忙化解消、教職員増の全国キャ
ラバン」

11・23 第18回四教組合同教研集会（香大）

10・20 小選挙区制のもとで衆議院総選挙

 1・25
  ～28

1996年度教育研究全国集会（兵庫）  1・11
  ～12

第16回中・四国臨時教職員問題学習交流集会（ブルー
スカイ坂出）

 2・11 全教などが「日本の教育をともに考える会」を発足  1・30 教職員の給与改善と多忙化解消を求める要求署名提出
行動

 2・14
  ～15

全教第10回特別大会（東京）
「教職員組合運動の歴史―近代教育の夜明けから全教
結成まで」出版記念のつどい

 2・ 4 仲多度郡善通寺教育会館裁判和解（8月に明け渡し）

 3・ 1 「教職員の差別賃金政策と学校・教育」のシンポジウ
ム

 3・ 2 第73回定期大会（県リハビリセンター）
「教科書から『従軍慰安婦』の記述削除を求める陳情
書の採択に反対する」特別決議採択

 3・ 7 橋本首相、教育予算削減、私学助成抑制など財政構造
改革会議

 3・ 4 教科書からの従軍慰安婦削除問題で県議会議長と各会
派に申し入れ
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 3・29 「教育基本法50周年記念のつどい」  3・22 香教組本部、香教組会館（高松市田村町）に移転

 4・ 1 消費税5％に  4・ 1 妊娠者の体育代替、妊娠者の「寮母」の宿泊免除実現
障害児学校高等部に訪問教育実施
丸亀城西小学校、1人でも障害児学級設置

 5・ 3 憲法施行50周年記念のつどい  5・10 香教組会館落成記念祝賀会

 6・18 第140通常国会、沖縄の米軍基地を認める「特措
法」、2割医療費負担などの医療改悪、「女子保護規
定撤廃」、大学任期制法など悪法成立、サッカーくじ
法案は継続審議に

 5・13 金森新教育長と「教育行政民主化」等で交渉

 6・26 第16期中教審、公立中高一貫教育、飛び級など学校制
度複線化をはかる第2次答申「21世紀を展望した我が
国の教育のあり方」

 5・20 サッカーくじ・教育採用半減反対で県教委に申し入れ

 6・28 神戸市須磨区の小6男子の殺害事件で中3男子を逮捕  6・ 7 県議会、自民党多数の暴挙で「中学校社会科の歴史教
科書における『従軍慰安婦』の記述の是正を求める意
見書」を採択

7・10
  ～12

全教第11回定期大会（和歌山・粉河町）  7・29 県教委へ障害児学級の設置基準見直しを申し入れ。県
教委、翌年より障害児1人でも設置を認めることを通
知

 7・25 全国教育文化会館・エデュカス東京落成式  8・30 香教組結成50年記念式典・記念講演会（三上満講演、
ミューズホール）、レセプション（マリベール平安
閣）

 8・10
  ～12

全国教職員学習交流集会（宮城）  9・ 7 第26回香川の教育をよくする県民集会（香大教育学
部）講演「子どもの心が見えますか」佐伯洋（教育科
学研究会全国委員）

 8・17
  ～19

全国臨時教職員問題学習交流集会（青森） 10・ 1 県人事委員会勧告（1.02％、3,755円）

10・10
　～11

第7回全国女性教職員学習交流集会（高知）に香教組
から39名参加

11・16 第47次県教研できたがわてつコンサート「憲法前文を
歌う－愛・平和・夢！」（観音寺市民会館）

11・24 第19回四教組合同教研集会「子ども・青年のゆたかな
発達をめざして『中高一貫教育』を考える－真の教育
改革とは－」（香大）

 12・10 公立学校共済の一部自己負担金限度額切り上げ問題
で、香川高教組、香教連、日教組香川に共同を申し入
れ

 1・23
　～26

1997年度教育研究全国集会（群馬）  2・ 7 香教組「同和教育学習会」－「これでいいのか今の
『同和教育』－主権者を育てる教育実践の創造」河瀬
哲也（どの子も伸びる研究会事務局長）（県リハビリ
センター）

 1・28 栃木県黒磯中で1年男子、女子教諭をナイフで殺害  2・14
　～15

全教・教組共闘関西ブロック障害児教育学習交流集会
（高松テルサ）

 2・24 日教済出資金返還訴訟で最高裁勝訴判決下る  2・28 第74回定期大会（栗林山荘）
 5・12 「サッカーくじ」法案成立  5・31 香教組第1回「採用試験勉強会」を開催
 6・ 5 ＰＫＯ（国連平和維持活動）協力法案成立  6・17 県教委、事務職員・栄養職員の引継ぎ前後1日を回答

 6・11 日・中共産党、31年ぶりに関係修復  8・30 香川民研と日本の教育改革をともに考える会が共催で
シンポジウム「香川の教育をどう改革するのか」を開
催（ラポール）

 6・12 一部改正の学校教育法公布（中高一貫教育可能とな
る）

 9・15 第20回四教組合同教研集会「子ども・青年のゆたかな
発達をめざしてー学校現場から見た『教育改革』－」
（香大）

 6・22 教課審（会長三浦朱門）、完全学校5日制に授業時数
削減、教育内容精選、「総合的な学習の時間」など公
表

10・ 5 県人事委員会勧告（0.73％、2,762円）

 7・15
　～17

全教第12回定期大会（長野・上田市） 10・24 第48次県教研「崩壊クラスの再建と学びの転換」今泉
博（教育会館）

 8・10
　～12

全国教職員学習交流集会（静岡・修善寺） 10・27 山口寮弌高松市教育長が高松支部との交渉で「30人学
級になれば、目が行き届く。現場の声を盛り上げてほ
しい」と回答。

 8・16
  ～18

全国臨時教職員問題学習交流集会（高知） 11・ 7 第27回香川の教育をよくする県民集会（香大）講演
「今、30人学級は父母・教職員の願い」井手倫光（佐
賀県北波多小）

10・23 30人学級実現、教育危機打開を求める10.23中央行
動、5千人結集

11・16 県教委の文部省教育事業費不正流用問題で香教組が申
し入れ

12・14 幼稚園新教育要綱、小・中新指導要領告示（幼は2000
年度から、小・中は2002年度から全面実施）

11・17 県教委、教職員賃金の見直し案（枠外の特昇廃止、58
歳昇給停止等）を提示

 1・21
　～24

1998年度教育研究全国集会（滋賀）  3・ 7 第75回定期大会（県リハビリセンター）

 2・17
　～18

全教第13回特別大会（東京）  4・ 1 25年経過者に6短実現。自家用車の公務使用導入

 2・28 広島県立高校の校長「日の丸・君が代」問題で卒業式
を前に自殺

 4・ 2 大手前高校解雇撤回闘争、東京地裁で学園との和解成
立、7人全員職場復帰
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 5・24 新ガイドライン関連法成立  5・ 8 香教組ホームページ開設
 6・ 3 文部省、「総合学習」2000年度実施を告示  5・13 ガイドライン法案反対で「教職員平和投票」を実施、

1,060人が投票し96％が「反対」票

 7・15
　～17

全教第14回定期大会（東京）  6・ 2 県中学校長会による職員調査表収集につき中止申し入
れ

 8・ 9 国旗及び国歌に関する法律成立（13日公布・施行）  6・ 4 県小学校長会による職員調査表収集につき中止申し入
れ

 8・10
  ～12

教組共闘、全国教職員学習交流集会を香川で開催（綾
歌町・琴平町）

 6・14 県教委が教職員旅費の新運用方針を示す

12・15 全文部省98年度問題行動白書発表、自殺が過去10年最
悪の192人、大人に影響された可能性も指摘

 9・ 9 「全国人権・同和教育研究大会香川大会への参加に関
する要求書」を県教委に提出

 9・21 山口寮弌高松市教育長答弁「教師と児童生徒には君が
代を歌わない自由はない」に対し、香教組他11団体、
撤回を求める　県内外からの抗議相次ぐ

10・ 1 県人事委員会勧告（0.23％、1,054円と一時金0.3月分
削減、55歳昇給停止）

10・17 香教組が事務局となり、「日の丸・君が代」と「内心
の自由」を考える緊急市民集会を開く（高松市女性セ
ンター）

10・19 折原守新教育長と着任交渉
10・23 第49次県教研「『教育改革』の嵐の中で、私たちの課

題は何か」（香教組会館）

10・26 「普通科での推薦入試導入に反対する意見書」を県教
委に提出

11・ 6 第28回香川の教育をよくする県民集会（香大）「子ど
もと教育、文化を守るメディアの在り方」出崎哲（映
画監督）

11・15 「香川県公立学校教員採用選考試験問題（2000年度採
用試験分）」の公開請求

11・18 県教委、「勤勉手当の成績幅の拡大」（成績主義賃
金）の導入を香教組に提示

12・ 4
  ～18

「勤勉手当の成績幅の拡大」反対で教育委員への要請
ハガキ行動

12・17 香教組本部と小豆支部が教育委員長に「勤勉手当の成
績幅の拡大」反対を要請

12・27 成績主義賃金反対の県教委交渉に組合員22名参加

 1・27
  ～30

1999年度教育研究全国集会（山口）  1・19 県労連結成10周年記念集会

 2・17 全教共済創立10周年記念祝賀会  1・20 県教委、中高一貫教育を高松北高校に導入
 3・27 首相の私的諮問機関「教育改革国民会議」発足  1・26 香川県における中高一貫教育導入についての意見書提

出

 4・5 森喜朗首相発足。自民・公明・保守が連立  2・11 「香川小児病院と善通寺養護学校を守る会」結成総会

 5・1 愛知県豊川市で高校3年生男子、主婦を刺殺  3・ 異動発表日3月23日に決定。県内3年以上経験者に面接
が実施される

 5・3 佐賀市の17歳の少年、バスを乗っ取り乗客の主婦を刺
殺

 3・5 第76回定期大会（県リハビリセンター）

 5・15 森首相「日本は天皇中心の神の国」と発言  3・ 香南町議会、国分寺町議会が「30人学級の実現を求め
る意見書」採択

 7・31
～8・2

全教第15回定期大会「子どもと教育危機打開、30人学
級の実現」(大阪市）

 4・12 県教委、妊娠体育代替の条件緩和、早期退職者の特例
制度の拡充、学校事務の共同実施などを示す

 8・10
  ～12

全国教職員学習交流集会(福島市）  4・22 同和教育問題学習会、工藤中執

 8・15 人事院、基本給改定の見送り、一時金0.2月削減、2年
連続のマイナス勧告

 5・29 5月12日地方公務員等共済組合法の一部変更により育
児及び介護休業中の所得保障が現行25％から40％に引
き上げ（2001年1月から）と通知

 8・29 全教「教育基本法反対闘争本部」を設置  6・ 1 小渕前首相葬儀での弔意の表明の強制に反対する申入
書提出

 9・22 教育改革国民会議「中間報告『教育を変える17の提
案」を発表

 6・24 第33回教育講座「任せる、待つ、信ずる」　柏木修
（小田原市立鴨宮中）

12・22 「教育改革国民会議」最終報告。「教育基本法の見直
し」など「17の提案」

 6・30 勤勉手当の成績率の拡大支給（0.6未満）

 7・ 県教委が96年度から実施の同和教育宿泊研修の宿泊を
廃止させる

 7・ 3 折原教育長が文教厚生委員会で公立学校教員採用試験
の筆記問題の一部（総合教養）と二次試験の教職教
養、作文テーマを公開すると表明

 7・29 大川郡教育会館落成式
 8・19 第50次夏季教研「今こそ。子ども論議を」～子どもを

真ん中にした教育改革を～（大川郡教育会館・クア
パーク津田（記念講演「どんとこい、学級崩壊」矢野
修）
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 9・15 第22回四教組合同教研「子ども・青年の豊かな発達を
めざしてー今17歳に何が起きているかー」（香大）小
川嘉憲　「続発する少年事件を考える」

10・ 3 県人事委員会勧告、国に追随し、2年連続一時金0.2月
削減勧告

10・23 10月20日の協栄生命破綻で香川県教育公務員弘済会が
臨時理事会

10・30 「平和憲法を生かす香川県民の会」設立総会（社会福
祉総合センター）

11・ 2 県が財政悪化を理由に2％（管理職3％）の独自給与
カットを提示（01年度1年間のみ）

11・19 第29回香川の教育をよくする県民集会（香大）笑福亭
松師匠「子の心親知らず」

12・28 香川高教組と合同で給与カットについて教育長交渉、
128名が参加（県文化会館）

 1・11
  ～14

2000年度教育研究全国集会（青森）  1・31 香川高教組と給与削減案に対し県知事、県議会に見直
しを要請

 1・25 文科省「21世紀教育新生プラン」発表  2・14 高松支部、増田高松市長の「戦後民主主義教育がク
ラッカー騒ぎに行き着いた」発言に憲法・教育基本法
にもとづく教育行政推進についての申し入れ

 2・ 9 宇和島水産高校の実習船「えひめ丸」、米原潜の衝突
で沈没（生徒・教職員が9名死亡）

 2・18 香川小児病院と善通寺養護学校を守る会第2回総会・
講演会

 3・ 2 全教結成10周年記念レセプション  3・ 4 第77回定期大会（栗林山荘）委員長に中尾忍を選出

サッカーくじ（toto）販売開始  3・26 01年度給与実施項目で給与の2％(管理職3％)の給与
カット

 3・ 6 野党3党で「30人学級法案」を国会に提出  4・ 6 「新しい歴史教科書をつくる会」の中学校歴史・公民
教科書が文科省検定合格に反対の見解発表

 3・24 芸予地震（震度6弱で中国・四国地方に被害）  5・ 7 香川高教祖とともに、公立学校共済の自己負担額が4
千円から2万円に引き上げられることに対し撤回の共
同を香教連と日教組香川に申入れ

 3・27 政府の行政改革推進事務局が「公務員制度改革の大
枠」発表

 5・18 教育事務所再編（6事務所から4事務所に）反対を県教
委に申入れ

 3・30 教科書問題で全国の教職員組合が緊急アピール発表
（616組織連名）

 6・ 5 教育をよくする県民会議が他8団体と県教委などに教
科書キャラバンを実施

 4・ 1 教育運動誌「月刊クレスコ」創刊  6・ 9 教育をよくする県民会議が参院選県内予定候補者に教
育政策を聞く会開催

 4・ 3 「新しい歴史教科書をつくる会」の侵略戦争美化の中
学校歴史・公民教科書が文科省の検定合格

 6・15 教育をよくする県民会議が「教科書問題学習会」星野
紀治（香川憲法会議事務局長）

 4・ 3 全教、「つくる会」教科書で『憲法・教育基本法に基
づく教科書を子どもたちの手に』をスローガンに広範
な共同」を訴えた副委員長談話

 6・21 参議院選挙で各政党に公開質問状送付

 4・ 6 厚生労働省、「労働時間の適正な把握のために使用者
が講ずべき措置に関する基準について」のサービス残
業の解消に向けた通達

 6・23 第34回「教育講座」松浦克之（福山市小学校教諭）

 4・26 小泉純一郎首相に、文科省大臣に遠山敦子を起用  6・26 県教委、「教育の人事の在り方に関する検討委員会」
(委員長妻鳥敏彦香大教育学部長）発足。①指導力不
足教員等の人事管理に関すること②教員の人事評価制
度に関すること

 5・ 7 小泉首相所信表明演説で「聖域なき構造改革」の断行
を表明

 6・28 指導力不足教員の「事例調査」中止の申し入れ

 5・11 「ハンセン病国家賠償請求訴訟」で熊本地裁、国の患
者政策は違憲。約18億円の賠償命令

 7・11 香川の教育をよくする県民会議が各地教委に教科書展
示会のアンケート実施。6地教委が意見箱設置を回答

 5・16 全労連、「許すな『公務員制度改革」『教育改革』関
連法案阻止」5・16緊急集会

 7・16 県教委交渉で「学習の診断」を夏季休業中に実施しな
いよう校長会を指導するよう要求

 5・23 政府、ハンセン病訴訟で控訴断念  7・18 香小研会長と3部会長に夏休み中に児童を登校させる
研究授業の中止を申し入れ

 5・29 「子どもに渡せますか!?あぶない教科書」全国ネット
結成

 8・ 2 香川県退職者教職員連絡協議会が戦争体験をつづった
8・15記念文集「終戦前後」を刊行

 6・ 8 大阪教育大付属池田小に刃物を持った男が侵入、児童
8人を刺殺、教師・児童15人に重軽傷

 8・14 教科書採択を決める臨時県教育委員会に際し、教科書
問題緊急要請集会を県教委前で開催

 6・28 政府、経済財政諮問会議の「骨太の方針」閣議決定  8・16 県教委、記者会見で「つくる会」の教科書不採択を決
定

 6・29 教育改悪3法案強行採決  8・22 3採択地区協議会、県内の公立中学校でも「つくる
会」の教科書不採択決定

 7・25 栃木県下那賀地区教科書対策協議会が再協議で「つく
る会」の歴史教科書不採択に

 9・ 1 公立学校共済組合、自己限度額引き上げ。4000円から
1万円(02年4月）1万5千円(03年4月)2万円(04年4月）

 8・ 7 東京都教育委員会、「新しい歴史教科書をつくる会」
の中学校歴史・公民教科書を都立養護学校の一部に採
択強行

 9・ 4 教員採用試験問題及び採点基準を公開するよう
情報公開審査会で意見陳述
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 8・ 8 人事院、3年連続の一時金0.05月削減、俸給表改定見
送りなど、連年「年収マイナス」の勧告

 9・12 「教育の人事の在り方に関する検討委員会」第2回会
議（7月実施の調査結果で62人の教員が「指導改善が
必要」と報告）

 8・13 小泉首相、「前倒し」で靖国神社参拝強行  9・26 県教委、県議会で02年度から小学校3年生から中学2年
生まで「学習状況調査」を実施すると表明。（小3か
ら中1は国語・算数・理科、中2は　英語・数学・理
科）

 8・16 「つくる会」の中学校歴史・公民教科書採択は国立・
区市町立中学用ではゼロ。東京と愛媛の養護学校の一
部と私立中学校9校だけで採択

 9・29 第23回四教組合同教研「いま『教育改革』の中で何が
おきているか」

 8・22
  ～24

全教第17回定期大会(東京・豊島公会堂） 10・22 昇給停止年齢引き下げ（58歳から55歳へ）、退職時の
特別昇給の停止、早期勧奨退職制度の継続拡充(50か
ら57歳→45歳から57歳）の賃金改悪案提示

 8・25 文科省、02年度から小中1000校を習熟度別授業のモデ
ル校として研究指定

10・27 香教組・高教祖「差別賃金・新勤評学習会」（新堰全
教副委員長「『指導力不足教員』問題と新勤評問
題」）

 8・29 6月29日の教育改悪3法の成立を受け、事務次官名で
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を
改正する法律の施行について」の通知（高校入学の通
学区域の撤廃、指導力不足教員の転・免職）

11・12 県教委、12月1日試行「新しい勤務評定」制度の具体
的内容提示

 9・11 アメリカで「同時多発テロ」 11・17 第30回「香川の教育をよくする県民集会」（香大）今
泉博「学びの発見、よみがえる学校」

 9・15
  ～16

全教、「教育基本法改悪許さず、民主的な学校・職場
づくりをすすめる」全国交流討論集会

11・26 香川高教組と合同で県教委に新勤評で申し入れ（教職
員団体との合意なしに実施しないこと）

 9・28 全労連、国民運動実行委など「テロ糾弾、報復戦争・
自衛隊派兵反対」緊急中央集会

11・26 県教委、55歳昇給停止3年で1歳ずつ引き下げ、
退職時得昇は1号引き下げに譲歩案

10・ 1 国立教育政策研究所が全国小学校の教員と校長約7000
人対象に学級崩壊の調査。校長26・0％、教員32・4%
が「学級崩壊があった」と答える

11・28 香川高教組と共同で小中高校長会に新勤評で要請

10・ 7 米英両軍、アフガニスタンへの軍事攻撃開始 12・ 1 県教委、新勤評試行実施
10・29 「報復戦争参加法案」(テロ対策特別措置法）可決強

行

11・16 憲法調査推進議連、憲法「改正」国民投票法案などを
次期通常国会に提出決定

11・25 自衛隊インド洋に派遣
11・26 遠山文科相、中教審に教育基本法見直しと教育振興計

画の策定を諮問

12・ 6 山形県02年度より少人数教育実施を言明（全学年は全
国初めて）

12・ 7 全教・日高教結成10周年記念「21世紀の教育を考える
国際シンポジウム」（国立京都国際会館）
教組共闘の呼びかけ「教え子を再び戦場を送るな」の
誓いをあらたにー憲法と教育基本法守れ、テロ根絶、
報復戦争・自衛隊参戦反対12・7教職員のつどい

12・25 政府、「公務員制度改革大綱」を閣議決定

 1・11
  ～14

2001年度教育研究全国集会（高知）  2・ 5 県庁生協「預け金」問題で香教組と高教組が県教委に
申し入れ

 1・17 遠山文科相「学びのすすめ」アピール発表  2・18 署名提出行動で、県教委が人事異動について「住居変
更が伴う異動は、1週間前に本人に通知。任命権者が
変わる異動は、1ヶ月前に本人の意向確認をする」と
回答

 1・22 中教審総会「基本問題部会」設置  3・ 3 第78回定期大会(県リハビリセンター)
 2・28 30人学級を求める意見書が全自治体の過半数をこす  4・ 1 育児休業と部分休業が3歳未満まで延長。任期付正規

採用制度が導入。育児時間が2歳未満までに延長。介
護休暇が3月から6月に

 3・ 8 東京都教委が「主幹」制度の設置を強行  4・16 高松市教委が「学校訪問は基本的に午前中で終わらせ
る」と高松支部に交渉で回答

 3・ 8
  ～10

全教・日高教結成10周年記念「21世紀の教育を考える
国際シンポジウム」（国立京都国際会館）

 5・ 1 子どもの「看護休暇」が新設(小学校就学前まで、年5
日間)

 4・ 1 学校5日制スタート。改訂学習指導要領本格実施  6・ 7 香教組・高教組が「新勤評」アンケート結果を記者発
表

 5・24 陸海空港湾の運輸関係労組などのよびかけで「5・24
ＳＴＯＰ！ 有事法制大集会」（明治公園に4万人結
集）

 6・24 香教組・高教組が「教員の人事管理の在り方検討委」
に教職員の声を反映させるよう、県小・中・高の校長
会と検討委委員長に要請

 5・28 経団連と日経連が組織統合、日本経済団体連合会が発
足

 6・25 第35回香教組「教育講座」、三上満氏「今こそ、教育
に愛とロマンを」

 6・19 鈴木宗男衆院議員があっせん収賄容疑で逮捕  7・ 夏休み中の中3「学習の診断」が9月実施に変更
 6・28 全教が「教員の地位に関する勧告」にかかわる申し立

てをＩＬＯ日本支局に提出
 8・ 5
  ～11

香教組結成55周年記念「中国平和の旅」、26名が参加

 7・ 1 長期休業中の研修問題で全教が文科省交渉  8・17
　～18

夏季教研(かんぽの宿・観音寺)、山崎隆夫氏「いま子
どもと生きることの困難と喜びを～荒れる・キレる・
心を閉ざす子どもたちと共につくる教室～」
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 7・ 5
  ～ 7

全教第18回定期大会（東京）  9・19 「教員の人事管理の在り方検討委」が最終報告を教育
長に提出

 8・ 8 史上初の「賃下げ」人事院勧告。月例給を2.03％、
7,770円引き下げ

 9・21 第24回四教組合同教研集会(香大)、テーマ「人事評価
制度は教育をどう変えるのか」

 8・10 全国教職員学習交流集会（秋田）  9・24
  ～29

中尾忍委員長（当時）と平尾行敏書記長（当時）が全
教要請団の一員としてＩＬＯ・ユネスコを訪問

 8・15 愛媛県教委、来春開校の中高一貫校で「新しい歴史教
科書をつくる会」主導の教科書採択

10・ 2 県人事委員会が史上初の給料表引下げ(平均マイナス
2％)、3月期の期末手当廃止などを勧告

 9・17 小泉首相が日本の首相としては初めて北朝鮮を訪問、
金正日総書記と会談

10・18 県教委が退職時特昇(1号)廃止、55歳昇給停止など賃
金改悪案を提示

 9・24
  ～29

松村全教委員長を団長にＩＬＯ・ユネスコを訪問 10・28 県教委が「指導力不足等教員など」への対応策を提示

10・17
  ～18

全教第26回中央委員会。全山形教職員組合の全教加入
決定

11・ 1 県教委が「指導力不足等教員などへの対応に関する要
綱」を施行し、初めての認定を開始

11・ 6 ＩＬＯ・ユネスコ共同専門家委員会(ＣＥＡＲＴ)が、
全教の「申し立て」を正式受理

11・15 11・15　香教組「学校5日制と新学習指導要領につい
ての教員アンケート」の結果を発表

12・13 中教審の中間報告に対するヒアリングで松村全教委員
長が意見陳述

11・17 第31回「香川の教育をよくする県民集会」（香大）、
講演「子どもの元気は親と教師の元気の源～学校5日
制のもとで、学校・家庭・地域の子育てのポイント
～」(坂本光男氏)

11・19 県教委、自宅研修などの研修結果報告書の提出を義務
化

12・16 香教組・高教組が賃金改悪案について合同の県教委交
渉

12・21 第282回中央委員会、初めての「指導力不足等教員な
ど」の認定が行われるにあたり「人事相談窓口」の設
置を決定

 1・11 名古屋市教育センターで「教育を語るつどい」を開催  1・ 1 子どもの「看護休暇」が中学校就学前までに拡大、半
日単位の取得も可となる
「夏季特別休暇」が5日間となる

 1・12
  ～14

2002年度教育研究全国集会（岐阜県と名古屋市）  1・20 高教組と合同で「民間人校長の登用」に反対する要求
書を提出

 1・14 小泉首相が靖国神社を参拝。就任後3年連続。中国・
韓国政府が激しく抗議

 1・24 香教組の指摘で県教委が市町教委に1日検診の精密検
査を「職免」とする通知を出す

 1・27 中国が米国を抜き、初めて日本の最大輸入相手になる
（財務省発表）

 2・ 5 県教委の「人事異動基本方針及び基本的な考え方」へ
の香教組見解と提案を発表

 2・ 1
   ～2

同和教育の終結をめざす全国交流集会（滋賀）  2・10 「転居が伴う異動」と「任命権者が変わる異動」の通
知方法等について県教委が正式回答
教員採用試験の作文評価に「思想的に問題はないか」
の項目がある問題で「香川の教育をよくする県民会
議」が県教委に公開質問状を提出し記者発表（2004年
度採用の試験から削除）

 2・13
　～14

全教第19回特別大会、石元巌委員長を選出  2・20 「香川の教育をよくする県民会議」が「教育基本法を
守る自治体キャラバン」を実施

 2・15 世界600ヶ所で1000万人が対イラク戦争反対行動  2・24 県教委が初めて「指導力不足等教員など」として24名
の教員を認定

 3・20 米英軍がイラク攻撃開始、首都バクダッドを爆撃。小
泉首相は衆参本会議で米国のイラク攻撃支持を表明

 3・ 1 第79回定期大会(県リハビリセンター)、委員長に平尾
行敏を選出

 3・20 第30回中教審総会「新しい時代にふさわしい教育基本
法と教育振興基本計画の在り方について」を答申。全
教、日高教などが「改正」反対の声明を発表

 3・19 「指導力不足等教員など」の認定について県教委に申
し入れ

 3・22 教育学関連15学会が「教育基本法改正問題を考える」
シンポジウムを開催（東京・明治大学大学会館）

 3・ 3月議会で財田町、塩江町が「教育基本法を守れ」の
意見書採択

 3・23 全教と子ども全国センターが教育基本法運動の交流会
を開く（全国教育文化会館）

 4・ 1 教職員互助会「選択型福祉厚生事業」と「県内宿泊補
助」を開始

 3・28 特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議が
「今後の特別支援教育の在り方について」を発表

 4・22 高教組と合同で「優秀な教員の表彰制度」の白紙撤回
を求める要求書提出

 3・29 世界で一斉に「イラク戦争反対」のデモや集会。イン
ドネシア25万人、ドイツ12万人、ロンドン1万人、イ
タリア10万人、ギリシャ5万人など

 5・20
　～22

教育基本法「改正」の是非を問う「全国教職員投
票」、香川で1693名が投票。71.9％が「反対」

 4・ 1 医療費3割負担など国民負担増の実施
「10年経験者研修」法制化が施行

 6・20 校納金の手数料問題で「香川の教育をよくする県民会
議」が県議会に申し入れ
県教委が育休代替者の「任期付採用制度」実施を香教
組に通知

 4・16 全教第1回全国代表者会議、教育基本法「改正」反
対、イラク戦争・有事法制問題で意思統一

 6・22 第36回香教組「教育講座」、大和久勝氏「子どもたち
をどうつなぐか」

 5・ 4 「イラク戦争は絶対に許さない」と800人の高校生が
「全国高校生平和集会」開催（東京・宮下公園）

 7・26 全教・教組共闘四ブロ学習交流集会（栗林山荘）、
「『指導力不足教員』の不当な認定を許さない会」を
結成

 5・11 市町合併の賛否を問う長野県平田村の住民投票に全国
初、中学生が投票参加

 8・ 三豊支部がホームページを開設
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 5・29 日本経団連、消費税率を2007年度までに10％、25年度
まで18％を上限に引き上げることを提言

 8・23
  ～24

夏季教研(宇多津サンルート瀬戸大橋)、栗城順一氏
「教師の元気が出る学級づくり・学校づくり」

 6・ 5 全教女性部、ベトナムのチョン・ミ・ホア副大統領と
会談

 9・ 5 「指導力不足等教員」の不当認定の提訴への人事委員
会裁定に対する香教組声明を発表
高松支部が市内中心部の学校統廃合問題について市教
委に申し入れ

 6・20 ＩＬＯが日本の公務員制度「改革」について、労働基
本権への制約を維持する考えを見直すよう再勧告

 9・ 8 退職手当削減の提案に高教組と合同で県教委交渉

 7・ 5
   ～6

全教第20回定期大会（埼玉・志木市）  9・20 第25回四教組合同教研集会(香大)、テーマ「競争原理
の『教育改革』～国立大学独法化・新勤評などによる
教育界の変容～」

 7・ 9 長崎市の幼児殺害事件、市内の12歳の中1少年を補導 10・ 3 県人事委員会が2年連続の給料表引下げ、一時金削減
勧告

 7・12 土屋埼玉県知事の長女逮捕、知事が辞意を表明 10・10 東かがわ市の教育介入問題で大川支部が市教委に申し
入れ

 7・25 イラク特措法、自民・公明などが強行採決 10・17 「校長評価制度」について高教組と合同で要求書提出

 8・20 高知・橋本知事、知事公邸で臨時教員と懇談、「採用
基準や成績を公開するべき」と表明

11・22 第32回香川の教育をよくする県民集会・「学校統廃合
を考えるつどい」（県社会福祉総合センター）(三輪
定宣氏)

 8・25 小泉首相、05年11月をめどに自民党の憲法「改正」案
をまとめるよう指示、改定手順の法案成立も図ると表
明

 9・11 都教委、都立盲・聾・養護学校28校の校長・教頭37
人、教員など55人に処分を強行

 9・12
  ～13

石原都知事のテロ容認の暴言に各団体から抗議続く

 9・13
  ～14

民権主催の全国教育研究交流集会「学校・地域からの
教育改革」をテーマに開催

 9・23 全国革新懇「憲法改悪反対の一点で国民的共同を広げ
よう」と声明を発表

10・23 東京都教育庁、「日の丸」「君が代」の統制強化の方
針を通達

10・28 石原都知事が「日韓併合は彼ら（朝鮮側）の創意で、
日本に手助けを求めた」と暴言、各方面からの抗議続
く

10・30 国連が2度にわたる現地本部テロなどを受け、バク
ダッドの全職員の完全撤退を決定

11・11 京都市教委が教員へのＦＡ制度導入を発表。選ばれた
教員のみの優遇人事と市教組が批判

11・12 ＩＬＯ・ユネスコ共同専門家委員会(ＣＥＡＲＴ)が文
科省の「指導力不足教員」政策と人事考課制度は「教
員の地位勧告」に抵触するとの報告を公表

11・25 「教え子を戦場に送るな」のスローガンを掲げ、自衛
隊イラク派兵中止を求める運動を全教が呼びかけ

11・28 総務省が義務教育費国庫負担金のうち3,100億円の一
般財源化を求める方針を決定

12・18 政府がイラクへの自衛隊派兵の実施要綱を決定
12・22 02年度中の精神疾患で休職した教員が病気休職者の5

割を超え過去最多に（文科省発表）
都の不当な性教育攻撃に対し、1,520人の市民が東京
弁護士会に救済申し立て

12・26 文科省が学習指導要領を一部改訂。全教は習熟度別の
名目でより分ける教育の破綻の取り繕いと批判

 1・1 元日に小泉首相が靖国神社に参拝  1・19 香教組・高教組が給与改善の一点での共同を香教連・
日教組香川に呼びかけ

 1・10
  ～13

2003年度教育研究全国集会（長野）  1・25 全教四国地区組織拡大交流集会（高知）へ参加

 1・20 与党教育基本法検討委員会は、部分改定でなく基本理
念の前面見直しで合意。週1回ペースで会合すること
を確認

 2・ 2 「教育実践優秀教員」への香教組見解を発表

 2・ 3 陸上自衛隊のイラク派兵本隊第一陣約90人が千歳空港
から、政府専用機でクウェートにむけ出発

 2・21 高教組が第48回特別大会を開き、全教・日高教への加
入を決定

 2・27 東京地検は地下鉄・松本サリン・坂本弁護士一家殺害
など13事件で、松本智津夫被告に死刑判決

 2・24 県教委任期付登録試験結果を発表

 3・ 9 有事関連7法案を閣議決定し国会に提出  3・ 6 第80回定期大会（サンメッセ香川）

 3・13 「子どもと教育を守ろう！生かそう憲法・教育基本法
改悪反対3・13東京集会」開く

 3・31 県内4ヶ所で教育基本法宣伝(琴電瓦町、琴電志度、JR
丸亀、JR観音寺）
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 3・30 都教委は、「日の丸・君が代」の強制で、起立・制勝
しなかったと教職員176人の大量不当処分を決める。

 4・29 第1回「パワーアップ学習会開催」70名参加（高松市
民文化センター）

 4・ 4 全解連が発展・改組し「全国人権連」を結成  5・ 1 「春の教育講座」開催、「ヤンキー母校に生きる」義
家弘介（北星学園余市高校）653名参加

 4・ 5 「日の丸・君が代」で不当処分受けた75人が都人事委
員会に不当審査請求を申し立て

 6・12 第2回「パワーアップ学習会」102名参加（サンポート
ホール）

 4・23 中川経産相ら3閣僚の国民年金保険料未納が発覚  6・28 1学区制の入試制度について県教委へ申し入れ

 5・ 1 第875回メーデー。中央メーデーは代々木公園で4万2
千人が参加

 7・29 綾歌教育会館の今後について綾歌町と協議

 5・ 7 年金保険料の未納をめぐり福田官房長官が辞任  8・ 7
   ～9

「全国臨時教職員学習交流集会香川大会」（オークラ
ホテル）28都道府県・287名参加

 5・10 民主党菅代表が年金未加入問題の責任取り辞任  8・18 「パワーアップ学習会」2次対策を開催参加50名超え
る

 6・ 8 衆院本会議「児童手当法改正案」（小3まで）を可決  8・21 香教組「せんせいの学校」開催（ベッセルおおち）

 6・10 著名9氏が呼びかけ「9条の会」発足  9・ 2 台風16号で高松が高潮被害。香教組委員長・書記長が
ボランティア。「香川高潮被害見舞金カンパ」口座を
香川高教組と開設。

 6・12 佐世保小6事件で、父母・教師・市民が緊急集会を開
く

 9・21 高松市小中学校統廃合の審議会答申に対する見解を香
教組高妻支部が市教委に提出

 7・ 6 新潟・三条で小6男子児童が同学年生を切りつける  9・23 善通寺西高の存続を求める県民集会（善通寺市民会
館）

 7・11 参院選投開票、年金批判等を受け自民は現有議席割る  9・30 「香川の教育をよくする県民会議」教育キャラバン。
さぬき市、東かがわ市、高松市、県議会、詫間町、観
音寺市等を回る

 7・21 文科省の調査で校舎の半数が耐震性に不安と判明  9・30 県人事委員会勧告（月例給、期末・勤勉手当ともに改
定なし。6年振りに下げ止まり、前年水準を維持））

 7・21 文科省の調査で校舎の半数が耐震性に不安と判明 10・ 1 「香川の教育をよくする県民会議」教育キャラバン。
三野町、高瀬町、善通寺市、宇多津町、坂出市、丸亀
市等を回る

 8・ 2 都教委が「日の丸・君が代」処分教員への研修を強行 10・14 県が2005年度から3年間の独自給与カットを提示

 8・18 全国知事会で教員給与費一般財源化を態度決定 11・ 1 「香川高潮被害見舞金カンパ」の10万円を香川県小学
校長会長を通して被災した県内小学校に届けるよう依
頼

 9・18
  ～19

日本プロ野球選手会が初のストライキに突入 11・ 3 「九条の会・かがわ」結成記念講演を開催（社会福祉
センター）

 9・18 「首都大学東京」の認可を設置審が答申 11・ 8 昇給延伸についての意見陳述

 9・27 第2次小泉改造内閣発足、郵政民営化担当相も設ける 11・13 綾歌教育会館閉鎖

10・10 文科省運動能力調査で小学校の運動能力低下が判明 11・17県教委が2002年度の「指導力向上審査会」委員一覧等
を香教組に公指。指導力等向上審査会で1人あたり15
分の審査しかしていないことが判明

10・26 中越地震が起こり、全教が現地調査に入る 11・23 第32回香川の教育をよくする県民集会・第25回四教組
合同教研集会（香大）参加120名

11・ 3 文科相が全国学力テストの実施方針を決める 12・ 8 岐阜県教委が少人数学級実施を議会答弁。東京・香川
のみが未実施となる。

11・ 3 米大統領選で共和党ブッシュ氏が再選

11・11 パレスチナ・アラファト議長が死去

12・ 7 ＯＥＣＤ学習到達度調査で日本の「読解力」大きく下
がる

12・11 文科省調査で教員の精神性疾患病休が最多の3,194人
に

12・26 スマトラ沖地震による大津波被害が広がる

 1・16 阪神・淡路大震災10周年で復興県民会議がアピール  1・15
  ～20

井上書記長がILOユネスコへの要請

 2・11
  ～13

都内で第22回全教定期大会開催。3.26大集会の成功を
めざし憲法・教基法を生かした学校づくりで討論

 1・25 香教組・香川高教組が合同で3年連続の賃金カットに
反対する合同交渉に140名が参加

 2・16 温暖化ガス排出削減へ京都議定書が発効  3・ 5 第81回定期大会（県リハビリセンター）、05年度から
1人専従体制を決定し、平尾行敏が初めて現場からの
委員長として再任。06年度より11支部から8支部に支
部再編することを提案

 3・16 島根県議会「竹島の日」条例を可決、韓国は強く反発  3・26 香川県教組から教育基本法緊急中央大集会、有明コロ
シアムへ39名が参加

 3・26 有明コロシアムで憲法・教基法を守れと1万人集会  4・29 採用試験「パワーアップ学習会」に120名参加

 3・30 都教委は「君が代」不起立で教職員の50人の処分を決
める

 5・17 「つくる会」教科書問題学習会（講師・石井擁大歴教
協会長）を県教育会館で開催

 4・ 5 扶桑社刊の歴史、公民の教科書再び検定合格  5・23
  ～27

よくする会が教科書問題でキャラバンを実施

 4・22 文科省2003年度学力テストの結果を公表  6・ 8 高松支部との交渉で高松市教委が教室に扇風機2台を
設置すると回答

 4・25 JR福知山線で脱線、JR発足後最悪の惨事に  6・15 中尾元委員長が教頭試験問題開示請求で意見陳述
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 4・26 福岡地裁。君が代不起立減給処分は不当と判決  7・24 県内「九条の会」交流集会を県民ホールで開催
 5・ 7 教基法の改悪反対求める集会に5500人が参加  8・ 9

  ～10
「せんせいの学校」を宇多津サンルート瀬戸大橋で開
催

 5・10 中教審特別部会、少人数学級の実施を検討開始  8・31 香川型教育で県教委が香教組から聴き取りを実施

 5・11 文科省教基法改悪「仮要綱案」を提示  9・26
  ～27

よくする会が教育キャラバンを実施

 5・15 沖縄・普天間基地を23000人の人間の鎖が包囲 10・19 県人事委員会が国に追随し、「給与構造改革」（新給
料表への切換えで、最大7％の給与引下げ。減額分は
現給保障）を勧告

 5・20 自民・公明、郵政民営化特別委員会設置を強行 10・29 第33回「香川の教育をよくする県民集会」（香大）

 6・ 6 文科省「少人数学級効果的回答多数」とする調査結果
を発表

11・23 四教組合同教研を「香川県教育研究集会」と改め、海
老名香葉子さんが講演

 6・15 文科省、ニート増加への対応方策で中教審に諮問

 7・ 5 郵政民営化法案、5票差で衆院を通過。自民造反51名

 7・28 都教委「つくる会」教科書の使用を決定
 7・30 「九条の会」東京・有明講演会に9500人が参加
 8・ 6 原水禁世界大会「被爆60周年広島デー集会」に9000人

が参加

 8・ 8 郵政民営化法案17票差で否決。解散・総選挙へ
 8・15 賃下げ、給与構造見直し、地域給導入などの人事院勧

告・報告

 8・15 教育研究全国集会2005大阪・開会全体集会に7000人が
参加

 8・30 文科省、来年度予算概算要求に学力テスト経費盛り込
む

 9・11 総選挙投開票。自民大幅議席増。民主大敗
 9・22 自民、公明、民主の賛成で衆院憲法特別委員会設置

 9・26 小泉首相、所信表明。国家公務員の純減を表明
10・1 全教「組織拡大鏡かを目指す討論交流集会」を開催

10・14 郵政民営化法、参院本会議で通過し成立
11・19 改憲・増税反対国民大集会に35000人が参加
12・ 5 防衛庁の「省昇格」で自民・公明が一致
12・ 8 小泉内閣、イラクへの自衛隊派兵1年間延長を閣議決

定

12・10 京都・宇治の学習塾講師、小6女児を刺殺
12・15 自・公、消費税増税、定率減税全廃を含む税制大綱決

定

 1・20 第164通常国会召集。小泉首相、教育基本法の早期改
正に言及

 1・18 県給与の独自カット問題で高教組と合同で団体交渉。
200名参加、カット率1％削減

 1・27
  ～29

日高教、愛知で学校・地域作り交流集会開催  2・17 「香川の教育をよくする県民会議」が署名提出。県教
委が2006年から「1学年106名以上で生徒指導上困難を
抱える中学校」で35人学級の実施を表明

 2・ 3
   ～4

全教青年部「センセのがっこ」全国版in京都に750人
参加

 2・18 「九条の会かがわ」講演会開催。900人が参加

 2・ 9 都立校教職員173人が「日の丸・君が代」処分撤回で
提訴

 2・24 香教組署名提出行動2363筆提出

 2・10
  ～11

「開かれた学校づくり」全国交流集会、和歌山で開催  2・25 第82回定期大会（オークラホテル高松）

 2・16 全教、「全国一斉学力テスト」の中止を求め、文科省
に要請

 3・16 教育基本法全国統一行動県内4カ所でビラ配布

 2・23 30人学級、私学助成求める署名813万筆を国会に提出  4・ 1 8中学校8学年で少人数学級がスタート。全国で46番目

 2・28 全教、要請教育改革関連法案について中教審で意見表
明

 5・ 1 「教育基本法『改正』に反対する」香教組見解発表

 3・ 4
   ～5

全教、学校づくり・評価問題で討論交流集会  5・15
  ～26

高教組と合同でＲＮＣラジオスポット「教育基本法と
憲法を守ろう」

 3・12 岩国基地再編住民投票で、反対票が有権者数の過半数
に

 6・ 9 毎日新聞香川版に高教組と合同で「教育基本法改悪に
反対します」の意見広告

 3・31 教基法施行日に中央行動・集会はじめ全国各地で行動  6・12 香川の教育をよくする県民会議「守ろう子どもと教育
許すな教育基本法改悪～教育基本法改悪反対香川県民
のつどい」開催。80名参加

 4・12 「愛国心」など教育基本法「改正」案で、与党が最終
合意

 8・ 4 高松市の「愛国心通知表」で高松支部・新婦人高松・
よくする会が校長会長に申し入れ

 4・28 小泉内閣、教育基本法改悪案を決定、国会提出  8・ 9 県の教育課程運営研修会で教育基本法改悪法案が説明
されたことで県教委に抗議と申し入れ

 4・30 全教、地域・職場「九条の会」活動交流集会開催  8・12
  ～13

香教組夏季交流集会を国民年金保養センターかがわで
開催

 5・16 教育基本法改悪法案、衆院本会議で趣旨説明、質疑  9・ 9 「九条の会かがわ」講演会開催

 5・24 教育基本法特別委員会で総括質疑  9・25
  ～26

香川の教育をよくする県民会議「ゆきとどいた教育」
を求めて県内キャラバン
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 5・26 自公、国民投票法案を国会提出。民主も「対案」 10・13 県人事委員会が国に追随し、官民比較見直し企業規模
を50人以上に下げ、給与改定なしの勧告

 5・27 教基法など廃案めざし、5万人が代々木公園で国民大
行動

10・20
  、27

毎日新聞に高教組と合同で「教育基本法を守ろう」の
意見広告掲載

 6・16 第164国会、事実上閉幕。教基法改悪法案継続審議に 10・28 香川の教育をよくする県民会議「教育基本法を守ろう
香川県民大会」開催、500人の参加で香川の教育運動
の大きな峰を築く

 6・20 政府、イラク陸上自衛隊の撤退を正式決定 11・17 県教委が査定昇給の運用、勤勉手当への実績反映の拡
大、病気休暇の半減など給与・権利の改悪案を提示

 6・22 日教組、臨時国会に向け教基法「政府法案」廃案を確
認

11・18 第1回香川県教育研究集会開催、講師米倉斉加年さん
で350名が参加

 6・29 日米首脳会談、「政界の中の日米同盟」との共同文書
発表

12・15 教育基本法改悪法案成立で香教組が声明発表

 7・ 5 北朝鮮、弾道ミサイル7発を発射
 7・11 中教審、現職教員を含む教員免許更新制導入の答申ま

とめ

 7・15 国連安保理、北朝鮮ミサイル発射で全会一致非難決議

 8・11
  ～13

臨時教職員の亭宮改善を求め、滋賀で学習交流集会

 8・15 小泉首相、終戦記念日に靖国参拝を強行。国内外から
強い批判

 8・17
  ～20

教育研究全国集会2006、埼玉県で開催。4日間で8000
人の参加

 9・15 全教、へき地教育振興めざし、交流集会
 9・19 全教、三重県を皮切りに教育基本法「全国キャラバ

ン」を開始

 9・20 自民総裁に安倍氏。教育基本法「改正」が最重要課題
と強調

 9・21 東京地裁、「日の丸・君が代」強制反対訴訟で都の強
制は違憲と判決

10・ 7
   ～8

全国女性教職員学習交流集会、広島で開催。550人が
参加

10・10 安倍内閣、「教育再生会議」の設置を閣議決定。座長
に野依良治氏

10・14 教育基本法改悪反対大集会in東京に全国から2万7千人
が参加

10・14 国連安保理、非軍事による北朝鮮制裁決議を採択

11・ 1 「教育改革タウンミーティングin八戸」での「やらせ
質問」判明

11・ 7 東京・足立の教育長、学校予算の差別配分問題でラン
ク付けは撤回

11・16 自公両党、衆院本会議で教基法改悪法案を単独採決強
行

11・29 教育再生会議、「いじめ問題の緊急提言」を発表

12・11 全国3000万署名集約集会に450人。767万人分を集約

12・15 政府・与党、参院本会議で教育基本法「改正」法案の
採決強行

12・19 安倍首相、在任中改憲、次期通常国会での改憲手続法
成立を表明

 1・ 6
   ～8

全国障害児学級・学校学習交流集会in京都に1200人参
加

 2・ 8 給与問題で高教組と合同の団体交渉170名参加、給与
カット1％緩和

 1・24 教育再生会議が第1次報告をとりまとめ  2・14 香川の教育をよくする県民会議署名提出行動　46，
919筆を提出

 1・26 憲法共同センター、改憲手続き法案阻止をめざし交流
会開催

 2・24 香教組第83回定期大会開催（高松テルサ）

 1・26
  ～28

日高教、就学・進路保障で高校教育シンポジウム開催  2・27 香教組署名提出行動1807筆提出、合わせて「全国学
力・学習状況調査」中止の申し入れ

 2・ 3
   ～4

全教青年部「センセのがっこ」全国版in京都に750人
が参加

 3・16 「全国学力・学習状況調査」で個人情報保護について
各市町教委へ申し入れ

 2・10
  ～12

全教第24回定期大会開催  4・ 1 中学校の少人数学級実施12校12学年に

 2・10
 ～11

「開かれた学校づくり」全国交流集会、和歌山で開催  5・24 高松市小学校校長会長に通知表から「愛国心」を削除
するよう申し入れ

 2・16 全教、「全国一斉学力テスト」の中止求め、文科省に
要請

 5・31 香川の教育をよくする県民会議教育改悪3法街頭宣伝

 2・23 30人学級、私学助成求める署名813万筆を国会に提出  5・29
～6・1

香川の教育をよくする県民会議「地方教育行政の組織
及び運営に関する法律改定案」について県内キャラバ
ン

 2・28 全教、教育改革関連法案について中教審で意見表明  6・17 香教組教育講座開催、講師福井雅英（武庫川女子大学
准教授）演題「深い子ども理解と教育実践構想」

 3・ 1 安倍首相、「従軍慰安婦」強制の証拠ないと発言  6・25 新勤務評定制度、指導力不足等教員など認定制度の改
善を求めて県教委に申し入れ
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 3・ 9
 ～10

「参加と共同の学校づくり」めざし、日高教第23回定
期大会開催

 8・26 香教組結成60周年記念祝賀会をオークラホテル高松で
開催、140名が参加

 3・10 中教審、教育改悪3法案を答申  9・ 7 県が賃金カットの3年間継続などの「新たな財政再建
方策（たたき台）」を提示

 3・30 安倍内閣、教育改悪3法案を閣議決定、国会提出  9・14 県議会で知事が小中学校の耐震化に県が1/3補助する
ことを表明（統合する場合は1/2）

 3・30 高校教科書検定結果発表。沖縄集団自決、軍関与削除
明るみに

10・ 4 香川の教育をよくする県民会議が「新たな財政再建方
策」と「定時制の廃止」について県議会会派要請

 4・13 全教・教組共闘等4団体、「全国一斉学力テスト」中
止求め、運動交流集会

10・ 9
  ～11

香川の教育をよくする県民会議が「教育格差をなくし
ゆきとどいた教育を求める」教育キャラバン

 4・18 伊藤一長長崎市長、暴力団幹部に銃撃され死亡 10・24 県教委が08年度実施の教員採用試験から受験年齢を40
歳未満までに引き上げることを発表。合わせて09年度
実施の公立高校入試で全校で自己推薦導入を発表。

 4・19 少年法改悪案、衆院本会議で自公の賛成で可決 10・25 「新たな財政再建方策」で高教組と合同の団体交渉
160名参加し、現場の声を届ける

 4・24 文科省、小6・中3の233万人対象に全国一斉学力テス
ト実施。43年ぶり

10・28 香川の教育をよくする県民会議総会と記念講演（「学
力世界一の国」フィンランドに学ぶ　講師春名公宏岡
山高教組副委員長）

 4・25 安倍内閣、集団的自衛権容認めざし、有識者会議を設
置

11・18 第2回香川県教育研究集会開催、講演江川紹子さんで
300名が参加

 5・14 改憲手続法、自公の賛成多数により参議院本会議で可
決・成立

12・ 7 高松市議会で教育長が08年度から小学校で「少人数学
級実施」検討を表明

 5・17 教育3法案、衆院特別委で与党が採決強行。11項目の
附帯決議

12・10 ボーナスの勤勉手当に勤務実績反映が強行される

 6・ 1 教育再生会議第2次報告を公表

 6・20 イラク派兵延長、教育改悪3法案可決・成立

 6・22 沖縄県議会、「集団自決、軍の強制は事実」との全会
一致決議

 6・30 久間防衛相、原爆投下「しょうがない」の暴言

 7・29 参議院選挙、投開票。自公が大敗し、参院で過半数割
れ

 8・10 臨時教職員の待遇改善求め、千葉で全国学週交流集会
開催

 8・16
  ～19

「教育のつどい2007」、広島市での開会全体集会で開
幕

 8・23 東京・足立区の小学校、都の学力調査での不正行為も
判明

 9・12 06年度の指導力不足教員、文科省まとめで450人と判
明

 9・22
  ～23

全教、職場の活性化、組織の拡大強化をめざし交流集
会開催

 9・29 「集団自決」削除の教科書検定撤回を求め沖縄県で11
万6千に参加し県民集会開催。

10・ 6
   ～7

全教女性部が神戸で全国女性教職員学習交流集会開
催。900人が参加

10・18
  ～19

全教第35回中央委員会開催

10・24 文科省「全国一斉学力テスト」結果を公表

11・ 8 中教審、学習指導要領改訂作業の「審議のまとめ」を
了承

11・15 文科省いじめ調査、定義を広げ前年比6倍の12万5000
件に

11・23
  ～24

福岡原鶴温泉で全国教職員学習交流集会開催
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、
こ
の
「
香
教
組
六
十
年
の

あ
ゆ
み
」
に
深
い
確
信
と
誇
り

を
持
ち
、
す
べ
て
の
教
職
員
と
父
母

・
県
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
今

後
と
も
「
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送

る
な
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
、
民
主
教

育
の
発
展
に
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
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長

高

井

和
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委

員

長

中

尾

忍

副

委

員

長

小
早
川
加
代
子

副

委

員

長

井

上

泉

書

記

長

安

藤

康

司

書

記

次

長

大

久

保

和

彦

会

計

長

吉

田

智

子

中
央
執
行
委
員

海

原

友

子

〃

石

川

謹

章

〃

濱

田

里

美
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